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๯಄、おஏͣかしい࿩から࢝めさͤていただきます。ࢲはࡏݱで͜そଞ人༷に対してʮࢲ

はʰ中小企業研究ʱをやっていますʯとਃし上͛ていますが、ʮなͥ中小企業を研究したいと

ったのですかʁʯとฉかれると言༿に٧まります。࣮はֶੜ࣌代にはそれ΄ど中小企業に関ࢥ

心が͋ったΘけでは͋りまͤΜでした。けれども、大ֶ3年ੜになって、ԑ͋ってೖれていた

だいたࠤ౻๕༤ઌੜ（ܚጯٛक़大ֶ໊༪ڭत、日本中小企業ֶ会第6期会௕）のθミでֶ෦ɾ

大ֶӃを通じてごࢦಋをいただくなかで、さま͟まな調査活ಈに参加さͤていただく機会を

ಘました。中小企業経営ऀやそ͜でಇくै業員のํʑと対࿩をॏͶるうちに、ࢲのキϟリΞは

大きくํͮ޲けられていったΑうにࢥいます。ݱ場で人ʑがいきいきとࣗ分のࣄ࢓についてޠ

る࢟、中小企業を支援するཱ場の人ʑのਅ᎜なまな͟しʕʕそのͻとつͻとつが、ࢲの研究

のݪ点となりました。ࢥいฦͤ͹、人ʑとの対࿩͜そが、ࢲにとってのʮ中小企業研究ʯのग़

発点でした。

ʮ調査なくして発言ݖなしʯという言༿が、ੲಡΜだ中小企業論のテキストに͋りました（も

ともとはʰໟ୔東ޠ࿥ʱに͋る言༿のΑうです）。ݱ場に足をӡͿと、まさに数஋だけではޠ

れないผの࢟がݟえてきます。高齢ऀやঁ性のब業のडけࡼとなり、֎国人やোऀ֐をؚΉ

多༷な人ʑにಇく機会を提供している͜と。஍Ҭ社会のҡ࣋や文化のܧঝに大きな໾ׂをՌ

たしている͜と。͋ るいは、ै 業員にとってʮډ心஍のΑいʯ場として௕くۈめられる場所になっ

ている͜と。そうした質的なଆ໘͜そ、中小企業を研究するҙຯをরらしग़しています。数ࣈ

のഎޙに͋るʮ人の営Έʯを۷り͜ىし、社会のްΈをͤݟる͜とが、͜の分໺の研究ऀに

課ͤられた໋࢖だとײじます。

近年、社会のม化はҰஈと଎くなっています。ੜ成A*のٸ଎なී及、サプライチェーンの

で͋ࡏ不足。͜うした೾の中で、中小企業は最も影響をडけやすいଘࡐগと人ݮฤ、人口࠶

るҰํ、ม化にॊೈに対応し、新しいՁ஋をੜΈग़すՄ能性をൿめています。఻౷࢈業の࢈

஍スΫーϧにएऀやঁ性がूまり、৬人として஍ҬにࠜをԼΖすಈき。A*やࣗಈ化ٕज़をऔ

りೖれ、小規模ながらも新しいੜ࢈のかたちを模ࡧするࢼΈ。そうした小さな࣮ફのੵΈॏ

中小企業研究ͱ͍͏ӦΈのҙຯΛ͑ߟΔ

ງ 　 ܿ

（ 　　　  　　　 ࡩ（  ඒ 林 大 ֶ
リϕラϧΞーπֶڭ܈त
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Ͷが、社会を੩かにಈかしている。中小企業研究ऀのࣄ࢓は、そうしたʮ小さなม化のஹしʯ

をݟಀさͣ、ه࿥し、社会に఻える͜とだとࢥいます。

中小企業研究は、かつては経済ֶや経営ֶの応用分໺としての࿮૊Έでޠられる͜とが多

かったとࢥいます。しかし近年では、஍Ҭ社会の࠶ੜ、μイバーシティ経営、サーキュラーΤ

ίϊミーなど、Αり޿い社会的課題と݁びついてさま͟まなֶ問ྖҬからの研究がਐめられて

います。社会ֶやྺֶ࢙、心ཧֶなどଞྖҬとのֶࡍ研究も૿えてきました。経済の成௕や

そのաఔでのさま͟まなໃ६を論じるだけでなく、ʮ人がどうಇき、どうੜきるかʯを問うֶ

問΁と࢟をมえつつ͋ります。͜うしたֶࡍ的な޿がり͜そが、中小企業研究の新しいՄ能

性を੾り։いているΑうにࢥいます。

もっとも、そのʮ࣮ࣄを୮೦にすくい͋͛るʯ営Έを支える研究ج൫ࣗମが、いま大きな

స׵期をܴえています。গࢠ化や人口ݮগのなかで、多くの大ֶがݫしい経営ڥ؀にஔかれ、

ҭと研究のཱ྆は༰қではなく、ֶ຿やֶڭ。たち研究ऀのಇく場も例֎では͋りまͤΜࢲ

ੜ支援のෛ୲が૿えるҰํで、じっくり調査にग़かけたり、ֶ会でٞ論を深めたりする࣌ؒを

֬อする͜とが難しくなっています。中小企業研究ऀの多くは、そうしたڥ؀の中で、それで

もݱ場に足をӡび、社会のม化をࣗ分の目で֬かめΑうと努力をଓけています。研究を通し

て社会をཧղし、ະདྷをඳ͜うとする大ֶ人の営Έもまた、いまଘଓのਖ਼೦場に͋ると言える

でしょう。

大ֶでֶੜたちと઀していると、企業経営Αりも人や஍Ҭに焦点を当てたテーϚに関心を

࣋つֶੜが૿えている͜とをײじます。൴らにとって中小企業は、数ࣈのੈ界ではなくʮ人

がݟえる経済ʯをֶͿೖ口なのかもしれまͤΜ。त業やθミで企業๚問を行うと、経営ऀの

言༿や工場のۭؾから多くをֶび、ࣗらのকདྷを考え࢝めるֶੜもいます。中小企業研究は、

एいੈ代が社会とࣗ分をつな͙ʮֶびの橋ʯでも͋るのです。

研究とは、σーλやཧ論をѻうྫྷ੩な営Έで͋るとಉ࣌に、社会΁の共ײの表ݱでも͋り

ます。ࠔ難の中でもલを޲いてาΉ中小企業経営ऀの࢟から、ࢲたちは社会のしなやかさと

をஸ࣮ࣄ。す行ҝなのかもしれまͤΜ࢒を言༿にしてײ๬をֶびます。研究とは、その共ر

ೡにすくい͋͛、その中に͋るՄ能性をݟग़す͜と。それ͜そが中小企業研究の֩心で͋り、

その౮をઈやさない͜とが、ࢲたち研究ऀの੹೚だとࢥいます。

͜のたびࢲは、日本中小企業ֶ会の第16期会௕をഈ໋する͜とになりました。ֶ会会௕と

してのࣗࢲ਎にとっての関心は、やはり研究のҙٛをいかに࣍のੈ代΁఻えていくかに͋りま

す。ֶ会という場を通じて、多༷な研究ऀが࣮ࣄを࣋ちدり、ٞ論し、社会にؐݩしていく。

その࿈ଓ性͜そが、ֶ問を支える力になります。h 商工ۚ༥ʱのಡऀのօさまにも、ͥͻとも

͜の஌の営Έを支えるҰ員として、中小企業のະདྷをともに考えていただけれ͹޾いです。
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ʓΘが国の建設工ࣄはຽؒ工ࣄが6ׂҎ上を઎めその大൒は建ங工ࣄで͋るҰํ、ެ共工ࣄ
は大෦分が౔໦工ࣄで͋る。建ங工ࣄと౔໦工ࣄは಺༰がҟなるため、大規模θネίンを
আき、建設業ऀはຽؒɾެ共҃いは建ஙɾ౔໦いͣれかに特化して対応している。

ʓຽؒ工ࣄɾ建ங工ࣄはެ共工ࣄɾ౔໦工ࣄΑりध要の年ごとのৼれが大きい。قઅ的には、
ެ共౔໦工ࣄの作業は年度ޙ൒にू中し、年度൒͹に作業ϐーΫが౸དྷするຽؒ建ங工ࣄ
との૬৐ޮՌで年度ॳめにؓࢄ期、年度൒͹Ҏ߱に建設工ࣄのൟ๩期がग़ݱする。஍Ҭผ
には大都ݍࢢでは建ங工ࣄのׂ߹が高いҰํ、஍ํで౔໦工ࣄのׂ߹が高い。

ʓ建設工ࣄが੥ෛ業ऀ1社で作業が݁׬する͜とはগなく、ଞの建設業ऀに対し、ࣗ社で਱
行能力の͋る作業をԼ੥、もしくは਱行能力がない作業を֎注する͜とが多い。建ங工ࣄ
では֎注औҾが、౔໦工ࣄではԼ੥औҾが多く、建設業では͜れら関࿈業ऀとの࿈ܞɾバ
リューチェーン構ஙがॏ要で͋る。

ʓ建設業の人手不足は人数໘の量的なҙຯでも、ٕज़ऀやٕ能ऀの֬อという質的なҙຯで
も深刻で͋る。ଞ業छにઌۦけて高齢化がਐ行し、ए年૚の࠾用難からੈ代ަ代がਐまな
い。ٕज़ऀɾٕ能ऀの不足は個ʑの建設業ऀの੥ෛ能力やࢪ工能力を௿Լさͤる。

ʓΘが国の建設業ڐՄ業ऀ数はݮগがଓいたが、2019年Ҏ߱ۇかながら૿加にసじた。ઐ
໳業ऀの૿加がओで、ݩ੥能力の͋るҰ式工ࣄとҰ෦ઐ໳工ࣄの業छではݮগにࢭࣃめが
かからない。構造的に֎注やԼ੥औҾを多用する建設工ࣄのバリューチェーンのバランス
が่れࢪ工能力֬อに不҆を࢒す。また、஍ํにおけるઐ໳業ऀ数の不足は஍ํの工ࣄਪ
ਐの્֐要Ҽとなるڪれが͋る。

ʓΘが国の建ங෺やॅ୐、インϑラの࿝ٺ化がਐΈ、ิमɾ建てସえध要として建設ध要を
ԡし上͛ている。

ʓ2010年代൒͹から建設工ࣄのࢪ工高はड注高をԼ回ってਪҠし、ະ׬工ࣄ高はੵΈ上が
りのҰ్を୧るなど、ࢪ工能力不足の弊֐はطに表໘化している。

ʓ建設業における不ࢉ࠾औҾのׂ߹は௿Լ޲܏に͋るが、足ݩの建設ίストの࣋ଓ的上ঢが
。要Ҽとなっている֐をѹഭしており、ड注の્ࢉ࠾

ʓ建設業においては人手不足問題が注目されるが、その݁Ռとしてのࢪ工能力௿Լがࠜ本的
な問題で͋り、業界のࢪ工能力޲上をݟਾえた人手不足対応が๬まれる。課題ղܾは企業
がऔり૊Ή΂き対応と、業界全ମもしくは政策対応としてऔり૊Ή΂き対応を分けて考え
る必要が͋る。

中小ݐઃ業のਓखෆ଍ͱߏ଄໰୊ʹ͍ͭͯ

【঎޻૯߹ڀݚॴ�ௐࠪۀࣄڀݚ】

江 口 政 ޺

（ 　　　  　　　  ）商 工 総 ߹ 研 究 所
ௐ ࠪ 研 究 ࣨ ௕
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2024年4月Αりಇきํվֵ関࿈๏がվਖ਼さ

れ、࣌ؒ֎࿑ಇの上限ద用が༛༧されていた

業छにもద用が֦ுされた。͜の͜とで新たな

上限ద用対৅業छで供給能力の不足がࡏݦ化

するʮ2024年問題ʯがΫϩーζΞοプされた。

۩ମ的にはʮ2024年問題ʯは建設業、ӡ༌業、

ҩྍ෱ࢱ業の人手不足にഥंをかけるもので

͋った。なかでも個人がӡૹྖҬを୲うドライ

バーの総࿑ಇ࣌ؒが཈੍される͜とで෺ྲྀや人

ྲྀが大きな影響をडけるӡ༌業が最も注目さ

れ、ใಓや調査でもසൟにऔり上͛られた。

ただ、Θが国でインϑラの࿝ٺ化と機能௿Լ

にଈして考えれ͹、建設業が๊える構造問題は

୯に人ࡐのध給にとどまらͣ、建設ध要が͋っ

ても業ऀଆに工ࣄをࣥ行する能力が不足してい

るঢ়گ、すなΘち建設業の供給能力不足まで֦

ுして考える必要が͋Ζう。建設業における供

給能力不足の問題は、ʮ2024年問題ʯの文຺か

らは、࿑ಇ৚݅のաࠅさから人ࡐがఆணしない

͜と、人ࡐ構成が高齢化している͜とにΑり、工

に必要な人員を֬อできないという量的な人ࣄ

にਐめるٕज़やϊ΢׈不足と、建設作業をԁࡐ

ϋ΢の஝ੵɾܧঝがਐまないという質的な人ࡐ

不足がಉ࣌に発ੜする問題としてଊえられΑう。

͜のΑうに供給力不足は個ʑの企業のࣄ৘と

しては人ࡐの量的ɾ質的不足がࠜ本に͋Ζう。

ただ、作業分໺が分化しઐ໳性が強い業छ特

性と、工ࣄがさま͟まな֎注やԼ੥औҾのଘࡏ

をલ提としている͜とを౿まえた分ੳにཱ٭し

たものでなけれ͹、問題をਅにཧղしղܾ策を

考える͜とはできない。加えて建設業には஍Ҭ

性の強さ、建ங工ࣄと౔໦工ࣄ、ຽؒ工ࣄとެ

共工ࣄといった工ࣄの性֨のҧいといった構造

的な特௃が͋り、建設業ैऀࣄや建設業ऀの

数を૿やͤ͹それが供給能力の૿加に௚݁す

るものではない。

本ߘでは、まͣ建設業の構造的特௃をその

ྺ࢙的な経Ңを౿まえつつ໌らかにする。その

うえで、ࡏݱਐ行している人手不足問題と建設

業の構造問題からੜじる課題をࣔし、建設業の

͸͡Ίʹ
1ɽݐઃ業のߏ଄తಛ௃
1�1ɹݐઃࣄ޻のछྨͱࢢ৔ن໛

1�2ɹࣄ޻のछྨʹΑΔྔࣄ޻のมಈͱقઅੑ

1��ɹӦ業ΤϦΞ

1��ɹݐઃ業の੍౓తଆ໘ʙ業छ෼ྨͱͦのڐՄɺ

ٕज़ऀ

1��ɹݐઃ業ʹ͓͚ΔԼ੥ɾ֎஫ߏ଄

1�6ɹίετߏ଄

2ɽݐઃ業のߏ଄త໰୊఺
2�1ɹਓखෆ଍

2�2ɹݐઃ業ऀの޻ࢪೳྗの௿Լͱෆ଍

2��ɹ࿝ٺԽのਐߦʹΑΔิमɾͯݐସ͑धཁの

Γ·ߴ

2��ɹࣄ޻の௿ࢉ࠾

�ɽ·ͱΊ
��1ɹ໰୊の所ࡏ

��2ɹղܾ͢΂͖՝୊

���ɹຊ論文のࠓ後の՝୊

ݙ文ߟࢀ
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供給能力޲上΁のల๬を論じる͜ととする。

̍ɽݐઃ業のߏ଄తಛ௃

1�1ɹݐઃࣄ޻のछྨͱࢢ৔ن໛

建設業ऀが手ֻける建設工ࣄのछྨの分ྨ

は多༷で͋る（図表�）。発注ऀの属性にΑる分

ྨと、用్にΑる分ྨの2つが代表的で͋る。

発注ऀผはຽؒ工ࣄとެ共工ࣄに分けられ

る。͜のうちຽؒ工ࣄはࣄ業会社を࢝めとする

ຽؒ๏人や個人から発注されるもので͋る。ެ

共工ࣄは国や஍ํެ共ஂମ、ಠཱ行政๏人、

政෎関࿈企業、஍ํެ営企業から発注される。

工ࣄの用్にΑる分ྨは建ங工ࣄと౔໦工

1 建ங工ࣄ、౔໦工ࣄの๏的なఆٛはଘ׳、ͣͤࡏ用的に࢖い分けられている。
2 設උ工ࣄ業ऀは業छ区分としてઐ໳工ࣄの業ऀとして分ྨされるが、建設や౔໦をѻうઐ໳業ऀとҟなりݩ੥としてड注するέースも多い。

、຿所や工場ࣄ1はࣄに分けられる。建ங工ࣄ

ళฮ、ॅ୐など用్ผに分ྨした建ங෺の工

と、建ங෺に෇ਵする設උを設ஔする設උ工ࣄ

用とそれҎॅډからなる。建ங෺は用్ผにࣄ

、で区分される͜とが多く（຿所、工場౳ࣄ）֎

設උ工2ࣄは౷ܭでは建ங෺と߹ࢉしてूܭさ

れる͜とが多い。౔໦工ࣄは建ங工ࣄҎ֎の

工ࣄとされ、࣏ਫ、ಓ࿏（及びそのิमなど）、

Լਫಓ、橋ྊ、౔஍造成、։ࠖ、֐ࡂ෮چな

どからなる。ެ共工ࣄのൣᙝにೖる工ࣄが多い

が、୐஍造成やమಓ関係の工ࣄなどຽؒ工ࣄ

が多い分໺も͋る（図表�）。

ਤද1ɹࣄ޻の෼ྨ
発注ऀの属性にΑる分ྨ
　ຽؒ工ࣄ ຽؒの๏人や個人が発注ऀ
　ެ共工ࣄ 国、஍ํެ共ஂମ、政෎関࿈企業などが発注ऀ

用్にΑる分ྨ
　建ங工ॅډ ࣄ用
　ඇॅډ用 ࣄ຿所や工場、ళฮなど

（建ங෺の工ࣄと設උ工ࣄを分ける場߹も͋る）
　౔໦工ࣄ ࣏ਫ、ಓ࿏、トンネϧ、Լਫಓ、橋ྊ、౔஍造成、֐ࡂ෮چなど

　　　　　　　　　　（චऀ作成）

分ྨผに建設工ࣄのࢢ場規模をΈてΈΑう。

2024年ࡏݱの投資ֹでΈるとຽؒɾެ共工ࣄผ

にはຽؒ工ࣄが46ஹԁ、ެ共工ࣄが25ஹԁで、

構成ൺはຽؒ工ࣄが64ˋ、ެ共工ࣄが36ˋで

͋る。用్ผには建ஙが46ஹԁ、౔໦工ࣄが

25ஹԁで͋る。ຽؒ工ࣄは建ங工ࣄओମで͋

るҰํ、ެ共工ࣄは౔໦工ࣄओମで͋る。͜の

ため建ங工ࣄをओ力分໺とする建設業ऀはຽ

ؒ工ࣄが中心となり、౔໦工ࣄがओମの業ऀは

ެ共工ࣄが中心となる。

ຽؒ工ࣄの಺༁は建ஙでॅ୐が17ஹԁ、ಉ

ඇॅ୐（ࣄ຿所やళฮ、工場など）が10ஹԁ、

リϑΥームɾリχューΞϧが12ஹԁ、౔໦が

7ஹԁ͋る。新ஙɾ新設෦໳のׂ߹が大きいが、

リϑΥーム෦໳も૬応の規模を༗する。Ұํ、

ެ共工ࣄは౔໦の18ஹԁが大൒を઎め、建ங

ඇॅ୐は4ஹԁで͋る。リϑΥームɾリχュー

Ξϧは3ஹԁにຬたͣ、ຽؒ工ࣄにൺ΂規模が

小さい。（図表�）
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ਤද2ɹ෼໺ผݐઃࢢ৔のࢢ৔ن໛（202�年౓࣮੷ࠐݟΈɺ໊目஋）

（資ྉ）国౔ަ通লʮ2024年度建設投資ݟ通しʯ

ྺ࢙的にもຽؒ工ࣄはެ共工ࣄを上回る。౷

が૎及Մ能な1960年度Ҏ߱す΂ての年度でܭ

ຽؒ工ࣄの投資ֹがެ共工ࣄを上回った。1960

年ʙ 2023年度の構成ൺのฏۉ஋はຽؒ61.7ˋ、

ެ共38.3ˋで͋る。ެ共工ࣄの構成ൺはޙؾܠ

ୀ期に高まる޲܏が͋る。例え͹バϒϧ経済่

յޙの1993 ʙ 2002年度や、リーϚンɾシϣο

Ϋޙの2009 ʙ 2010年度はެ共工ࣄのׂ߹が

40ˋを௒えていたが足ݩではຽؒ工ࣄのׂ߹

が高まっている。建ங工ࣄと౔໦工ࣄのׂ߹で

もಉ༷の͜とがいえる。

ิम工ࣄはΘが国の社会資本の஝ੵと࿝ٺ化

に伴ってその΢Τイトが૿加している（図表�）。

国౔ަ通লʮ建設工ࢪࣄ工౷ܭ調査ʯにΑると、

ެ共ɾຽؒ工ࣄを新設工ࣄとҡ࣋ɾमસ工ࣄに

分けてΈるとき、ऀޙのׂ߹は2007年度で25ˋ

をԼ回っていたが、2023年度には32ˋまで上ঢ

している。

ਤද�ɹݩ੥׬ࣄ޻੒ߴʹ઎ΊΔҡ࣋ɾमસࣄ޻のׂ߹

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設工ࢪࣄ工౷ܭ調査ʯ֤年度
（注）2019年度にूܭのมߋが͋り、౷ܭは࿈ଓしない
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1�2ɹࣄ޻のछྨʹΑΔྔࣄ޻のมಈͱقઅੑ

ຽؒ工ࣄɾެ共工ࣄの投資ֹのྺ࢙的なਪ

ҠをΈると、いͣれも֓Ͷؾܠมಈに応じたಈ

きとなっている。ެ共工ࣄは不گ期にׂ߹が高

まるものの、ؾܠをテίೖれするとまではいえ

ない。建ங工ࣄと౔໦工ࣄの関係においてもಉ

༷で͋る。年度ຖのৼれについてはຽؒ工ࣄ（建

ங工ࣄ）でৼれが大きくެ共工ࣄ（౔໦工ࣄ）

は小さいため、ຽؒ工ࣄ（建ங工ࣄ）のམちࠐ

Έをެ共工ࣄ（౔໦工ࣄ）のൺֱ的҆ఆした

ध要がҰ࣌的にٵऩするޮՌは͋る（図表�）。

ただ、લड़の通り建ங工ࣄと౔໦工ࣄは工ࣄの

対৅が໌֬にҟなるため、࣮ࡍにはຽؒ建ஙか

らެ共建ங΁のड注シϑト、ຽؒ౔໦からެ共

౔໦΁のड注シϑトが中心と考えられ、建ஙと

౔໦にލってड注をシϑトさͤる͜とができる

のは྆ऀをಉ࣌に手ֻける能力が͋る大規模な

θネίン（総߹建設業）に限られる。

ਤද�ɹݐઃࣄ޻の౤ֹࢿ（ຽؒɾެڞผɺݐஙɾ౔໦ผ）

（資ྉ）国౔ަ通লʮ2024年度建設投資ݟ通しʯ

の用్ɾ発注ऀにΑࣄઅ性は工ق工高の׬

り大きくҟなる。ެ共౔໦工ࣄは年ຖのৼれは

小さいҰํ、قઅにΑるൟ๩ࠩが大きい。ެ共

౔໦工ࣄの׬工高は例年4 ʙ 6月にかけてগな

く、7月Ҏ߱ঃʑに૿え9月Ҏ߱3月までがϐー

Ϋঢ়ଶとなる。月当たり׬工高はϐーΫ期から

Ϙトム期対ൺで֓Ͷ1.6 ʙ 1.7ഒఔ度͋る。׬

工高が最も多いຽؒ建ங工ࣄは例年9月લޙが

工高のϐーΫで、Ϙトム期の֓Ͷ1.1׬ ʙ 1.2ഒ

のਫ४に͋り、ެ共౔໦工ࣄΑりقઅมಈは小

さい。ຽؒ౔໦工ࣄは10月લޙ、ެ共建ங工

工高のϐーΫが͋るが、ຽؒ建ங׬は3月にࣄ

工ࣄやެ共౔໦工ࣄ΄どقઅ性は目ཱたない

（図表�）。
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ਤද�ɹࣄ޻छྨผߴ޻׬のقઅੑ

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設総߹౷ܭʯ

建設工ࣄが建ஙओମか、౔໦ओମかは஍Ҭ

にΑり分かれる。2024年度のग़དྷ高ϕースで

建ங工ࣄと౔໦工ࣄのׂ߹が高かった都ಓ෎

の都෎ݍࢢのׂ߹は大都ࣄをΈると、建設工ݝ

。で高いݝのׂ߹は஍ํのࣄで高く、౔໦工ݝ

͜うしたध要構造は、1.3でड़΂る営業ΤリΞ

の問題と関࿈して֤஍Ҭの建設業のड注ڥ؀

とີ઀につながる（図表�）。

ਤද6ɹݐஙࣄ޻ɾ౔໦ࣄ޻のׂ߹͕͍ߴ౎ಓ෎ݝ（202�年౓）

建ஙのׂ߹が高い都ಓ෎ݝ
大ࡕ෎ 東京都 ઍ༿ݝ ݝۄ࡛ Ԭݝࢁ ಸྑݝ ߳઒ݝ ݝഅ܈ ฌݝݿ

68.6ˋ 68.4ˋ 65.4ˋ 64.9ˋ 64.6ˋ 64.5ˋ 64.3ˋ 63.7ˋ 63.1ˋ

౔໦のׂ߹が高い都ಓ෎ݝ
高஌ݝ ෱ౡݝ ळాݝ ࿨Վݝࢁ ݝౡࣇࣛ ௗऔݝ ੴ઒ݝ ੨৿ݝ 大分ݝ

66.4ˋ 64.8ˋ 62.4ˋ 60.1ˋ 60.1ˋ 60.0ˋ 59.5ˋ 59.1ˋ 59.0ˋ

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設総߹౷ܭʯ

1��ɹӦ業ΤϦΞ

中小建設業は建設ɾ౔໦いͣれの業ऀでも本

を営業஍Ҭとする場߹が大൒で͋ݝ஍及びྡڌ

る（図表�）。஍ҬにΑり建設ध要にࠩが͋る場

߹、ൟ๩はそれͧれの企業の஍൫஍Ҭのध要に

ӈされる。Լ੥ґଘ度のҧいでΈると、建設ࠨ

全業छϕースԼ੥ൺ཰0ˋ௒50ˋະຬの企業で

は営業஍Ҭが1つの都ಓ෎ݝのׂ߹が83.4ˋ、

2 ʙ 3の都ಓ෎ݝが12.3ˋ、4 ʙ 9の都ಓ෎ݝ

が3.2ˋ、10Ҏ上が1.1ˋで͋るのに対し、50ˋ

Ҏ上の企業では64.3ˋ、25.8ˋ、8.3ˋ。1.7ˋと

なっている。Լ੥工ࣄをओ力とする企業は޿い

営業ΤリΞのड注を֫ಘする͜とで஍ҬにΑる

ध要のৼれのฏ४化をਤっている。ٯにݩ੥中

心の建設業ऀはड注の஍Ҭ性の影響を௚઀ड

けやすい。
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ਤද�ɹࢿຊۚن໛ผӦ業஍Ҭ

౔໦ （ˋ）

個人
๏　　人

500ສԁܭ߹
ະຬ

500ສԁҎ
上1000ສ
ԁະຬ

1000ສԁ
Ҏ上3000
ສԁະຬ

3000ສԁ
Ҏ上5000
ສԁະຬ

5000ສԁ
Ҏ上1ԯԁ

ະຬ

1ԯԁҎ上
3ԯԁະຬ

3ԯԁҎ上
10ԯԁະຬ

10ԯԁ
Ҏ上

1つの都ಓ෎ݝ 91.7 81.3 78.0 81.6 87.8 76.3 53.1 20.0 0.0 81.8
2 ʙ 3の都ಓ෎ݝ 8.3 14.6 13.6 11.8 9.8 15.3 12.5 20.0 0.0 12.4
4 ʙ 9の都ಓ෎ݝ 0.0 4.2 6.8 6.6 2.4 8.5 15.6 20.0 12.5 5.3
10Ҏ上の都ಓ෎ݝ 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.0 18.8 40.0 87.5 0.5
ܭ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

建ங （ˋ）

個人
๏　　人

500ສԁܭ߹
ະຬ

500ສԁҎ
上1000ສ
ԁະຬ

1000ສԁ
Ҏ上3000
ສԁະຬ

3000ສԁ
Ҏ上5000
ສԁະຬ

5000ສԁ
Ҏ上1ԯԁ

ະຬ

1ԯԁҎ上
3ԯԁະຬ

3ԯԁҎ上
10ԯԁະຬ

10ԯԁ
Ҏ上

1つの都ಓ෎ݝ 100.0 90.0 80.9 73.9 76.9 67.4 42.7 10.1 0.0 83.7
2 ʙ 3の都ಓ෎ݝ 0.0 10.0 19.1 16.6 17.1 22.4 31.7 25.3 0.0 12.8
4 ʙ 9の都ಓ෎ݝ 0.0 0.0 0.0 9.5 4.5 7.0 19.6 45.5 55.0 3.4
10Ҏ上の都ಓ෎ݝ 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 3.3 6.0 19.1 45.0 0.2
ܭ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（資ྉ）国౔ަ通লʮ2022年建設業構造࣮ଶ調査ʯ

3 500ສԁະຬの建設工ࣄはڐՄ不要。なお、建設Ұ式工ࣄは1
500ສԁະຬまたは150ᶷະຬの໦造ॅ୐工ࣄでڐՄが不要となる。
4 ͜のఆٛからもΘかる通り、特ఆ建設業のڐՄのํがऔಘが難しい。
5 建ஙҰ式工ࣄでいえ͹ビϧҰ౩の建ஙを、Լ੥けを࢖うܗで੥けෛうΑうな場߹。Ұ式工ࣄの資֨のΈでઐ໳工ࣄの֤分໺を੥けෛう͜とはできない。
6 Ұ式工ࣄでڐՄをडけていても、ଞのઐ໳工ࣄを୯ಠで੥けෛう場߹には当֘ઐ໳工ࣄ業छのڐՄをडけなけれ͹ならない。
7 足場ɾӡൖ૷ஔɾమࠎ౳の૊Έཱて、くいଧち、۷࡟、ίンΫリートにΑる工作෺ங造などのૅج工ࣄが֘当し、建ஙɾ౔໦いͣれの工ࣄにもॏ要な໾

ׂをՌたす。

1��ɹݐઃ業の੍౓తଆ໘ʙ業छ෼ྨͱͦの

Մɺٕज़ऀڐ

建設業๏にΑり、建設業ऀが500ສԁҎ上の

建設工3ࣄを੥けෛう場߹には、建設業ڐՄをऔ

ಘする必要が͋る。ࣗ社がݩ੥でԼ੥΁の発注

ֹۚが5
000ສԁҎ上（建ஙҰ式工ࣄの場߹は

8
000ສԁҎ上）の場߹ʮ特ఆ建設業ڐՄʯの、

ࣗ社がԼ੥͋るいはԼ੥΁の発注ֹۚが5
000

ສԁະຬ（建ஙҰ式工ࣄの場߹は8
000ສԁະ

ຬ）はʮҰൠ建設業ڐՄʯをडける4。また、2Ҏ

上の都ಓ෎ݝに営業所を設ஔする場߹は国౔ަ

通大ਉからのڐՄを、1つの都ಓ෎ݝのΈに営

業所を設ஔする場߹は都ಓ෎ݝ஌ࣄからのڐՄ

をऔಘする。

Մ業छの区分は౔໦、建ஙの2छྨのҰ式ڐ

工ࣄと、それҎ֎の27業छのઐ໳工ࣄからな

る29業छにΘたる。Ұ式工ࣄとは建設ݱ場に

おいて、大規模͋るいはࢪ工಺༰がෳࡶな工

をҙࣄಋɾ調੔のもとに行う工ࢦを、企ըɾࣄ

ຯする5。ઐ໳工ࣄのなかでఆٛ上、ฮ૷、しΎ

Μͤつ、造Ԃ、ਫಓࢪ設、ਗ਼૟ࢪ設はެ共工

ࣄの性֨が強いと考えられる。建設業ऀは工ࣄ

のछྨに応じた建設業の業छごとにڐՄをडけ

なけれ͹ならないため、ෳ数の業छのڐՄをड

ける場߹がগなくない6。

2025年3月࣌点の業छผڐՄ݅数をΈると、

Ұ式工ࣄでは౔໦が13.2ສऀ、建ஙが14.4ສ

ऀ͋る。ઐ໳工ࣄではとびɾ౔工ɾίンΫリー

ト7の18.4ສऀが最も多く、ฮ૷9.9ສऀ、߯構

造෺9.3ສऀなどが10ສऀ近く͋るҰํ、1ઍ
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ऀにຬたないਗ਼૟ࢪ設や2ઍऀ୆のさくҪも͋

り、業छにΑる͹らつきは大きい。Ұൠ建設業

、Մผにはલऀが45.8ສऀڐՄと特ఆ建設業ڐ

が5.0ສऀで、Լ੥発注ֹの上限が௿いҰऀޙ

ൠでのڐՄऔಘが多い8。大ਉڐՄと஌ڐࣄՄผ

ではલऀが1.1ສऀ、ऀޙが47.3ສऀで、1つの

都ಓ෎ݝのΈに営業所を設ஔする஌ڐࣄՄが

΄とΜどで͋る。ڐՄ業ऀのڐՄऔಘ業छ数は

1業छが22.3ສऀで、全ڐՄ業ऀ数の൒分にຬ

たない。10業छҎ上のڐՄをऔಘしている業

ऀは4.2ສऀ͋る。20業छҎ上は໿7
600ऀで、

8 発注ऀから௚઀（ݩ੥ෛ人として）੥けෛった工ࣄについて、5
000ສԁ（建ங工ࣄ業の場߹は8
000ສԁ）ະຬとなるԼ੥ܖ໿をక݁する場߹はҰൠ建
設業のڐՄでΑく、Ҏ上となる場߹は特ఆ建設業のڐՄが必要で͋る。なお、ෳ数業छでڐՄをऔಘしている業ऀではҰํはҰൠ、もうҰํは特ఆで資
֨をऔಘする業ऀも͋る͜とから、Ұൠと特ఆの߹ܭはڐՄ業ऀ総数とҰகしない。

大企業から個人経営や中小企業にࢸるまで෯

。する（図表�）ࡏくଘ޿

また、ެ共ࣄ業をೖࡳするためには経営ࣄ

߲৹査੍度におけるʮ経営ঢ়گ分ੳʯのਃ੥

が必要で͋る。͜れはڝ૪ೖࡳに参加しΑうと

する建設業ऀについての資֨৹査で、ʮ経営ঢ়

ʯとʮ経営規模ʯ、ʮٕज़力ʯ、ʮそのଞの৹査گ

߲目（社会性౳）ʯを数஋化しධՁするもので

͋る。৹査݁Ռはެ表されるため、ධ点の高い

企業にとってड注が༗རとなる。ਃ੥はຖ年行

う必要が͋る。

ਤද�ɹݐઃ業ڐՄ݅਺の಺༁（202�年�月）

Ұ式工ࣄ ઐ໳工ࣄ
工ࣄछྨ 2025/3業ऀ数 工ࣄछྨ 2025/3業ऀ数 工ࣄछྨ 2025/3業ऀ数 工ࣄछྨ 2025/3業ऀ数
౔໦ 131
889 大工 81
653 మے 25
478 ೤ઈԑ 25
819
建ங 143
593 ׭ࠨ 31
593 ฮ૷ 98
894 通信ؾి 16
523

とびɾ౔工ɾίン
Ϋリート 183
700 しΎΜͤつ 57
411 造Ԃ 24
396

ੴ 80
106 ൘ۚ 33
106 さくҪ 2
249
԰ࠜ 56
807 ガラス 26
816 建۩ 35
910
ؾి 65
497 ృ૷ 74
593 ਫಓࢪ設 88
603
؅ 90
483 ๷ਫ 41
894 ফ๷ࢪ設 15
996
λイϧɾれΜがɾ
ϒϩοΫ 54
511 ಺૷࢓上 90
545 ਗ਼૟ࢪ設 384

߯構造෺ 92
726 機ցث۩設ஔ 24
742 ղମ 69
949

ܭՄ業ऀ数ڐ 483
700

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設業ڐՄ業ऀ数調査ʯ
（注）ڐՄ業ऀ数ܭは1छྨҎ上ڐՄをडけている業ऀの数。ෳ数のछྨでڐՄをडける͜とがҰൠ的なため、29छྨの߹ࢉ஋と߹ܭはҰக

しない

上هの建設業における業छのなかでの関࿈

性の強さはどのΑうになっているで͋Ζうか。

ઐ໳工ࣄのڐՄを࣋つ建設業ऀの分໺ผに׬

成工ࣄ高の3ˋҎ上を઎めるผ業छをΈてΈΑ

う。લड़の通り建設業ではෳ数のઐ໳業छڐՄ

をऔಘする企業が多いが、どの業छؒで݉業

が੝Μに行ΘれているかをΈる͜とでઐ໳業छ

ؒの਌࿨性がΘかると考えられる。とびɾ౔工ɾ

ίンΫリート工ࣄが෯޿いઐ໳業छでڍがって

おり、多くのઐ໳業छとつながりが深い͜とが
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Ӑえる。͜れに࣍いで಺૷工ࣄとの݉業度߹い

が高い。設උ工ࣄ関係のઐ໳工ࣄではిؾ工

。੥でのड注も多いݩの中ではࣄはઐ໳工ࣄ工ؾి 9
10 特ఆઐ໳工ࣄにおいては、ݩ੥業ऀがஔくओ೚ٕज़ऀが、その行う΂き৬຿とซͤて当֘Լ੥ෛ人のओ೚ٕज़ऀがなす΂き৬຿を行う͜とを、ݩ੥業ऀ

と当֘Լ੥業ऀがॻ໘にΑり߹ҙしている場߹、当֘Լ੥業ऀはओ೚ٕज़ऀの配ஔを要さない。

。9がଞと関係が深い（図表�）ࣄ

ਤද�ɹઐ໳ࣄ޻業ऀผɹ׬੒ߴࣄ޻ʹ઎ΊΔຊ業Ҏ֎Ͱ�ˋҎ্のࣄ޻෼໺

ઐ໳工ࣄ分໺ 3ˋҎ上のผ分໺
΄૷工ࣄ業 とびɾ౔工ɾίンΫリート工ࣄ業
しΎΜͤつ工ࣄ業 とびɾ౔工ɾίンΫリート工ࣄ業
造Ԃ工ࣄ業 とびɾ౔工ɾίンΫリート工ࣄ業
ਫಓࢪ設工ࣄ業 とびɾ౔工ɾίンΫリート工ࣄ業、؅工ࣄ
大工工ࣄ業 とびɾ౔工ɾίンΫリート工ࣄ業
ղମ工ࣄ業 とびɾ౔工ɾίンΫリート工ࣄ業
業ࣄ工׭ࠨ ಺૷࢓上工ࣄ
ੴ工ࣄ業 λイϧɾれΜがɾϒϩοΫ工ࣄ業
԰ࠜ工ࣄ業 ൘ۚ工ࣄ、಺૷࢓上工ࣄ
λイϧɾれΜがɾϒϩοΫ工ࣄ業 とびɾ౔工ɾίンΫリート工ࣄ業、԰ࠜ工ࣄ
൘ۚ工ࣄ業 とびɾ౔工ɾίンΫリート工ࣄ業、԰ࠜ工ࣄ、಺૷࢓上工ࣄ
๷ਫ工ࣄ業 ృ૷工ࣄ業
建۩工ࣄ業 ಺૷࢓上工ࣄ
機ցث۩設ஔ工ࣄ業 ࣄ؅工、ࣄ工ؾి
೤ઈԑ工ࣄ業 とびɾ౔工ɾίンΫリート工ࣄ業
業ࣄ通信工ؾి ࣄ工ؾి
さくҪ工ࣄ業 ؅工ࣄ

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設業構造࣮ଶ調査ྩ࿨7年ʯ
（注）Ұ式工ࣄの建ஙɾ౔໦はআく

建設業๏では、建設業ऀは、੥けෛった建

設工ࣄをࢪ工する場߹には、੥ෛֹۚの大小、

工のࢪ場にݱࣄ੥ɾԼ੥に関Θらͣ、必ͣ工ݩ

ٕज़上の؅ཧを࢘るओ೚ٕज़ऀを設ஔしなけ

れ͹ならない10͜とをఆめている。ओ೚ٕज़ऀ

は国Ո資֨のऔಘもしくは࣮຿経ݧ（業छ、本

人のଔ業ֶՊに応じ3 ʙ 10年、もしくはそれ

Ҏ上）が必要で͋る。

特ఆ建設業ऀがݩ੥で当֘工ࣄをࢪ工する

ためにక݁したԼ੥ܖ໿の੥ෛ代ۚ総ֹが

5
000ສԁҎ上（建ஙҰ式工ࣄは8
000ສԁҎ

上）になる場߹、؂ཧٕज़ऀを配ஔしなけれ͹

ならない。؂ཧٕज़ऀはࢪ工ܭըの作成、工

ఔ؅ཧ、඼質؅ཧそのଞのٕज़上の؅ཧ及び

工ࣄのࢪ工にैࣄするऀのࢦಋɾ؂ಜを行い、

Լ੥ෛ人をద੾にࢦಋ、؂ಜするという総߹的

な໾ׂを୲う。͜のため、ओ೚ٕज़ऀにൺ΂、

Αりݫしい資֨や経ݧがٻめられる。؂ཧٕज़

ऀは国Ո資֨もしくはࢦಋ؂ಜ的࣮຿経ݧ（業

छ、本人のଔ業ֶՊに応じ3 ʙ 10年、もしく

はそれҎ上）のऔಘが必要で͋る。国Ո資֨

のऔಘࣗମに࣮຿経ݧが要݅となっているた

め、いͣれの場߹でも؂ཧ࣮຿経ݧはॏ要で

͋る。؂ཧٕज़ऀの資֨ऀ数は2010年代Ҏ߱
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֓Ͷ60ສ人୆ޙ൒でԣ͹いਪҠとなっており、

2025年7月຤ࡏݱでは68.6ສ人にのぼる。国Ո

資֨にΑるऔಘがओྲྀで、࣮຿経ݧにΑるऔಘ

11 ࣮຿経ݧにΑるऔಘは5.9ສ人で全ମの1ׂにຬたない。

ऀはগない11。国Ո資֨ではࢪ工؅ཧٕज़ݕఆ

にΑるऔಘが大൒を઎める（図表��）。

ਤද10ɹ֨ࢿཁ݅ผɹ؂ཧٕज़ऀূऀ֨ࢿอ༗ऀ਺（202�年�月຤）

（資ྉ）建設業ٕज़ऀセンλー

ओ೚ٕज़ऀ、؂ཧٕज़ऀとはผに、建設業

๏における建設業ڐՄ要݅として営業所ઐ೚

ٕज़ऀの設ஔがٛ຿෇けられている。ৗ࣌そ

の営業所にۈ຿している͜とが必要で、それͧ

れの営業所にઐ೚で設ஔする。資֨要݅は特

ఆ建設業の場߹؂ཧٕज़ऀと、Ұൠ建設業の

場߹ओ೚ٕज़ऀとಉじで͋る。ઐ೚ٕज़ऀは

営業所にৗறして業຿にઐ೦しなけれ͹ならな

いためݪଇとしてݱ場にग़るओ೚ٕज़ऀや؂

ཧٕज़ऀと݉຿できないが、2024年12月から

੥ෛֹۚや৘ใ通信機ث活用౳Ұఆの৚݅を

ຬたͤ͹݉೚がՄ能となった。

1��ɹݐઃ業ʹ͓͚ΔԼ੥ɾ֎஫ߏ଄

建設工ࣄにおいてΧバーす΂き業຿ൣғは、

建設業ڐՄのઐ໳工ࣄの業छ数が27͋る͜と

からもΘかるΑうに޿い。ෳ数業छでڐՄをड

けている企業でも、ٕज़ऀは֬อしていてもٕ

能ऀをৗ࣌֬อしているとは限らない。通ৗ、

総߹建設業ऀ（θネίン）はݱ場作業を௚઀行

Θͣ؂ಜ業຿を行いڠ力会社の作業を؅ཧす

る。࣮ࡍの作業を୲うઐ໳工ࣄ業ऀ（Ұ࣍、ೋ

࣍）は৬௕や作業ओ೚ऀを配ஔし、ٕ能ऀや

作業員をشࢦして工ࣄを行う。Ұ࣍業ऀはೋ࣍

業ऀの作業を؅ཧする必要が͋るҰํ、ೋ࣍も

しくはそれҎԼの業ऀはΑり工ࣄ作業に特化す

る。͜のため、੥ෛった1社で工ࣄが݁׬する

͜とはكで、ෳ数のઐ໳業ऀに個ผ工ࣄをԼ੥

や֎注のܗでڠ力会社に発注する（図表��）。

16, 807
312, 949

168, 306
126, 231

109, 759
10, 866

32, 353
56, 418

9, 373
3, 103

58, 721

0 50, 000 100, 000 150, 000 200, 000 250, 000 300, 000 350, 000

ཀྵٗ࢞؇޽ࢬփؽઅݒڅ̏
ཀྵٗ࢞؇޽ࢬ土໨څ̏
ཀྵٗ࢞؇޽ࢬ஛ݒڅ̏

ཀྵٗ࢞؇޽ࢬࣆ޽ـుڅ̏
ཀྵٗ࢞؇޽ࢬࣆ޽؇څ̏

ཀྵٗ࢞؇޽ࢬࣆ޽௪৶ـుڅ̏
ཀྵٗ࢞؇޽ࢬଆԄڅ̏

஛࢞ݒڅ̏
ٗढ़࢞

土ި௪大਋೟ఈࠅ
ࣰແंݩܨ

ʤਕʥ
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ਤද11ɹݐઃࣄ޻の޻ࢪΠϝʔδ

　　　　　（චऀ作成）

12 建設業๏ではʮओたる建設工ࣄをࢪ工するために必要なଞのैたる建設工ࣄʯʮओたる建設工ࣄのࢪ工にΑり必要をੜじたଞのैたる建設工ࣄʯとఆٛ
している。ށ建ॅ୐では஍൫վྑ工ࣄ、֎構工ࣄ、給ഉਫ工ؾి、ࣄ工ࣄ、ガス工ࣄ、ղମ工ࣄなど。

建設業๏にΑり、建設業ऀは行う工ࣄのछྨ

に応じた業छごとにڐՄをडけなけれ͹ならな

いため、Ұ式工ࣄの資֨で工ࣄを੥けෛう場߹

や、ઐ໳工ࣄの資֨で੥けෛった工ࣄに資֨

対৅֎のैたる工ࣄ（ෟଳ工12ࣄ）がؚまれる

場߹には、その工ࣄを当֘工ࣄのڐՄをडけた

業ऀにҕୗしなけれ͹ならない。

建設工ࣄのҰ෦を֎෦の業ऀにҕୗする場

߹、ʮԼ੥ʯऔҾとʮ֎注ʯऔҾを分けて考え

る必要が͋る。๏的に໌֬なఆٛ上の区ผがଘ

するものではなく、大まかにはԼ੥औҾはࣗࡏ

分に਱行能力の͋る作業をଞの業ऀにࣔࢦし

てやってもらう場߹をࢦし、֎注औҾはࣗ分に

਱行能力のない作業をଞの業ऀに೚ͤてやっ

てもらう場߹をࢦすものとཧղされる。すなΘ

ち、લऀではԼ੥औҾのҕୗऀはडୗऀに作

業のやりํや࢓上がり಺༰をࣔࢦした通りにや

ってもらうイϝージで͋る。Ұ式工ࣄの੥ෛ業

ऀが作業をҕୗする場߹がయܕ的で͋る。͜

れに対し、ऀޙの֎注औҾではҕୗऀは࢓上

がり಺༰のࣔࢦはできてもそのプϩセスをࣔࢦ

できないため、工ఔはҰ೚する͜とになる。ઐ

໳工ࣄの੥ෛ業ऀがෟଳ工ࣄをଞの業ऀにҕ

ୗする場߹がయܕ的で͋る。なお、会ܭ上はԼ

੥औҾ、֎注औҾいͣれの場߹もʮ֎注අʯ

としてܭ上されるため、調査౷ܭも分ੳに͋た

りʮ֎注ʯとʮԼ੥ʯを分けて考える必要が͋

る場߹も͋る。

工高に઎めるԼ੥औҾのׂ߹を資本ۚ規׬

模ผにΈると、౔໦工ࣄはす΂ての規模で建ங

工ࣄΑりԼ੥のׂ߹が高い。౔໦工ࣄは規模

が小さい΄どׂ߹が高く、個人と資本ۚ1
000

ສԁະຬは6 ʙ 7ׂ͋り、ಉ5
000ສԁະຬは4

ׂを上回る。͜のΑうに౔໦工ࣄはҰ式工ࣄで

൅஭ं

ंۂࣆ޽߻૱
ʤκϋαϱʥ ৖Ν؄ಞݳ

઒໵ंۂࣆ޽
ʤҲ࣏ʥ ۂࡠ͹ࡏࣰ

઒໵ंۂࣆ޽
ʤҲ࣏ʥ ۂࡠ͹ࡏࣰ

઒໵ंۂࣆ޽
ʤ್࣏ʥ ۂࡠ͹ࡏࣰ

઒໵ंۂࣆ޽
ʤ್࣏ʥ ۂࡠ͹ࡏࣰ

઒໵ंۂࣆ޽
ʤ್࣏ʥ ۂࡠ͹ࡏࣰ
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੥けෛう大規模ݩ੥企業を௖点に多数の中小

業ऀがԼ੥として工ࣄを୲うਨ௚的な構造とな

っている。建ங工ࣄは個人で3ׂ୆、資本ۚ規

13 ౔໦はࣗ社の作業能力のൣғ಺でԼ੥に回さͣࣗ社で作業を行っているՄ能性が͋る。

模の小さい๏人企業でもԼ੥औҾは2ׂ୆にと

どまり、ݩ੥ʕԼ੥ؒのਨ௚的な関係性は๡し

い（図表��）。

ਤද12ɹࢿຊۚن໛ผԼ੥औҾൺ཰（2022年）
（ˋ）

個人
๏　　人

500ສԁܭ߹
ະຬ

500ສԁҎ
上1000ສԁ

ະຬ

1000ສԁҎ
上3000ສԁ

ະຬ

3000ສԁҎ
上5000ສԁ

ະຬ

5000ສԁҎ
上1ԯԁ

ະຬ

1ԯԁҎ上
3ԯԁະຬ

3ԯԁҎ上
10ԯԁະຬ 10ԯԁҎ上

౔໦ 71.6 73.3 63.7 42.8 41.2 37.6 26.7 26.1 22.5 47.6
建ங 35.0 19.7 18.5 22.9 15.4 25.1 13.7 6.2 0.3 19.9

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設業構造࣮ଶ調査ʯ
（注）ฏۉԼ੥ൺ཰ʹ（国಺）Լ੥׬工高ʗ国಺総׬工高

࣍に建設業（ݩ੥ɾԼ੥྆ํをؚΉ）が作

業のҰ෦を֎෦に発注する度߹いをΈてΈΑ

う。͜れは国಺総׬工高に઎めるʮ֎注අʯの

ׂ߹としてΈる͜とができる。Լ੥ൺ཰とはٯ

に建ஙが౔໦Αりׂ߹が高い。また、建ஙɾ౔

໦とも資本ۚ規模が大きい΄どʮ֎注අʯのׂ

߹が高いものの、資本ۚ規模が小さい企業でも

૬応に֎注අをܭ上している。લड़の通りʮ֎

注අʯはԼ੥औҾと֎注औҾの྆ํをؚΉもの

で͋る（図表��）。

建ஙのʮ֎注අʯׂ߹が高い͜と、小規模

建設業でもʮ֎注අʯׂ ߹が૬応に͋る͜とは、

͜れらのΧテΰリーにおいて౷ܭ上ʮԼ੥ʯに

分ྨされない工ࣄに関する֎注として作業ҕୗ

が޿く行ΘれているՄ能性をࣔࠦする13。

ਤද1�ɹߴ޻׬ʹ઎ΊΔ֎஫අのׂ߹（2022年）
（୯Ґɿˋ）

資本ۚ
個人

๏　　人
ܭ߹

業छ
500ສԁ

ະຬ
500ສԁҎ
上1000ສ
ԁະຬ

1000ສԁ
Ҏ上3000
ສԁະຬ

3000ສԁ
Ҏ上5000
ສԁະຬ

5000ສԁ
Ҏ上1ԯԁ

ະຬ
1ԯԁҎ上
3ԯԁະຬ

3ԯԁҎ上
10ԯԁະຬ

10ԯԁ
Ҏ上

౔໦ ౔໦工ࣄ業 14.1 25.2 20.0 24.3 29.0 31.0 39.8 35.6 34.4 27.1
΄૷工ࣄ業 6.6 19.6 11.7 23.4 28.1 27.2 32.0 ʵ 24.7 22.8
しΎΜͤつ工ࣄ業 ʵ ʵ 23.8 36.3 10.0 45.1 ʵ ʵ ʵ 25.9
造Ԃ工ࣄ業 50.0 37.5 25.1 24.0 37.4 44.8 ʵ ʵ ʵ 32.6
ਫಓࢪ設工ࣄ業 0.0 30.6 17.6 26.1 28.3 21.0 10.3 ʵ ʵ 25.8

小　ܭ 14.7 24.9 18.5 24.5 30.3 31.4 38.0 35.6 33.3 26.8
建ங 建ங工ࣄ業 22.3 39.5 32.8 49.8 41.9 56.5 63.6 50.2 40.6 46.6

໦造建ங工ࣄ業 30.2 30.4 39.9 22.6 40.2 34.1 44.9 2.8 100.0 33.9
小　ܭ 25.2 34.8 36.6 39.7 41.3 50.1 58.8 47.8 50.5 41.9

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設業構造࣮ଶ調査2022年度ʯ
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1�6ɹίετߏ଄

建設工ࣄのίスト構成についてΈてΈる。׬

成工ݪࣄՁはࡐྉඅ、࿑຿අ、֎注අ、経අ

の4つに大ผされる。1.5でΈたとおり֎注අの

ׂ߹は高く、׬成工ݪࣄՁに઎めるׂ߹は全規

模で56ˋとա൒を઎める。ച上高規模が大き

い΄どׂ߹が高いが、ച上1ԯԁະຬの企業で

も֎注අは4ׂ近く͋り、規模の೗ԿにかかΘ

らͣ֎注අの΢Τイトは大きい。͜の͜とから

も建設工ࣄは工ࣄを௚઀੥けෛった企業Ұ社

14 Լ੥として工ݱࣄ場において建ங෺または౔໦ࢪ設などの工ࣄ目的෺のҰ෦を構成するための建設工ࣄを行うもの。Լ੥企業もԼ੥औҾや֎注औҾを૬
当ఔ度行っている͜とがӐえる。

で݁׬する͜とがগなく、Լ੥औҾや֎注औҾ

を通じ多くの建設業ऀが関ΘるプϩジェΫト的

な性֨が強い͜とがΘかる。工ࣄछྨには建ங

工ࣄが73.1ˋと最も高く、৬ผ工14ࣄは49.9ˋ、

౔໦工ࣄは48.0ˋ、設උ工ࣄは43.0ˋとなって

いる。

ଞのඅ目については、全規模でࡐྉඅ、経අ、

࿑຿අのॱに大きい。いͣれのඅ目も֎注අと

はٯにച上規模が小さい΄ど׬成工ݪࣄՁに

઎めるׂ߹が高くなっている（図表��）。

ਤද1�ɹച্ن໛ผݐઃ業の׬੒ݪࣄ޻Ձߏ੒ൺ

（資ྉ）建設業৘ใ؅ཧセンλーʮ建設業の経営分ੳ　ྩ࿨5年度ʯ
（注）࿑຿අは࿑຿֎注අをؚΉ

̎ɽݐઃ業のߏ଄త໰୊఺

建設工ࣄはΦーμーϝイドੜ࢈で͋り、建設

対৅にಉじものがない（個ผੜ࢈）ため、作業

をਐめるに͋たっては建設業ऀのࡋ量にࠨӈさ

れる要ૉが大きい。またෳ数のઐ໳ٕज़を૊Έ

߹Θͤて作業を行う。͜のため建設機ցや工۩

を用いるとはいえ、作業は属人的で͋り、࿑ಇ

ू໿的な性֨が強い。ैってࢪ工能力を֬อ

するためには、Ϛンパϫーの֬อがܾఆ的にॏ
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要で͋る。ݱঢ়はҎԼにड़΂る通り人手不足が

深刻なঢ়گに͋る。

2�1ɹਓखෆ଍

2�1�1ɹྔతͳෆ଍ͱ࣭తͳෆ଍

総຿লʮ࿑ಇ力調査ʯにΑると、建設業の

ब業ऀ数は2024年࣌点で477ສ人にのぼる。

͜のうち建設ɾऀࣄ۷ै࠾が249ສ人と൒分Ҏ

上を઎め、ࣄ຿ैऀࣄの86ສ人がଓく。ࣄ຿

性が׵ޓなどの৬छは建設業Ҏ֎とのऀࣄै

高いとΈられ、不足ঢ়گを論じるに͋たっては、

ଞ業छैऀࣄとのスキϧの׵ޓ性が௿い建設ɾ

がॏऀࣄとઐ໳的ɾٕज़的৬業ैऀࣄ۷ै࠾

要で͋る。

建設ɾऀࣄ۷ै࠾はݱ場の࿑ಇ力で、ܕ࿮工、

工など個ผのスキϧを࣋っےとび工、మ、׭ࠨ

たٕ能ऀ15と、高いスキϧを࣋たͣ͜れらٕ能

ऀやٕज़ऀのࣔࢦにैって作業を行う作業員

の྆ํがؚまれる。

作業員はະ経ऀݧや経ݧのઙい要員からな

り、作業ݱ場に配ஔす΂き必要人数を֬อでき

るかどうかという量的な֬อが問題となる。

Ұํ、建設ɾऀࣄ۷ै࠾のうちٕ能ऀはそ

のଘࡏにΑって建設෺の質がࠨӈされる。また、

められるઐ໳的スキϧཆ成のため、࣌ؒをかٻ

けて಺෦ҭ成するか֎෦から経ऀݧを࠾用す

15 場を೚される͜とが多いݱ工؅ཧٕ࢜などの国Ո資֨を࢝めとするຽؒ資֨をؚめたさま͟まな資੍֨のऔಘをલ提にࢪ場作業のशख़に加え、લड़のݱ
ため、ҭ成には࣌ؒがかかる。

る͜とにΑり֬อͤ͟るをえない。ઐ໳的ɾٕ

ज़的৬業ैऀࣄは39ສ人と全ମの8ˋを઎める

にա͗ないが、લड़の通り工ࣄ੥ෛの要݅とし

て必要なओ೚ٕज़ऀや؂ཧٕज़ऀ、建設業๏

における建設業ڐՄ要݅としてٻめられる営業

所ઐ೚ٕज़ऀの֬อが必要な৬छが中心とΈ

られる。͜の৬छはݱ場の؂ಜ業຿にैࣄする

もので、ݱ場のٕ能ऀとともに工ࣄの質を୲อ

する質的な࿑ಇ力とΈなしうる。

ब業ऀ数の近年のਪҠをΈると、ब業ऀ数

は2009年࣌点で517ສ人いたものの2019年Ҏ

߱500ສ人をԼ回り、2024年が477ສ人になる

などݮগ޲܏に͋る。なかでも建設ɾࣄ۷ै࠾

ऀが2017年の276ສ人をϐーΫに足ݩで249ສ

人までݮগするなど特に目ཱち、量的なҙຯで

も質的なҙຯでも֬อが難しくなっている。Ұ

ํ、ઐ໳的ɾٕज़的৬業ैऀࣄやࣄ຿ैऀࣄ

は૿加している。ઐ໳的ɾٕज़的৬業ैऀࣄの

૿加は੥ෛ能力֬อの必要性にΑるものと考え

られる。ࣄ຿ैऀࣄの૿加は業຿*T化のਐల

をうけたものと考えられるが、ޙड़の通り建設

工ࣄはੵΈ࢒しが૿えている。*T化にΑるੜ

上やল力化は建設業の࿑ಇ力不足をຒ޲性࢈

め߹Θͤるにはࢸっていない༷ࢠがݟてऔれる

（図表��）。
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ਤද1�ɹ৬業෼ྨผݐઃ業のब業ऀߏ੒のਪҠ

（資ྉ）総຿লʮ࿑ಇ力調査ʯ

建設業の࿑ಇ力のա不足を論じるに͋たっ

ては人数のΈならͣ、࿑ಇ࣌ؒもΈる必要が͋

る。1人当たり࿑ಇ࣌ؒはݮগがݦஶで͋る。

2024年4月からのಇきํվֵ関࿈๏ࢪ行にΑ

り、࣌ؒ֎࿑ಇの上限ద用が༛༧されていた業

छのҰつで͋る建設業で年ؒの࢒業࣌ؒ上限

がݪଇ360࣌ؒ、例֎規ఆద用࣌ಉ720࣌ؒと

なった͜とをうけ、それをઌऔりするܗで2020

年代にೖりଞ業छを上回るϖースで࿑ಇ࣌ؒが

。গした（図表��）ݮ

ਤද16ɹ1ਓ౰Γ年ؒ࿑ಇ࣌ؒのਪҠ

（資ྉ）ްੜ࿑ಇলʮຖ月ۈ࿑౷ܭ調査ʯ
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建設業における࿑ಇ力不足の度߹いを、࿑

ಇऀ数に対するະॆ足ٻ人（ٻ人のうちॆ足さ

れていないもの）のׂ߹で͋るܽ員཰にΑりΈ

てΈΑう。建設業のܽ員཰は2018 ʙ 19年度に

5ˋに઀近し、ίϩナՒの工ݮࣄでいったΜ௿

Լした࠶ޙび上ঢし、2024年度に5.4ˋまで上

ঢした16。建設ɾऀࣄ۷ै࠾とઐ໳的ɾٕज़的

৬業ैऀࣄのܽ員཰はいͣれも֓Ͷ全৬छϕ

ースのそれを上回っており17、建設業の࿑ಇ力は

量的なҙຯでも質的なҙຯでも不足ײが強い。

なかでもઐ໳的ɾٕज़的৬業ैऀࣄはܽ員཰

上ঢ࣌の上ৼれ෯が大きく、ൟ๩࣌の要員֬

อがࠔ難な༷ࢠがӐΘれる。લड़の通り建設

業のٕज़ऀやٕ能ऀには国Ո資֨やຽؒ資֨

のอ༗が࣮ࣄ上の৚݅で͋りかつઐ໳経ݧが

で৮れるΑうに建設業でएޙ、められる͜とٻ

16 なお、建設業のܽ員཰は大企業が௿く、中ݎɾ中小企業は高い。2023年度࣮੷はै業員1
000人Ҏ上0.2ˋに対し、ಉ300 ʙ 999人5.4ˋ、100 ʙ 299人4.6ˋ、
30 ʙ 99人5.3ˋで͋る。ٻ人をॆ足できるのは大企業に限られ、中ݎҎԼの建設業ऀはҰ༷に人手不足のঢ়گに͋る༷ࢠがӐえる。

17 上2ه৬छҎ֎のओな৬छの2024年度のܽ員཰をΈると、ࣄ຿ैऀࣄは1.6ˋ、ൢചैऀࣄは3.3ˋ、ੜ࢈工ఔैऀࣄは3.9ˋと建設ɾऀࣄ۷ै࠾とઐ໳的ɾ
ٕज़的৬業ैऀࣄΑり௿い。

18 建設ۥମ工ऀࣄैࣄの༗ޮٻ人ഒ཰は建設業Ҏ֎をؚΉ全৬業中で最も高い。建設ɾऀࣄ۷ै࠾の಺༁߲目も3ഒをԼ回る৬業はない。

年࿑ಇऀのఆண཰がѱく資֨อ༗ऀҭ成が༰

қでない͜とが不足ײを強める͜ととなってい

るものとΈられる（図表��）。

がӐえگ難なঢ়ࠔ用が࠾場でも新規ࢢ用࠾

る。ްੜ࿑ಇলʮҰൠ৬業঺հঢ়گʯにΑると、

建設業関࿈৬業の2024年の年ؒฏۉ༗ޮٻ人

ഒ཰は建設ɾऀࣄ۷ै࠾が5.12ഒで、͜のうち

建設ۥମ工8.75ऀࣄैࣄഒ、౔໦作業ैऀࣄ

の6.05ഒが特に高い。建ஙɾ౔໦ɾଌ量ٕज़

ऀも5.57ഒで、ݱ場࿑ಇऀ、ٕज़ऀとも全ମ

のഒ཰1.14ഒとൺ΂ཱࡍって高い18。͜の͜と

は、ݱ場࿑ಇऀやٕज़ऀでܽ員がੜじても֎

෦からのิॆがࠔ難で͋る͜とをҙຯする。特

にٕज़ऀやٕ能ऀではҭ成に࣌ؒがかかるた

め、人ࡐ不足でड注要݅をຬたさなくなるとそ

͜からの෮چはࠔ難で͋る。

ਤද1�ɹݐઃ業のܽһ཰のਪҠ

（資ྉ）ްੜ࿑ಇলʮޏ用ಈ޲調査ʯ
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資֨や経ݧが必要でҭ成に࣌ؒを要するٕ

能࿑ಇऀでも不足ײが強まっている。国౔ަ通

লʮ建設࿑ಇध給調査ʯにΑると、ٕ能࿑ಇ

ऀのա不足ঢ়گは4年࿈ଓして8৬छ全てが不

足のঢ়گに͋り、特に2024年は全৬छで年ؒ

ฏۉの不足཰が1ˋを上回った。年ຖのৼれが

大きいమے工（建ங）と配؅工をআき2011年

19 ͜れまでに不足཰が୯月で4ˋを上回った͜との͋る৬छはܕΘく工（建ங）、׭ࠨ、మے工（౔໦）、మے工（建ங）で͋る。
20 ࿑ಇ力調査の調査対৅はΘが国の全ॅډ人口で͋り、ब業ऀ数は֎国人をؚめた数ࣈで͋る。

Ҏ߱ຫ性的に不足がଓき、配؅工も2012年Ҏ

߱不足するなど、৬छに関Θらͣ不足がৗଶ化

している。قઅ的にൟ๩期となる年度ޙ൒には

୯月で৬छにΑって不足཰が4 ʙ 5ˋになる͜

とも௝しくない19。足ݩでは׭ࠨの不足度߹いが

大きい（図表��）。

ਤද1�ɹ৬छผݐઃٕೳ࿑ಇऀաෆ଍཰

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設࿑ಇध給調査ʯ
（注）ա不足཰ʹ（֬อしたかったができなかった࿑ಇऀ数ʵ֬อしたがա৒となった࿑ಇऀ数）ʸ（֬อしている࿑ಇऀ数ʴ֬อしたかっ

たができなかった࿑ಇऀ数）ʷ100

人手不足を൓өして建設業では֎国人࿑ಇ

ऀ΁のґଘが高まっている。2024年の建設業

全ब業ऀ数477ສ人に対し、ಉ年10月࣌点で

の建設業の֎国人࿑ಇऀ数は17.8ສ人で͋る

（ްੜ࿑ಇলʮ֎国人ޏ用ঢ়گʯ）。ཹࡏ資֨ผ

にはٕ能࣮शが10.7ສ人、਎分にͮجくཹࡏ資

֨（永ॅऀなど）が2.2ສ人、特ఆٕ能1.9ສ

人で͋る。ٕज़ऀやࣄ຿、営業などݱ場作業

Ҏ֎の৬छのཹࡏ資֨とΈられるٕज़ɾ人文

஌ࣝɾ国ࡍ業຿は1.9ສ人で͋る。2014年10月

࣌点の建設業の֎国人࿑ಇऀ数は2.1ສ人で、

10年ؒで15ສ人Ҏ上૿加しており、建設業の

গをԼ支えするޮՌはೝめられるものݮ用ޏ

の、ब業ऀのݮগ20を৯いࢭめる΄どではない。

2�1�2ɹྸߴԽ

建設業のޏ用に関しては高齢化も問題で͋

る。建設業ब業ऀに઎めるए年૚（29ࡀҎԼ）
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と高齢૚（55ࡀҎ上）のׂ߹は、2000年代ॳ

಄では全࢈業ϕースΑり高齢ऀׂ߹が1.1ˋϙ

イント高く、ए年૚ׂ߹が2.4ˋϙイント௿かっ

た。͜の࣌点でطに作業ڥ؀のݫしさにΑりए

年૚が建設業΁のब業をݏう޲܏がओに問題

。されていたࢹ

そのޙのਪҠをΈると、ए年૚ׂ߹は全࢈業、

建設業とも2010年代൒͹まで௿Լがଓいたޙ

は11ˋ୆近๣でԣ͹いとなるҰํ、高齢ऀׂ

߹はҰ؏して上ঢがଓき、2024年には36.4ˋに

ୡした。全࢈業との֨ࠩも֦大し、2024年の

全࢈業との֨ࠩはए年૚が5.2ˋϙイント、高

齢૚が4.3ˋϙイントでए年૚の不足と高齢૚

΁のґଘが建設業でҰ૚目ཱつ݁Ռとなった

（図表��）。

ਤද1�ɹݐઃ業ब業ऀのए年૚ׂ߹ͱྸߴ૚ׂ߹

（資ྉ）総຿লʮ࿑ಇ力調査ʯ

全࢈業ϕースでΈた高齢ऀׂ߹の૿加は、

人口構成が高齢化している͜とと、社会อো給

෇のࡒ政ѱ化に伴うੜ活๷Ӵ目的にΑる高齢ऀ

の࿑ಇ参加の૿加というଆ໘が強く、͜れにए

年૚を֬อできないため高齢૚にґଘͤ͟るを

ಘないࣄ৘がഥंをかけていると考えられる。

しかし建設業に関しては、そのए年૚ׂ߹のݦ

ஶな௿さから考えて、ए年૚を֬อできない度

߹いがଞの࢈業Αりも深刻で͋り、必વ的に高

齢૚にґଘͤ͟るをಘなくなっているଆ໘も強

いとΈられる。

場࿑ಇऀに関してΈると、総຿লʮ国੎調ݱ

査ʯでは2020年࣌点での建設業の全৬業のए

年૚と高齢૚のׂ߹がそれͧれ10.7ˋ、37.6ˋ

で͋るのに対し、建設ɾऀࣄ۷ै࠾に限っても

12.0ˋ、36.4ˋで͋り෺ཧ的な࿑ಇ৚݅のաࠅ

さがࢦఠされるݱ場作業の場においても高齢૚

シϑトがਐΜでいる。
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ٕज़ऀに関してもए年૚が࠾用できͣ高齢化

がਐΜでいる。ए年ٕ能࿑ಇऀの࠾用はै業

員10人Ҏ上の建設業でʮ΄ぼ࠾用できているʯ

ʮどちらかといえ͹࠾用できているʯの߹ܭが2

ׂ୆にとどまり、それҎԼの規模では1ׂલޙ

で͋る。ै業員30人ະຬの企業では5ׂఔ度

21 2022年࣌点で70代Ҏ上のׂ߹が1ׂを௒えており、Ҿきଓきٕज़ऀとして活༂する高齢ऀの数は૿えているが、Ұํでମ力の限界からҾୀするٕज़ऀも
ଘࡏしΑう。

がʮ࠾用できていないʯとし、ٕज़ऀのิॆが

できないঢ়گに͋る。また、ै業員10人ະຬの

企業ではʮ࠾用したいと考えていないʯのׂ߹

が高く、ࢪ工能力の௕期的な֬อまたはҡ࣋そ

のものをஅ೦ͤ͟るをえない企業がҰఆׂ߹で

ଘࡏしていると考えられる（図表��）。

ਤද20ɹै業һن໛ผɹݐઃ業の௚ۙ�年のৗ༻のए年ٕೳ࿑ಇऀの࠾༻ঢ়گ

（資ྉ）ްੜ࿑ಇলʮ建設業におけるޏ用؅ཧݱঢ়೺Ѳ ࣮ଶ調査ใࠂॻ　ྩ࿨6年度調査ʯ

的にΈても建設業のٕज़ऀの年齢૚ྻܥ࣌

は上ঢしている。国౔ަ通লにΑると、40ࡀະ

ຬの؂ཧٕज़ऀのׂ߹は2002年が22.1ˋ、

2012年16.7ˋ、2022年10.8ˋと10年で൒ݮす

るҰํ、60代Ҏ上は2002年14.3ˋ、2012年

26.1ˋ、2022年34.9ˋと上ঢし、40ࡀະຬをٯ

సした。なお2022年࣌点で40代は23.7ˋ、50

代は30.6ˋで͋る。20代ɾ30代の؂ཧٕज़ऀ

༗資֨ऀ数のఈ上͛がਤられておらͣ、ٕज़

ऀのੈ代ަ代がਐΜでいない༷ࢠがӐΘれる。

年齢構成から考えてすでに年齢分෍の中央஋

は50代൒͹にୡしているとΈられ、͜のままで

は60代Ҏ上のੈ代が؂ཧٕज़ऀの中心になる

ଶも૝ఆされる（図表��）。ఔ度のࠩは͋Ζࣄ

うが、؂ཧٕज़ऀとಉ༷国Ո資֨のऔಘを通じ

たҭ成がओとなるओ೚ٕज़ऀや営業所ઐ೚ٕ

ज़ऀ、҃いはݱ場のٕ能ऀにもಉ༷の͜とが当

てはまるとࢥΘれ、ٕज़ऀɾٕ能ऀのҾୀ21に

伴って今ޙ建設ध要が͋っても੥ෛう業ऀがগ

ないঢ়ଶ、すなΘち供給աগঢ়ଶがৗଶ化す

るݥة性につながる。
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ਤද21ɹ؂ཧٕज़ऀの年ྸผߏ੒ൺのਪҠ

（資ྉ）国౔ަ通ল

ٕज़ऀɾٕ能ऀの高齢化のഎܠにはए年૚

難さもࠔ用が༰қでない͜とに加え、ҭ成の࠾

͋る。建設業の人ࡐҭ成はଞの࢈業にൺ΂࣮

ફさͤ、経ݧさͤるというʮݟて֮えるʯ要ૉ

が強い。਎につける΂き஌ࣝや能力がै業員に

提ࣔされているとはいえ、ϚχュΞϧのΑうな

言ޠ化ɾମܥ化された஌ࣝのܗでࣔされていな

い。͜れは、建設業において஌ࣝɾٕ能がいΘ

Ώるʮݟえる化ʯされたܗ式஌のܗで఻えにく

い͜とをҙຯする。Ұํでʮݟて֮えるʯҭ成

のࠜװとなるϚンπーϚンのڭҭମ੍が੔えら

れているέースはগなく、ৼりฦりの機会も๡

しい͜とが஌ࣝɾٕ能ఆண΁のࠔ難にしている

（図表��）。

ਤද22ɹै業һʹࣄ࢓ΛޮՌతʹ֮͑ͯ΋Β͏ͨΊʹ͍ͯͬߦΔऔΓ૊Έ
ઃ業ͱશ業ऀのൺֱ（ෳ਺ճ౴ɺࠩのେ͖͍ॱʹ�ͭͣͭൈਮ）ݐ

（資ྉ）࿑ಇ政策研究ɾ研म機構ʮ人ࡐҭ成と能力։発のݱঢ়と課題に関する調査（企業調査）ʯ（2021）
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2�2ɹݐઃ業ऀの޻ࢪೳྗの௿Լͱෆ଍

2�1�1ɹݐઃ業ऀ਺のਪҠͱൟ๩౓

Θが国の建設業ڐՄを1業छでもडけている

業ऀの数は2025年3月࣌点で48.4ສऀ͋る。

͜の数ࣈは2000年には60.1ສऀ͋ったものが

2018年に46.5ສऀまでམちࠐΈ、2019年Ҏ߱

小෯ながら૿加にసじたもので͋る。Ұํ、29

のڐՄ業छผの業ऀ数のԆ΂߹ܭは2000年の

139.2ສऀから2025年࣌点で176.6ສऀまで૿

加している（図表��）。1社当たりのڐՄ業छ数

は2000年࣌点で2.3業छで͋ったが、2014年に

3.0業छ、2025年には3.7業छとなり、1業ऀ当

たりのڐՄ業छ݅数の૿加がԆ΂߹ܭの૿加

にد༩している。

2019年までのڐՄ業ऀ数のݮগは建設投資

が2010年代ॳめまでݮগ޲܏をଓけた͜とで

౗࢈やഇ業にΑり業ऀのݮগがଓいた͜とにΑ

る。特にҰ式業ऀで͜の޲܏が強くग़たと考え

られる。Ұํઐ໳業ऀは、建設業๏のڐՄج

४がஈ階的に強化22され問題業ऀのഉআがਐΉ

なかで͜れまでແڐՄ23で営業していた業ऀの

場からࢢଘ業ऀやط、Մਃ੥が૿えた͜とやڐ

ୀग़した業ऀからのै業員のಠཱ։業のಈきが

ग़た͜とにΑり、૿加したとΈられる。

業छຖの૿ݮをΈると、Ұ式工ࣄの建設と౔

໦の2025年3月のڐՄ業ऀ数は建設が2000年

Ҏ߱の最小஋、౔໦がϘトムの2018年から໿

2ઍ社ඍ૿と௿໎している。2000年とのൺֱで

は建設が36.4ˋݮ、౔໦が21.7ˋݮで、ઐ໳27

業छ߹ܭで49.4ˋ૿となっており、個ผには23

22 建設業๏は1994年、2014年にܽ֨要݅（それが͋ると建設業ڐՄをडけられない要݅）が強化され、それͧれでܐݻېにॲͤられたऀのҰఆ期ؒഉআ、
๫力ஂഉআ規ఔが௥加された。

23 建設業๏で3年ҎԼの௄໾または300ສԁҎԼのേଇ規ఆが͋る。

業छで૿加しているのと対র的で͋る。Ұ式業

ऀのݮগとઐ໳業ऀの૿加、及び1社当たりڐ

Մ業छ数の૿加は、Լ੥業ऀを࢖って総߹的

に工ࣄをਐめる業ऀがݮり、ෳ数のઐ໳分໺を

࣋つઐ໳業ऀが૿えている͜とをҙຯする。た

だしઐ໳工ࣄでも造Ԃ、さくҪ、ফ๷ࢪ設、ਗ਼

૟ࢪ設は業ऀ数がݮগしており、ؾମやӷମ

のૹ配全ൠに関Θる؅工ࣄは0.9ˋ૿と΄ぼԣ

͹いで͋るなど、業छにΑってはࢪ工能力の֬

อに不҆が࢒るઐ໳業छが͋る͜とには注ҙが

必要で͋る。

લड़の通り建設工ࣄはҰൠに੥けෛった業

ऀ1社で工ࣄが݁׬するものではなく、ෳ数の

Լ੥業ऀや֎注業ऀ΁のҕୗを伴う場߹が多

い。近年のڐՄ業ऀ数のਪҠはԼ੥ɾ֎注業

ऀとして業຿を੥けෛう能力の͋る業ऀが૿え

るҰํで、建設工ࣄのバリューチェーンの௖点

に͋るݩ੥業ऀがݮগしている͜とをҙຯす

る。限られた業छをकඋൣғとするઐ໳業ऀに

ൺ΂、Ұ式業ऀは必要な経営資源֬อのϋー

ドϧが高く新規։業は༰қでない。͜ の͜とで、

今ݩޙ੥業ऀ数とԼ੥（֎注）業ऀ数のバラ

ンスが่れ、バリューチェーンのミスϚοチに

つながるՄ能性が͋る͜とには注ҙが必要で͋

る。また、図表��にΈるΑうに、ઐ໳的ɾٕज़

的৬業ैऀࣄや建設ɾऀࣄ۷ै࠾のܽ員཰が

高く࣮ࡍの作業を୲うઐ໳業ऀのࢪ工能力にも

不҆が࢒る。Ԇ΂ڐՄ業ऀ数の૿加΄どに౔

໦工ࣄや大規模ɾෳࡶな建ங工ࣄのࢪ工能力

が上ঢしていないڪれが͋る。
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ਤද2�ɹΘ͕ݐࠃઃ業ڐՄ業ऀ਺のਪҠ

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設業ڐՄ業ऀ数調査ʯ

24 回౴のબ୒ࢶはʮध要௒աʯʮ΄ぼߧۉʯʮ供給௒աʯの3つで͋る。

ミスϚοチは建設業ऀのൟ๩度にも表れてい

る。日本ۜ行ʮ୹؍ʯで建設業の国಺ध給൑அ

%*（ʮध要௒աʯˋʕʮ供給௒աʯˋ）は˛3

でएׯの供給௒աで͋る。2001 ʙ 2010年のฏ

஋が˛50.8と大෯な供給௒աで、2011ۉ ʙ

2020年が˛10.7とॖ小したものの供給௒աが

ଓいた͜ととൺֱすると、建設ध給がඡഭして

いる͜とがݟてऔれる。大企業は2023年9月期

から、中ݎ企業は2024年9月期からࢦ数がプラ

ス（ध要௒ա）にసじている。2025年6月調査

の建設業の国಺ध給൑அ%*（ʮध要௒աʯˋʕ

ʮ供給௒աʯˋ）は中小企業が˛7、中ݎ企業

がʴ3、大企業がʴ12で͋る。

͜の%*でʮ供給௒աʯと回౴した企業のׂ

߹をΈると、2010年代ॳめまで֤規模ともʮ供

給௒աʯのׂ߹が5 ʙ 6ׂ͋った。規模ؒの֨

ࠩは特ஈݟられなかった。͜のؒʮध要௒աʯ

のׂ߹は֤規模とも10ˋにຬたなかったため、

業界全ମがա当ڝ૪ؾຯとײじていた༷ࢠが

Ӑえる24。そのޙʮ供給௒աʯのׂ߹はٸ଎に

௿Լし、2014年Ҏ߱ԣ͹いਪҠとなった。ׂ

߹の大きさは֓Ͷ中小企業、中ݎ企業、大企業

のॱで、中小企業では10ˋ代ޙ൒となっている

（図表��）。

͜の͜とは、建設ध給がඡഭするなかでも中

小建設業でࣄ࢓に͋りつけない企業がҰఆׂ

߹でଘࡏする͜とをࣔしている。大企業でʮध

要௒աʯׂ߹が高い͜とと考え͋Θͤると、大

企業のׂ߹が高いとΈられるҰ式工ࣄ業ऀで

は不足度߹いが強いҰํで、中小企業のׂ߹

が高いઐ໳業ऀではҰ෦でԼ੥や֎注でのध

要がे分でなく、ड注が֫ಘできない企業が͋

る͜とがࣔࠦされる。

Ұํで、ઐ໳工ࣄ業छで業ऀ数がݮগして
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いる分໺や΄とΜど૿加していない؅工ࣄなど

ではઐ໳工ࣄ業ऀのࢪ工能力がे分でないた

25 業ऀ数シェΞが人口シェΞにൺ΂大きい都ಓ෎ݝはट都ݍやѪ஌ݝ、大ࡕ෎、ฌݝݿなど大都ݍࢢと、෱Ԭݝや๺ւಓなど஍Ҭの中֩となる大都ࢢを๊
える所に限られる。

めҰ式工ࣄ業ऀが੥けෛった工ࣄをܭը通り

に਱行できないέースもଘࡏするとΈられる。

ਤද2�ɹݐઃ業のʮڅڙ௒աʯճ౴企業のׂ߹（ˋ）

（資ྉ）日本ۜ行ʮ୹؍ʯ

2�2�1ɹ஍ํʹ͓͚Δࣄ޻धཁ΁のରԠྗෆ଍

Ұ式業ऀやҰ෦ઐ໳業ऀの不足の問題に関

しては஍ҬにΑる業ऀのภࡏ、҃いは不足の問

題も考ྀする必要が͋る。Θが国の47都ಓ෎

のなかで総人口シェΞが1ˋະຬのものがݝ

17、0.5ˋະຬのものが1つ͋る。国౔ަ通লʮ建

設工ࢪࣄ工౷ܭ調査ʯにΑると、Ұ式工ࣄ業

ऀ数（ਤ表イλリοΫ）では全国シェΞが1ˋ

ະຬ、0.5ˋະຬのݝの数は人口のそれΑりগ

なく、人口のগないݝでも૬応にҰ式工ࣄ業ऀ

がଘࡏする͜とがΘかる。Ұํ、ઐ໳工ࣄ業ऀ

数についてはシェΞ0.5ˋະຬのݝが5つҎ上

͋る業छが大൒を઎める。シェΞ1ˋະຬのݝ

がա൒数を઎める業छも8つ͋り、人口シェΞ

Ҏ上に業ऀ数シェΞの஍Ҭؒ֨ࠩが大きい25。

஍ํにおけるઐ໳業ऀの不足や、஍Ҭにおける

建設業バリューチェーンのミスϚοチ֦大がݒ

೦される（図表��）。

લड़の通り、建設業ऀの営業ΤリΞは本ڌ஍

及びྡݝの1 ʙ に限ఆされる場߹が大൒でݝ2

͋り、遠ִݝの業ऀの参ೖはそれ΄ど期待でき

ない。ઐ໳業ऀのࢪ工能力を୲うٕ能ऀはࣄ࢓

をٻめて͋るఔ度஍ҬؒでҠಈするため業ऀ

数がࣔす΄ど֨ࠩは大きくないとのํݟも成り

ཱつが、஍Ҭで大規模֐ࡂが発ੜした場߹౳

で෮چに支োがੜじるリスΫが࢒る。
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ਤද2�ɹࣄ޻業छผɹશࠃγΣΞ͕1ˋະຬɺ0��ˋະຬの౎ಓ෎ݝ਺

Ұൠ౔໦建
ங工ࣄ業 ౔໦工ࣄ業 造Ԃ工ࣄ業 ਫಓࢪ設工

業ࣄ ฮ૷工ࣄ業 しΎΜͤつ
工ࣄ業 建ங工ࣄ業 ໦造建ங工

業ࣄ 大工工ࣄ業
とびɾ౔工ɾ
ίンΫリー
ト工ࣄ業

మࠎ工ࣄ業

1ˋະຬ 15 6 22 17 15 24 10 11 22 16 14
0.5ˋະຬ 0 0 7 10 6 16 0 5 11 2 3

మے工ࣄ業 ੴ工工ࣄ業
࿃נɾλイ
ϧɾϒϩο
Ϋ工ࣄ業

業ࣄ工׭ࠨ ԰ࠜ工ࣄ業 ۚ属੡԰ࠜ
工ࣄ業 ൘ۚ工ࣄ業 ృ૷工ࣄ業 ガラス工ࣄ業 建۩工ࣄ業 ๷ਫ工ࣄ業

1ˋະຬ 18 27 29 21 19 21 24 14 27 19 31
0.5ˋະຬ 10 19 15 8 7 16 12 5 16 7 25

಺૷工ࣄ業 はつりɾ
ղମ工ࣄ業 業ࣄ工ؾి 通信工ؾి

業ࣄ ؅工ࣄ業 さくҪ工ࣄ業 ೤ઈԑ工ࣄ業 機ցث۩設
ஔ工ࣄ業

ফ๷ࢪ設工
業ࣄ

そのଞの設
උ工ࣄ業

（参考）
2023年総
人口

1ˋະຬ 26 15 14 20 19 12 17 18 22 37 17
0.5ˋະຬ 12 5 1 3 8 5 11 7 10 29 1

（資ྉ）国౔ަ通লʮྩ࿨5年度　建設工ࢪࣄ工౷ܭ調査ʯ
（注）౷ܭ作成の都߹にΑり੍度上の業छ分ྨとҰகしないものも͋る

26 Ұ式工ࣄのなかで౔໦のڐՄ業ऀ数はݮগしていない。

2�2�2ɹެࣄڞ業Λ੥ෛ͑Δ企業のݮগ

ެ共工ࣄの੥ෛ要݅となる経営ঢ়گ分ੳਃ

੥企業の数も年ʑݮগしている。2009年度か

ら2023年度までの14年ؒでਃ੥企業は36ˋݮ

গした。ച上規模が20ԯԁҎ上の企業では૿

加したものの20ԯԁະຬではす΂ての規模で

গ཰が高い。Լ੥ݮগし、小さい企業΄どݮ

औҾを多用する౔໦工ࣄが中心のެ共工ࣄで

はݩ੥業ऀの数は૬応に֬อされている26もの

の、Լ੥業ऀが૬対的に不足しつつ͋る͜とを

ࣔࠦする（図表��）。Լ੥業ऀが֬อできͣに

੥業ऀがड注をஅ೦するՄ能性が͋る。લݩ

ड़の通り、建ங工ࣄではݩ੥業ऀ（Ұ式業ऀ）

もݮগしており、ߋにঢ়گがݫしくなるڪれが

͋る。

ਤද26ɹ経Ӧঢ়گ෼ੳਃ੥͕͋ͬͨݐઃ企業਺ɹച্ن໛ผ年౓ผਪҠ

（資ྉ）建設業৘ใ؅ཧセンλーʮ建設業の経営分ੳʯ֤年度൛
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2009年対ൺの企業数
཰ݮ૿
5ઍສԁະຬ ô51.4ˋ
5ઍສԁҎ上 ô46.4ˋ
1ԯԁҎ上 ô36.7ˋ
2ԯԁҎ上 ô30.7ˋ
3ԯԁҎ上 ô23.7ˋ
5ԯԁҎ上 ô11.9ˋ
10ԯԁҎ上 ô0.6ˋ
20ԯԁҎ上 16.8ˋ
ܭ߹ ô35.6ˋ
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ެ共工ࣄのೖࡳ不調27発ੜ཰について東京都

の2024年度࣮੷をΈると、ެ共工ࣄ全ମのೖ

不調཰は14.8ˋで͋った。年度ຖの͹らつきࡳ

は͋るが最近5年ؒのฏۉ஋は12.0ˋで͋っ

た。2024年度で不調発ੜ཰が20ˋҎ上の業छ

は（མ10ֹۚࡳԯԁҎ上）、஍Լమ工（ˋ50.0）ࣄ、

ΤϨϕーλー（37.9ˋ）、発ి設උ（30.4ˋ）、

཮上信号機（29.0ˋ）、建ங工（ˋ26.3）ࣄ、橋

りょう工（ˋ25.5）ࣄ、ۭ調工（ˋ23.7）ࣄ、ফ

Ր૷ஔ（21.6ˋ）、ϙンプਾえ෇け及びਫॲཧ

૷ஔ（֤20.0ˋ）で、設උ関係を中心に社会イ

ンϑラの工ࣄਪਐに支োをきたしている。ઐ໳

工ࣄのなかでམֹۚࡳが最大のਫಓࢪ設工ࣄ

の不調཰は14.2ˋで工ࣄのҕୗがスムーζに行

Θれているとまではいえない。

2��ɹ࿝ٺԽのਐߦʹΑΔิमɾͯݐସ͑ध

ཁのߴ·Γ

લड़の通りݩ੥工ࣄに઎めるิम工ࣄのׂ

߹は年ʑ高まっている。͜れまでに஝ੵがਐΜ

だ建෺や構ங෺ストοΫの࿝ٺ化にΑり不Մආ

的にิमや建てସえにΑる建設ध要がੜじる͜

とがഎܠに͋ると考えられる。また、近年では

෩ਫ֐౳ࣗવ֐ࡂのස度が高まっており、͜の

͜ともิमɾ建てସえध要をԡし上͛ている。

建෺に関してඇॅډ建෺では1981年の建ங

Մڐ४が強化され、建ஙج४๏վਖ਼で଱਒ج

がそれҎલかҎޙかが建෺࢖用ऀにとって଱

਒性൑அのج४となっている。建ங෺のண工চ

໘ੵで最も大きなシェΞを઎めるమࠎ造28につ

27 ೖࠂެࡳをग़してもೖऀࡳがいない、もしくは༧ఆՁ֨をԼ回るֹۚのೖࡳがないためにೖࡳ行ҝが中ࢭされる͜と。
28 国౔ަ通লʮ建ஙண工౷ܭʯにΑると、2024年の建ங෺ண工চ໘ੵに઎めるమࠎ造のシェΞは73.5ˋで͋る。

いてࣄ຿所用の๏ఆ଱用年数をΈるとްさ

3NNҎԼが22年、ްさ3NN௒4NNҎԼが

30年、ްさ4NN௒が38年で͋る。

国౔ަ通লʮྩ࿨5年๏人౔஍建෺ج本調

査（଎ใ）ʯにΑると、建ங࣌期が1980年Ҏલ

の๏人所༗建෺は全ମの24.3ˋと໿4分の1を

઎め、1970年Ҏલ（ங53年Ҏ上）は9.8ˋと໿

1ׂで͋る。ちなΈに1990年Ҏલ（ங33年Ҏ上）

は45.7ˋと൒数近い。๏ఆ଱用年数経ա、もし

くは଱用年数上限に近い建෺が多いとΈられ、

経年ྼ化でิमが必要となる建෺は૬当ׂ߹

でଘࡏすると考えられる（図表��）。

ॅ୐に関しては、଱਒ج४が1981年と2000

年に強化された。国౔ަ通লʮॅ୐౔஍౷ܭ

調査　ྩ࿨5年調査ʯにΑると、建ங࣌期が

2001年Ҏ߱のॅ୐のׂ߹が41.5ˋ、1981年Ҏ

߱のׂ߹が78.8ˋを઎める。͜͜でも1981年ج

४લのॅ୐が2ׂを઎める。

౔໦工ࣄ関࿈でもࢪ設࿝ٺ化のਐ行がݒ೦

される。国౔ަ通লʮ社会資本のݱঢ়とকདྷ

༧ଌʯにΑると、Θが国で建設50ޙ年Ҏ上経

աしている社会資本のׂ߹は2023年3月ࡏݱ

ಓ࿏橋37ˋ、トンネϧ25ˋ、Տ઒؅ཧࢪ設22ˋ、

ਫಓ؅࿏9ˋ、Լਫಓߓ、ˋ7ڎ؅࿷ࢪ設27ˋ

で͋る。17年ޙの2040年にはそれͧれ75ˋ、

52ˋ、65ˋ、41ˋ、34ˋ、68ˋに上ঢするとݟ

ੵもられており、ٸ଎な࿝ٺ化がݒ೦される。

社会資本が࢖用できなくなれ͹経済活ಈや国

ຽੜ活΁の影響が大きいため、ิमχーζの高

まりが༧૝される。
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ਤද2�ɹ๏ਓ所༗ݐ෺ɹݐங࣌ظผ

建ங࣌期 建෺数 構成ൺ
1950Ҏલ 27
160 2.0ˋ 1980年Ҏલ
1951 ʙ 1960 14
360 1.1ˋ 24.3ˋ
1961 ʙ 1970 90
800 6.7ˋ
1971 ʙ 1980 195
690 14.5ˋ
1981 ʙ 1990 287
620 21.3ˋ
1991 ʙ 2000 300
380 22.3ˋ
2001 ʙ 2010 207
320 15.4ˋ
2011 ʙ 2020 187
960 13.9ˋ
2021 ʙ 37
170 2.8ˋ

1
348
460 100.0ˋ

（資ྉ）国౔ަ通লʮྩ࿨5年଎ใ　๏人౔஍建෺ج本調査ʯ

のੵΈࣄ޻ೳྗෆ଍のද໘Խʙ޻ࢪ（ߟࢀ）

Խظの௕ظ޻ͱ͠࢒

しがੜじて࢒のੵΈࣄ工能力の不足は工ࢪ

いる͜とからもਪଌできる。建設業大手50社

のड注高とࢪ工高の関係をΈると、バϒϧؾܠ

の࣌期にはड注高がࢪ工高を上回り、ड注をさ

͹き੾れないঢ়گに͋った。バϒϧ経済่յޙ

の1990年代ॳ಄から2010年代ॳ಄まではҰస

して໿30年ؒにΘたりड注高をࢪ工高が上回

るঢ়گがଓいていた。2013年Ҏ߱は11年࿈ଓ

でड注高がࢪ工高を上回ってਪҠしており、ࢪ

工できなかったड注がੵΈ上がっている（図表

��）。

ຽؒ工ࣄ（ඇॅډ建ங工ࣄɾ౔໦工ࣄ）の

手࣋ち工ࣄ高と月ؒग़དྷ高をൺֱしても手࣋ち

工ࣄ高の૿加޲܏とൺֱしてग़དྷ高の૿加ϖ

ースはಷい。手࣋ち工࢒ࣄ高は2024年度຤で

15.6ஹԁにୡし、2025年度にೖり17ஹԁ୆ま

で૿加している（図表��）。手࣋ち工࢒ࣄ高を

月ؒग़དྷ高でআして工ࣄの年度ؒฏۉ回స期

ؒをࢉܭすると、2015年度は7.0 ϱ月、2020年

29　Լ੥工ࣄの場߹には、ݩ੥企業の設ܭやࣔࢦに不උが͋る場߹も考えられる。

度は9.2 ϱ月、2024年度は9.9 ϱ月と௕期化し

ている。ड注の૿加にࢪ工が௥い෇かͣະ׬

工のड注工ࣄがੵΈ上がっている༷ࢠがӐえ

る。

ະ׬工ࣄのੵΈ上がりはड注ଆのࢪ工能力

が௥い෇かͣ工期が஗Ԇするܗで表れるが、

۩ମ的に஗Ԇにつながった要ૉはԿで͋Ζう

か。国౔ަ通লʮྩ࿨5年度దਖ਼な工期設ఆ౳

にΑるಇきํվֵのਪਐに関する調査݁Ռʯに

Αると、建設業ऀの੹にΑらないࣄ༝でܖ໿ޙ

に工期มߋやҰ࣌中ࢭとなった工ࣄの༗ແにつ

いて（ෳ数回౴）、ʮ工期มߋが行Θれた工ࣄ

が͋ったʯが47.0ˋ、ʮҰ࣌中ࢭとなった工ࣄ

が͋ったʯ13.0ˋ、ʮ工期มߋやҰ࣌中ࢭの工

ߋはなかったʯ48.7ˋで、൒数近い企業がมࣄ

を経ݧしている。工期がมߋされたཧ༝につい

ては（ෳ数回౴）、ʮ関࿈工ࣄとの調੔ʯ28.4ˋ、

ʮ機資ࡐの調ୡ難ߤʯ25.5ˋ、ʮ人手の֬อ難ߤʯ

23.9ˋ、ʮ設ܭ不උにΑる༷࢓ɾࢪ工のมߋʯ

22.1ˋが2ׂを௒える。ࣗ社の要Ҽとしての性

֨が強い人手不足と設ܭ不උ29の΄か、֎注ɾ

Լ੥業ऀに༧ఆ಺に工ࣄを׬成してもらう͜と

のࠔ難さが૿した͜とと、資ࡐ調ୡがネοΫに

なっている。建設業特༗の֎注ɾԼ੥関係と業

ऀ不足の問題、Ϟϊの供給不足の問題がབྷΉ

ෳ߹的な要Ҽを಺แしている͜とがΘかる。

ಉ調査で工期不足に対応するために࣮ࢪし

た͜とをΈると（ෳ数回౴）、2023年度はٳ日

ग़58.5ۈˋ、作業員の૿員57.8ˋ、ૣग़ɾ࢒業

40.2ˋと量的な࿑ಇ力֬อが多く、工ఔの߹ཧ

化34.4ˋ、工ఔม22.4ߋˋなどがଓく。࠾用難

で૿員が難しく、作業࣌ؒのԆ௕もಇきํվֵ
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関࿈๏の࣌ؒ֎࿑ಇ੍限の強化のため༰қで

ないなかで、߹ཧ化、工ఔมߋといった手ஈを

強化するಈきはҎલΑりは高まっているもの

30 2021年度は工ఔの߹ཧ化が27.4ˋ、工ఔมߋが19.3ˋで͋った。

の30、量的な࿑ಇ力֬อを代ସする手ஈになる

にはࢸっていない。

ਤද2�ɹݐઃ業େख�0ࣾのड஫ߴͱߴ޻ࢪ

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設工ࣄड注ಈଶ౷ܭ調査 大手50社ʯ
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ਤද2�ɹຽؒࣄ޻のख࣋ͪߴ࢒ͱ月ؒग़དྷߴのਪҠ

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設総߹౷ܭʯ

2��ɹࣄ޻の௿ࢉ࠾

不ࢉ࠾工ࣄのׂ߹を建ங工ࣄ、౔໦工ࣄผ

にΈると、いͣれも不ࢉ࠾工ࣄのׂ߹は௿Լ܏

ࣄ工ࢉ࠾に͋る。ただ、4ׂҎ上の業ऀで不޲

が͋るとしており、ࢉ࠾のѱさがརӹ཰にѱ影

響を及ぼすとともに、ड注の足ᐫになっている

とΈられる。

౔໦工ࣄは2000年代ॳ಄には建設工ࣄΑり

もࢉ࠾性が๡しかったが、௚近の2022年では

建設工ࣄΑりもվળしている。લड़の通り౔໦

工ࣄはެ共工ࣄとして行Θれる͜とが多い。ೖ

の৚݅վࣄ不調΁の対応౳を通じ、ެ共工ࡳ

ળがਐΜだものとΈられる。

Ұํ、ध要の大きい建ங工ࣄではࢉ࠾のվ

ળは、౔໦΄どはਐΜでおらͣ௚近の2022年

ではΉしΖややѱ化している。Լ੥ɾ֎注΁の

しΘͤد、Լ੥ɾ֎注業ऀのड注ڋ൱にΑる工

。や஗ԆにつながりかͶない（図表��）ࢭの中ࣄ

ਤද�0ɹෆࣄ޻ࢉ࠾のׂ߹

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設業構造࣮ଶ調査ʯ
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足ݩで建ங工ࣄのࢉ࠾がѱ化しているഎܠ

には近年の建設ίスト上ঢをసՇしきれない͜

とがഎܠに͋ると考えられる。2023年の調査に

Αると、建設工ࣄにおいて工ࣄඅが૿加した要

31 工期のมߋが͋った工ࣄに関する調査。֎注අの૿大は質問߲目になく、ࡐྉඅ、࿑຿අ、経අに回౴は分ࢄしていると考えられる。
32 建設෺Ձ調査会ʮ建ஙඅࢦ数ʯにΑると、東京都の建ஙඅࢦ数は2020年Ҏ߱上ঢϐοチを強めている。ಉࢦ数は2000年ʙ 2020年までの20年ؒで14.1ˋ

上ঢし年཰では1ˋにຬたないのに対し、2000年ʙ 2024年までの4年ؒで27.6ˋ上ঢした。

Ҽとして、࿑຿අの૿大を໿8ׂの企業が͛ڍ、

機ց経අの૿大、ࡐྉඅの૿大がଓく。ࡐྉඅ、

࿑຿අ、経අと෯޿い߲目がࢉ࠾をѹഭしてい

る31（図表��）。

ਤද�1ɹࣄ޻අ͕૿Ճͨ͠ཁҼ（ෳ਺ճ౴）

（資ྉ）国౔ަ通লʮྩ࿨5年度దਖ਼な工期設ఆ౳にΑるಇきํվֵのਪਐに関する調査݁Ռʯ

૝ఆརӹを֬อできた建設業ऀのׂ߹は足

が5ׂఔ度で、ややԼ回ったとするׂ߹がݩ

3ׂ、かなりԼ回ったとするׂ߹は1ׂఔ度で

͋る。業ऀが不足し௞ۚや資ࡐՁ֨が上ঢす

るなかでརӹڥ؀は建設業ऀにやや༗རにな

っているが、それでも૝ఆにಧかない場߹が൒

数近く͋り、རӹڥ؀はݫしい（図表��）。૿

加した工ࣄඅに対しަবはೝめられたかどうか

については2023年ではʮަবを行い、૝ఆし

た૿加අ用がೝめられたʯが49.8ˋ、ʮަবを

行い、૝ఆした૿加අ用のҰ෦がೝめられたʯ

が39.1ˋ、ʮަবしたがೝめられなかったʯが

6.6ˋ、ʮަবしなかったʯが4.4ˋで、૝ఆརӹ

の֬อঢ়گと੔߹した݁Ռとなっており、建設

業ऀの൒数ではՁ֨సՇがे分でない。

人݅අや資ࡐՁ֨など建設ίストは2020年

代にೖりݦஶな上ঢ޲܏をࣔしており32、今ޙも

ίストが࣋ଓ的に上ঢすれ͹͜れらの業ऀでは

Ұ૚རӹがग़にくくなり、ड注ڥ؀のѱ化につ

ながΖう。中小企業ிʮՁ֨ަবଅਐ月 （ؒ2025

年3月）ϑΥϩーΞοプ調査ʯの݁ՌをΈても、

2025年3月࣌点のड注企業のίスト૿に対する

సՇ཰は52.5ˋと໿൒分にとどまり、Ձ֨の上

ঢがଓく΄どసՇできかった෦分がੵΈ上がっ
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て今ޙの஋上͛ѹ力になるՄ能性がࣔࠦされ

33 業छผのసՇ཰は3 ʙ 6ׂのൣғで͹らつきが͋る。建ࡐ、ӡ༌、ΤネϧΪーなど઒上分໺でのసՇ࿙れも૬当ׂ߹でଘࡏするとΈられ、建設業にとっ
て今ޙのίスト上ঢѹ力になるՄ能性が͋る。

る33。

ਤද�2ɹ࠷ऴతʹརӹ͸֬อͰ͖͔ͨ

（資ྉ）国౔ަ通লʮྩ࿨5年度దਖ਼な工期設ఆ౳にΑるಇきํվֵのਪਐに関する調査݁Ռʯ

はگ2020年代にೖり建設業のऩ支ঢ়、ࡍ࣮

しさを૿している。国౔ަ通লʮ建設業構造ݫ

࣮ଶ調査ʯにΑると、2024年度のച上高経ৗ

རӹ཰も5.8ˋと2019年度の6.4ˋからѱ化し

た。資本ۚ規模ผには500ສԁະຬ、500ສԁ

Ҏ上1000ສԁະຬ、10ԯԁҎ上、及び個人企

業がѱ化した。Լ੥や֎注の多い小規模企業

と大規模工ࣄのݩ੥となる大企業にऩ支ѱ化

の影響がग़ている。

ಉ調査で2024年度の建設業の経ৗଛࣦ企業

ׂ߹はす΂ての資本ۚ規模及び個人企業で

2019年度Αり上ঢしている。2024年度では資

本ۚ500ສԁະຬが30.1ˋ、500ສԁҎ上1000

ສԁະຬが27.9ˋと小規模企業で3ׂ近く、

1000ສԁҎ上3000ສԁະຬが17.9ˋ、3000ສ

ԁҎ上5000ສԁະຬが20.2ˋと2ׂલޙの中小

企業が経ৗଛࣦをܭ上し、全ମのࢪ工能力が

௿Լするなかでݫしいऩӹڥ؀に௚໘している

（図表��）。
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ਤද��ɹݐઃ業ʹ͓͚Δࢿຊۚن໛ผ経ৗଛࣦ企業ׂ߹

（資ྉ）国౔ަ通লʮ建設業構造࣮ଶ調査ʯ

̏ɽ·ͱΊ

��1ɹ໰୊の所ࡏ

建設業にとって、2.1でࣔした人手不足のঢ়

関࿈とฒΜで深刻なࢱはӡ༌業やҩྍɾ෱گ

問題で͋る。人数が足りないという量的な不足

と、ٕज़ऀやٕ能ऀが足りないという質的な不

足の྆໘が͋り、ऀޙはҭ成とఆணの҆ఆがܽ

かͤない。いͣれもࣄ業のଘଓがةうくなると

いうҙຯにおいて個社Ϩϕϧでղܾが強くٻめ

られる問題で͋る。

Ұํで、2.2のࢪ工能力௿Լの問題は、Ұつ

には個社Ϩϕϧでٕज़ऀɾٕ能ऀの不足と高

齢化にΑる੥ෛ能力の௿Լにつながっている。

ೋつめとして、構造上֎注やԼ੥を多用しなけ

れ͹ならない建設工ࣄのバリューチェーンにお

いて、ݩ੥業ऀとԼ੥ɾ֎注業ऀのバランスが

่れ、ऑମ化しつつ͋る͜とが͋る。国ຽੜ活

を成りཱたͤる社会インϑラやੜ活インϑラ、

ॅ୐や企業の資本設උの࿝ٺ化がਐΉなか、

վஙやิमが଺る͜とでその質がྼ化する。ߋ

にඇ大都ݍࢢにおける業ऀ不足が都ࢢ෦と஍

Ҭのインϑラ֨ࠩを֦大さͤるݥة性もはら

Ή。͜れが国ຽੜ活の質の௿Լに௚݁する͜と

は໌らかで、最ऴ的にղܾす΂きは͜の課題で

͋Ζう。

͜のΑうに、人手不足は建設業の構造問題の

いΘ͹ೖ口で͋り、ࢪ工能力の௿Լは人手不足

の݁ؼとしてੜじるΘが国全ମ、͋るいは஍Ҭ

のੜ活や経済に関Θる中֩的な構造問題といえ

る。しかもࢪ工能力の௿Լに関しては人手不足

だけがݪҼなのではなく、2.3でࣔした࿝ٺ化

がิमध要の高ࢭまりを通じ供給能力をѹഭす

る͜とと、2.4のίストが上ঢするなかで建設

業ऀにとってࢉ࠾がとりにくくなり、ड注΁の

インセンティϒが௿ԼするՄ能性も考ྀしなけ

れ͹ならない。

��2ɹղܾ͢΂͖՝୊

建設業全ମとしては、ෳ数の建設業ऀがڠ

力して建設工ࣄを୲う能力を޲上さͤる͜とを

問題ҙࣝのओ؟とす΂きで͋Ζう。そのうえで
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そのための手ஈを考える必要が͋る。問題点と

して͛ڍた量的ɾ質的な人手不足΁の対策、建

設業におけるバリューチェーン強化、ࢉ࠾性の

的には個ʑの企業で࣮ݱ、められるがٻ上が޲

なす΂き͜とと、業界全ମएしくは政策的な対

応が必要な͜とを分けて考える͜とが๬まし

い。

��2�1ɹݸʑの企業͕ͳ͢΂͖͜ͱ

個ʑの企業がなす΂き͜とはओに人手不足に

関する社಺ڥ؀の੔උで͋Ζう。Ұつはଞの࢈

業とൺֱした৬場の૬対的なັ力を高めఆண

཰を޲上さͤる͜とで͋る。ঁ性がಇきやすい

を੔える͜とも༗ޮで͋る。͜れらの͜とڥ؀

は社員のΤンήージϝントを高め、人ࡐのఆண

཰޲上をもたらす。ೋつめは人手不足の質的な

ଆ໘に関Θるٕज़ऀやٕ能ऀのҭ成において

ʮݟて֮えるʯ҉໧஌的な஌ࣝɾٕ能ܧঝから

をਤる͜とがॏ要で׵化΁のసܥえる化ɾମݟ

͋る。ࡾつめはώトがհࡏする༨஍の大きいݱ

場作業における作業ޮ཰の޲上と*T化にΑる

ল力化のਪਐで͋る。

��2�2ɹ業ք΍੓ࡦのରԠ

企業努力ではޮՌがੜじにくいものに関して

は、業界全ମएしくは政策的な対応が必要とな

る。Θが国建設業において建ங業のڐՄ業ऀ

数は૿加޲܏にసじているにも関Θらͣະ׬工

ঢ়は、֎注やԼ੥のݱがੵΈ上がっているࣄ

多用にΑり成ཱする建設工ࣄの࣮৘に、ݩ੥業

ऀと֎注ɾԼ੥工ࣄ業ऀのϚοチンάがద߹ͤ

34 国౔ަ通লʮྩ࿨5年度దਖ਼な工期設ఆ౳にΑるಇきํվֵのਪਐに関する調査݁ՌʯにΑると工期をมߋできなかった場߹、そのཧ༝としてʮ供用։
࢝日の੍໿が͋ったためʯが69.4ˋと7ׂを઎め、工期Ԇ௕が༰қでない༷ࢠがӐΘれる。

ͣ業界಺のバリューチェーンがऑମ化している

͜とをҙຯする。近年ではઐ໳業ऀ数のఈ上͛

はҰఆの成Ռをऩめてきたが、今ޙは政策的͋

るいは業界としての対応として、ݩ੥能力の͋

る業ऀのҭ成と、不足がϘトϧネοΫとなるઐ

໳業ऀのҭ成が必ਢで͋る。ٕज़ऀɾٕ能ऀ

の֬อが最大の課題と考えられる。ܽ員཰のঢ়

から考えてٕज़ऀɾٕ能ऀは大෯に不足しگ

ていると考えられ、そのҭ成は個社Ϩϕϧでは

対応はࠔ難で͋Ζう。政策や業界のサϙートが

必要だΖう。

རӹ֬อの問題に関しては、政策的な対応

がਤられ不ࢉ࠾औҾのׂ߹がݮগ޲܏に͋る

͜とはධՁできる。ただ、ίストの上ঢがଓき

建ங工ࣄでՁ֨సՇがࠔ難になりつつ͋る͜と

は、ϚΫϩ的にੜ࢈要ૉの不足がݦஶなݱঢ়に

ؑΈて不҆が大きい。ܖ໿の໌文化、༏ӽ的

஍Ґのཞ用の๷ࢭを通じ、औҾ಺༰をಁ໌化さ

上をਤる΂く࣋ଓ的な業界や政策の޲ࢉ࠾ͤ

վળ努力がٻめられる。ࢉ࠾性とともに工期設

ఆでも作業要員や資ࡐの調ୡ難から工期९क

が難しくなるέースが度ʑݟられ、ࢪओに工期

Ԇ௕にॊೈに対応34してもらえるΑうࣄલの৚

݅໌ࣔやٞڠに応じてもらえる࢓૊Έͮくりが

ॏ要で͋る。

、られるが͛ڍ用໘では࿑ಇ供給の૿加がޏ

を੔ڥ的手ஈで͋る。社಺؀׬本的にはิج

උしঁ性や高齢࿑ಇऀをؚΉ࿑ಇ力を建設業

界にҾき෇ける͜とは必要で͋るが、࿑ಇ力人

口がݮগに޲かうݱঢ়では日本人を対৅とする

限り࿑ಇࢢ場΁の量的供給の૿加は期待でき
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ない。Ұํ֎国人ޏ用についてʮٕ能࣮श੍度ʯ

に代Θるʮҭ成ब࿑੍度ʯのಋೖとʮ特ఆٕ

能੍度ʯの֦ுがਤられ、量的ɾ質的な人手不

足のղফの手ஈとして期待される。ただલड़の

通り人手不足にࢭࣃめをかけるޮՌは期待でき

ても͋くまでิ׬的な性֨が強い。加えて言ޠ

や文化的なΪϟοプをຒめる工෉が必要で、

個ʑの企業特に中小企業では対応が難しいた

め政策や業界ஂମɾ૊߹౳のϑΥϩーが必要だ

Ζう。ٕज़ऀ不足に対する݉೚の༰ೝも政策的

にਤられているがิ׬策で͋Ζう。࣌ؒはかか

Ζうがώトのఆணとద੾なੈ代サイΫϧがՄ能

なब業ͮڥ؀くりが不Մܽで͋る。

���ɹຊ論文のࠓ後の՝୊

本ߘではσーλ分ੳを通じ建設業界の構造

問題とղܾす΂き課題を考察した。σーλ分ੳ

にΑるΤビσンスの֬อにॏ点をஔいたため、

σーλでは必ͣしも໌֬にࣔしえないఆ性的な

場で࣮ݱや、企業がࡏ点からの問題点の所ࢹ

けたऔり૊޲じる問題ҙࣝとそのղܾにײにࡍ

Έに౿ΈࠐΉ͜とができなかった。また、σー

λ分ੳにおいては、大都ݍࢢと஍ํといった஍

Ҭؒでの業ऀ数や࿑ಇ力の分෍のҧい౳にΑ

るバリューチェーンのミスϚοチ֦大がݒ೦さ

れるなかで、その۩ମ的な分ੳにはࢸらなかっ

た。

上هにؑΈ今年度Լ期にかけ、上هのσー

λ分ੳの不足のิ׬をਤりつつ、ఆ性分ੳをओ

ମとした論文の作成にऔり૊Ή。۩ମ的には建

設業ऀ౳΁のώΞリンάを通じ、建設業界಺෦

のఆ性的なࢹ点と個ผ企業の問題ҙࣝのิ強

を行う。そのうえで、そのղܾ策を個ผ企業Ϩ

ϕϧ及び業界全ମɾ行政Ϩϕϧのऔり૊Έに分

けて考察する͜ととする。
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�̒ཁɹ̓�ࢫ

˓近年、サイバーܸ߈のڴҖは૿大しており、大企業だけでなく中小企業もそのඪ的となっ
ている。経営資源が限られる中小企業は、大規模なセキュリティ投資が難しい場߹が多く、
その݁Ռ、ऀܸ߈にとってʮૂいやすいλーήοトʯとなる͜とが͋る。σジλϧ化がਐ
Ή࣌代のリスΫとそれに対応するํ๏をཧղしていく͜とは、企業のܧଓ性をकる上でඇ
ৗにॏ要で͋る。

˓サイバーܸ߈は、σーλの౪難、業຿๦٬ސ、֐信用のଛࣦといった深刻な影響を及ぼす。
例え͹、ै業員や٬ސの個人৘ใが࿙Ӯした場߹、๏的੹೚やഛঈඅ用が発ੜするだけで
なく、信用を回෮するのに௕い࣌ؒがかかる͜とも͋る。また、ランサム΢ェΞܸ߈にΑっ
て企業の業຿がఀࢭするέースも૿加している。

˓中小企業には、੡造業における෦඼調ୡのΑうな関係（ҎԼ、サプライチェーン）の中で、
大企業౳औҾઌのࣔࢦɾ要੥にΑってサイバーセキュリティ対策を࣮ࢪしている企業が͋
る。Ұํで、大企業のࢦಋがಧきにくい、஍Ҭにࠜࠩした小規模な個人ࣄ業ऀが多い業界、
多༷な٬ސ૚に対応する必要が͋る業界、分ܕࢄのࣄ業構造を࣋つ業界、例え͹ཧඒ༰業、
ཱྀ館業、ҿ৯業、小ച業など（ҎԼ、中小サービス業という）は、対策が஗れている。

˓͜れらの企業は、औҾઌ౳からのࣔࢦɾ要੥がない͜とに加え、社಺に特ڐやٕज़的な಺
༰などのॏ要な৘ใがແいという考えや、ଞ社のプラοトϗーム（ܾ済やσーλ؅ཧなど）
をར用しているため、ࣗ社が੹೚をෛうものではないと考えている、という݁Ռがෳ数の
Ξンέート調査からݟてとれる。本ߘでは、中小サービス業がサイバーセキュリティ対策
をਪਐするにはどのΑうな支援が༗ޮか、ࣄ例企業や中小企業支援機関΁のインλビュー
から໌らかにしたい。

˓中小サービス業のサイバーセキュリティ対策ਪਐには、ʮサイバーセキュリティ対策をਐ
め͟るをಘないڥ؀にする͜とʯ、ʮリιースの不足やίスト໘でのෛ୲をܰݮする͜とʯ
が必要で͋る。۩ମ的には、֤業界の特௕を౿まえた業界ごとのサイバーセキュリティガ
イドラインを経済࢈業লや*1Aなどの政෎関係機関౳が策ఆする͜とで、最௿限のج४が
提ࣔされる。͜れにΑり、企業は対策をਐめ͟るをಘないڥ؀になるとࢥΘれる。また、
対策をਐめるためのෛ୲ܰݮ策として、ج४をຬたしていないと൑அした企業には、஍Ҭ
の中小企業支援機関で͋る商工会ٞ所や中小企業ஂମ中央会などが、֤企業の業छにͮج
き、企業のঢ়گに応じて支援する。支援಺༰は、*T企業の঺հやサイバーリスΫอݥ加
ೖなどのΞドバイスを行うなどで、社಺に*T人ࡐを配ஔする͜とが難しい中小サービス
業のෛ୲をิう͜とができる。中小サービス業には、͜のΑうな、طに͋るମ੍を活用し
ながらϋンζΦンで支援する͜とが、サイバーセキュリティ対策をਁಁさͤるためのҰつ
のऔりうる手ஈとなるのではないだΖうか。

中小αʔϏε業のαΠόʔηΩϡϦςΟରࡦ

【঎޻૯߹ڀݚॴ�ௐࠪۀࣄڀݚ】

中 谷 京 ࢠ

（ 　　　  　　　  ）商 工 総 ߹ 研 究 所
主 任 研 究 員
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͸͡Ίʹ

近年、サイバーܸ߈のڴҖは૿大しており、

大企業だけでなく中小企業もそのඪ的となって

いる。経営資源が限られる中小企業は、大規模

なセキュリティ投資が難しい場߹が多く、その

݁Ռ、ऀܸ߈にとってʮૂいやすいλーήοトʯ

となる͜とが͋る。σジλϧ化がਐΉ࣌代のリ

スΫとそれに対応するํ๏をཧղしていく͜と

は、企業のܧଓ性をकる上でඇৗにॏ要で͋る。

サイバーܸ߈は、σーλの౪難、業຿๦֐、

。٬信用のଛࣦといった深刻な影響を及ぼすސ

例え͹、ै業員や٬ސの個人৘ใが࿙Ӯした

場߹、๏的੹೚やഛঈඅ用が発ੜするだけで

なく、信用を回෮するのに௕い࣌ؒがかかる͜

とも͋る。また、ランサム΢ェΞܸ߈にΑって

企業の業຿がఀࢭするέースも૿加している。

中小企業には、੡造業における෦඼調ୡのΑ

うな関係（ҎԼ、サプライチェーン）の中で、

大企業౳औҾઌのࣔࢦɾ要੥にΑってサイバー

セキュリティ対策を࣮ࢪしている企業が͋る。

Ұํで、大企業のࢦಋがಧきにくい、஍Ҭにࠜ

ࠩした小規模な個人ࣄ業ऀが多い業界、多༷

な٬ސ૚に対応する必要が͋る業界、分ܕࢄ

のࣄ業構造を࣋つ業界、例え͹ཧඒ༰業、ཱྀ

館業、ҿ৯業、小ച業など（ҎԼ、中小サービ

ス業）は、対策が஗れている。͜れらの企業は、

औҾઌ౳からのࣔࢦɾ要੥がない͜とに加え、

社಺に特ڐやٕज़的な಺༰などのॏ要な৘ใ

がແいという考えや、ଞ社のプラοトϗーム（ܾ

済やσーλ؅ཧなど）をར用しているため、ࣗ

社が੹೚をෛうものではないと考えている、と

いう݁Ռがෳ数のΞンέート調査からݟてとれ

る。本ߘでは、͜れらの中小サービス業のサイ

͸͡Ίʹ
̍ɽαΠόʔηΩϡϦςΟのݱঢ়
（1）αΠόʔܸ߈のมભ

（2）αΠόʔܸ߈ʹΑΔඃ֐ঢ়گ

（�）αΠόʔηΩϡϦςΟのఆٛͱηΩϡϦςΟ

ΨΠυϥΠϯ

（�）中小企業のαΠόʔܸ߈ରࡦのঢ়گ

̎ɽαΠόʔηΩϡϦςΟରࡦʹؔ͢Δઌߦ研究
（1）中小企業ʹ͓͚Δରࡦの஗Ε

（2）αΠόʔηΩϡϦςΟʹඞཁͳରࡦ

（�）ઌߦ研究Λ౿·͑ͯ

̏ɽྫࣄ঺հ
（1）αΠόʔܸ߈ʹΑΓඃൃ͕֐ੜ͠ɺͦの後ର

ྫࣄԽͨ͠ڧΛࡦ

（2）αΠόʔηΩϡϦςΟΛؚΊͨ%9のڧԽʹ

औΓ૊ΜͰ͍Δྫࣄ

（�）αΠόʔηΩϡϦςΟରࡦಋೖαϙʔτఏڙ

ʹऔΓ૊ΜͰ͍Δྫࣄ

̐ɽ企業ଆのαΠόʔηΩϡϦςΟରࡦ
（1）*1AʹΑΔऔΓ૊Έ

（2）ඃ֐Λʮड͚ͳ͍ʯͨΊのରࡦ

（�）ඃ֐Λʮड͚ͨʯࡍのରԠͱ෮چ

̑ɽαΠόʔηΩϡϦςΟରࡦΛ企業ʹਁಁ
ͤ͞Δʹ͸

（1）業քごͱのΨΠυϥΠϯのඞཁੑ

（2）αΠόʔอݥΛ׆༻ͨ͠૝ఆඃֹ͓֐Αͼࣗ

ࣾのϦεΫのೝࣝ

（�）ࣾ಺のਓࡐҭ੒のݶքͱ֎෦ਓࡐの׆༻

͓ΘΓʹʙ஍Ҭの中小企業ࢧԉؔػの׆༻ʙ
ݙ文ߟࢀ
ྉࢿߟࢀ
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バーセキュリティ対策ਪਐにޮՌ的な対策を、

例企業や中小企業支援機関΁のインλビューࣄ

を通じて໌らかにしたい。

̍ɽαΠόʔηΩϡϦςΟのݱঢ়

（1）αΠόʔܸ߈のมભ

サイバーܸ߈は、国Ոに対するものとしてイ

ンϑラ（通信໢にো֐を発ੜさͤる）΁のܸ߈

からスλートした。ΞϝリΧでは、2010年4月に

は（$oNNJttee on /BtJonBM 4eDVrJtZ 4ZsteNs）

の4009ྩࢦʮ国Ո҆全อোシステムҕ員会用

をʮサイバースϖーܸ߈ʯにて、サイバーूޠ

スをհして、企業のサイバースϖースར用をඪ

的としたܸ߈で、ίンϐューティンάڥ؀やイ

ンϑラをࠞཚさͤ、ແޮ化、ഁյし、ѱҙを࣋

って੍ޚし、σーλの׬全性をഁյする、͋る

いは੍ޚされた৘ใを౪Ή͜とを目的とするも

の。ʯとఆٛした。そのޙ、国Ոに対するもの

だけではなく、企業がอ༗するʮॏ要৘ใʯで

͋るʮ੡඼։発に関するٕज़的な಺༰などの৘

ใʯからʮ個人৘ใ（ॅ所、資࢈ঢ়߁݈、گ

ঢ়گ）ʯを౪Έग़す、というものに޿がってきた。

͜れらの৘ใを౪Έग़し、ҋでചങする͜と

でརӹを上͛るものがग़てきた。それがਐ化し

て、౪Έग़さなくてもʮҰ୴システムがಈ作し

ないΑうにして、਎代ۚを要ٻするʯものがग़

てきた。ʮランサム΢ェΞʯで͋る。さらに、൜

の分業もਐ化しており、੬ऑなシステムをऀࡑ

用している企業のリストを作成するऀ、ラン࢖

サム΢ェΞ（システム）を։発するऀ、࣮ࡍに

1　ίンϐューλーセキュリティにおけるインシσントとは、ʮ৘ใおΑび੍ޚシステムのӡ用におけるセキュリティ上の問題としてଊえられるࣄ৅ʯをいう。
（+1$ERT)1Αり）https://www.jpDert.or.jp/BCoVtJnDJEent.htNM　2025年7月31日Ӿཡ

2　ϑィοシンάサイト（にΑるࣄҊ）とは、ܞଳి࿩会社、୐配業ऀ、ۚ༥機関をかたってిࢠϝーϧや4.4をૹ信し、本෺そっくりのِサイト（ϑィοシ
ンάサイト）に༠ಋし、*%やパスϫード౳をೖ力さͤるもの。当֘*%とパスϫードは不ਖ਼なऔҾにར用される。ܯ察ி)1ϑィοシンά対策ϖージ　
https://www.npB.Ho.jp/CVreBV/DZCer/DoVnterNeBsVres/phJshJnH.htNM　2025年7月31日Ӿཡ

࣮行するऀ、などに分化し、ҋサイトでリスト

やシステムのചങが行Θれるなど、いΘΏるʮ特

ఆྲྀಈ化൜ࡑάϧープ（トΫリュ΢）ʯのΑう

なܗになり、൜ࡑをऔりకまるのがΑり難しく

なっている。また、A*の発ୡにΑり、ӳݍޠだ

けではなくさま͟まな言ޠに対応する͜とがで

きるΑうになったため、日本もඪ的にされやす

くなっている。

つまり、サイバーܸ߈の಺༰はどΜどΜਐ化

しており、そのਐ化したものにৗに対ቂしなけ

れ͹ならないので͋る。

（2）αΠόʔܸ߈ʹΑΔඃ֐ঢ়گ

サイバーܸ߈のඃ֐ঢ়گ（図表�ɿインシσ

ントใࠂ関࿈݅数）をΈると、サイバーܸ߈の

インシσント1はຖ月2
000݅ఔ度ใࠂされてい

る。ただし、͜の数は͋くまでもサイバーܸ߈

のඃ֐が͋った、もしくはインシσントが発ੜ

したがඃ֐がແかったと企業がೝࣝし、ಧग़し

たもので͋る。

そのうちϑィοシンάサイト2にΑるものが໿

80ˋとなっている。ົ޼な手口で企業や個人の

*%やパスϫードを౪Έग़している。΄かにも、

ࣗ社の΢ェϒサイトがվ͟Μされるというもの

や、Ϛϧ΢ェΞにײછするというものが͋る。

Ϛϧ΢ェΞとは、ίンϐューλー΢イϧスとΑ

͹れていたものの最近のݺび໊で、ײછすると

σーλの઄औやվ͟Μのଞ、ϝーϧサーバーが

第ऀࡾ΁のܸ߈に࢖用されるものをいう。
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（ਤද1）Πϯγσϯτใ告ؔ࿈݅਺（202�年�月1೔ʙ 202�年�月�1೔）

インシσント 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ܭ߹ ׂ߹
ϑィοシンάサイト 1
685 1
733 1
607 1
490 1
423 1
320 1
619 1
476 1
685 1
585 1
779 1
903 19
305 83ˋ
8eCサイトվ͟Μ 8 20 15 61 25 7 8 21 24 53 25 17 284 1ˋ
Ϛϧ΢ェΞサイト 28 12 5 9 10 6 11 11 14 10 1 12 129 1ˋ
スキϟン 252 285 152 154 127 93 74 77 82 105 72 79 1
552 7ˋ
%o4/%Eos 0 1 2 0 5 4 0 3 1 4 0 2 22 0ˋ
ඪ的ܸ߈ܕ 2 0 0 0 1 5 0 2 0 1 0 0 11 0ˋ
そのଞ 305 347 145 107 188 112 177 123 153 161 137 135 2
090 9ˋ
ܭ߹ 2
280 2
398 1
926 1
821 1
779 1
547 1
889 1
713 1
959 1
919 2
014 2
148 23
393 100ˋ

（ग़所）Ұൠ社ஂ๏人+1$ERTίーσィネーシϣンセンλーʮインシσントใࠂ対応Ϩϙートʯ
https://www.jpDert.or.jp/pr/2025/*R@Report202424.pEG　20250731Ӿཡ

（චऀ作成）

3　ʮྩ࿨6年におけるサイバーۭؒをめ͙るڴҖの৘੎౳についてʯࢹܯிサイバーܯ察ہ（ྩ࿨7年3月）https://www.keJshJDho.Netro.tokZo.MH.jp/
kVrBshJ/DZCer/joho/JnGo@seDVrJtZ.pMes/HrBph.pEG

4　サイバーセキュリティ経営ガイドライン7er3.0.　経済࢈業ল　*1A　https://www.NetJ.Ho.jp/poMJDZ/netseDVrJtZ/NnH@HVJEe.htNM

ಠཱ行政๏人৘ใॲཧਪਐ機構（*1A）（Ҏ

Լ*1A）の中小企業に対する調査では、2022

年から2025年までの3期にΘたるサイバーイン

シσントにΑるඃ֐発ੜֹは、ฏۉで73ສԁ、

最大஋は໿1ԯԁとなっている。また、ඃޙ֐

の෮چ期ؒはฏۉで5.8日と΄ぼ1िؒで、最

大では360日（໿1年）を要したというσーλ

が͋る（図表�）。

（ਤද2）աظ�ڈʹ͓͚ΔαΠόʔΠϯγσϯτ
ʹΑΔඃൃ֐ੜֹͳͲ

߲目 ฏۉ஋ 最大஋
ඃ֐総ֹ ໿73ສԁ 1ԯԁ
発ੜ回数（回） 1.1 40
෮چ期ؒ（日） 5.8 360

（ग़所）ʮ中小企業における৘ใセキュリティ対策に関する࣮ଶ調
査ʕใࠂॻʵʯ（2025）*1A
https : //www. JpB .Ho . jp/seDVr J tZ/repor ts/sNe/
nM10CJ000000GCWD�Btt/sNe�DhoVsB�report2024r1.pEG

また、ྩ ࿨6年のランサム΢ェΞඃ݅֐数は、

લ年とൺֱして大企業のඃ݅֐数がݮগする

Ұํ、中小企業のඃ݅֐数が૿加している3。

͜れらはインシσントのಧग़σーλからの分

ੳで͋り、ඃ֐が発ੜしたがಧग़していないέ

ースや、いまだඃ֐が発֮していないέース（Ϛ

ϧ΢ェΞが৵ೖしているがͮؾいていない場߹

など）はؚまれていないという点にも注ҙしたい。

（�）αΠόʔηΩϡϦςΟのఆٛͱηΩϡϦ

ςΟΨΠυϥΠϯ

サイバーセキュリティのఆٛについては、サ

イバーセキュリティج本๏（ฏ成26年๏཯第

104号、ҎԼʮج本๏ʯ）第2৚にه載されている。

อޢす΂きもの（ાஔ対৅ɿᶃ৘ใ、ᶄ৘ใシ

ステム、ᶅ৘ใ通信ネοトϫーΫ）について必

要なાஔがߨじられ、それがద੾にҡ࣋؅ཧさ

れている͜とを目的としている。৘ใの$*A（機

ີ性（$onGJEentJBMJtZ）、׬全性（*nteHrJtZ）、

Մ用性（AWBJMBCJMJtZ））がकられる͜とや、֎

෦からのサイバーܸ߈のΈならͣ、ʮそのଞの

当֘৘ใの҆全؅ཧのために必要なાஔʯとい

う಺෦不ਖ਼に対する対策౳もؚまれる。

また、ج本๏のଞにガイドラインが作成され

ている。サイバーセキュリティ経営ガイドライン

7er3.04（ҎԼ、経営ガイドライン）では、サイバ
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ーܸ߈の಺༰のม化に対応してʮサプライチェ

ーンには੡造業における෦඼調ୡのΑうな関係

のΈならͣ、֎෦のσジλϧサービスのར用や

システムಉ࢜の࿈ܞなど、σジλϧڥ؀を通じ

た多༷かつඇఆܕの企業ؒのつながりもؚΉʯ

とఆٛし、ैདྷのサプライチェーンのఆٛをม

をར用してڥしている（図表�）。σジλϧ؀ߋ

いる企業は全て対策が必要で͋るという͜とだ。

（ਤද�）ɹαΠόʔηΩϡϦςΟର͕ࡦඞཁͳ企業

（චऀ作成）

中小企業には、サプライチェーンの中で、大

企業౳औҾઌのࣔࢦɾ要੥にΑってサイバーセ

キュリティ対策を࣮ࢪしている企業が͋るҰ

ํ、大企業のࢦಋがಧきにくい、஍Ҭにࠜࠩし

た小規模な個人ࣄ業ऀが多い業界、多༷なސ

٬૚に対応する必要が͋る業界、分ܕࢄのࣄ

業構造を࣋つ業界が͋る。ओにはཧඒ༰業、

ཱྀ館業、ҿ৯業、小ച業などで͋る。͜れらの

中小サービス業は、औҾઌ౳からのࣔࢦɾ要੥

がない͜とに加え、社಺に特ڐやٕज़的な಺༰

などのॏ要な৘ใがແいという考えや、ଞ社の

プラοトϗーム（ܾ済やσーλ؅ཧなど）をར

用しているため、ࣗ社が੹೚をෛうものではな

いと考えている、というΞンέート݁Ռが͋る。

（�）中小企業のαΠόʔܸ߈ରࡦのঢ়گ

中小企業に対して࣮ࢪした、さま͟まなリス

Ϋが発ੜしたࡍの൓ল点に関するΞンέート݁

Ռが͋る（図表�）。͜の調査は、Ұൠ社ஂ๏人

日本ଛ֐อڠݥ会が中小企業のࣗ社をऔり巻く

リスΫのೝࣝঢ়گについて調査したもので、リ

スΫが発ੜしたと౴えた回౴ऀに対し、リスΫ

発ੜ࣌の൓ল点をෳ数回౴でฉいている。

୉ۂة͹ࢨ಍͗಩͘Ώͤ͏ؖܐʤ੣ଆۂ͹෨඾௒ୣ͹Γ͑͵ͯ͵͗Εʥ
୉ۂة͹ࢨ಍͗಩͘Ͷ͚͏ؖܐʤυζνϩڧ؂Ν௪ͣͪͯ͵͗Εʥ�

ӨΪ΢χϧ΢ϱܨ ver3.0 Ґ઴

ӨΪ΢χϧ΢ϱܨ ver3.0 Ґ߳

୉ۂة͹ࢨ಍͗಩͘
Ώͤ͏܊ۂة

୉ۂة͹ࢨ಍͗಩͘
Ͷ͚͏܊ۂة
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（ਤද�）ϦεΫൃੜ࣌の൓ল఺ͳͲ
（nʹリスΫ発ੜ݅数、発ੜൺ཰はˋ）

n

リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
が
不
足

し
て
い
た
と
思
う

被
害
額
が
こ
ん
な
に
も
高
く
な

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

う
ち
の
会
社
で
は
ま
さ
か
起
こ

ら
な
い
と
思
っ
て
い
た

現
状
の
対
策
で
十
分
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た

社
内
体
制
を
整
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た

社
員
教
育
／
啓
発
／
研
修
が
不

足
し
て
い
た
と
思
う

業
務
フ
ロ
ー
に
も
と
も
と
不
安

を
感
じ
て
い
た

業
績
が
順
調
だ
っ
た
の
で
、
リ
ス

ク
に
目
を
向
け
て
い
な
か
っ
た

相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
か
っ
た

リ
ス
ク
管
理
の
責
任
者
が
定
ま
っ

て
い
な
か
っ
た

風
評
被
害
な
ど
、
二
次
的
な
被

害
ま
で
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

被
害
に
よ
り
取
引
先
の
信
頼
が

落
ち
た
と
思
う

全ମ 276 47.8 47.5 39.9 37.7 31.2 29.3 27.5 26.4 26.4 25.7 23.6 23.6

リ
ス
ク

ࣗવ֐ࡂ 120 45.8 54.2 37.5 35.0 29.2 26.7 21.7 23.3 25.8 27.5 21.7 17.5
サイバーリスΫ 45 64.4 53.3 64.4 51.1 48.9 44.4 40.0 48.9 44.4 33.3 46.7 40.0
経済ڥ؀リスΫ 78 48.7 50.0 35.9 37.2 33.3 28.2 30.8 23.1 28.2 21.8 20.5 20.5
౳にΑる࢈٬औҾઌのഇ業や౗ސ
ച上のݮগ 101 53.5 49.5 41.6 35.6 27.7 25.7 30.7 24.8 30.7 23.8 21.8 23.8

੡造෺に関するଛ֐ഛঈ 31 51.6 51.6 45.2 41.9 51.6 61.3 48.4 29.0 29.0 35.5 38.7 32.3
ै業員からのଛ֐ഛঈ੥ٻ 10 70.0 40.0 60.0 50.0 70.0 80.0 30.0 40.0 30.0 40.0 60.0 30.0
ഛঈ֐຿中やҠಈ中におけるଛۈ 37 54.1 51.4 43.2 54.1 45.9 48.6 35.1 32.4 40.5 40.5 32.4 24.3
஌的ݖ࢈ࡒ৵֐リスΫ 8 37.5 62.5 50.0 25.0 37.5 25.0 50.0 12.5 50.0 25.0 37.5 37.5
人ྲྀࡐग़リスΫ 41 48.8 43.9 43.9 39.0 46.3 41.5 41.5 31.7 24.4 24.4 31.7 29.3
そのଞ 15 40.0 26.7 20.0 33.3 6.7 13.3 13.3 13.3 13.3 6.7 13.3 13.3

（ग़య）ʮ中小企業におけるリスΫҙࣝɾ対策࣮ଶ調査2024調査݁Ռใࠂॻ2025年3月ʯҰൠ社ஂ๏人日本ଛ֐อڠݥ会
https://www.sonpo.or.jp/sNe@JnsVrBnDe/Bssets/pEG/sNe@report2024.pEG

5　総຿লɾ経済࢈業লʮྩ࿨3年経済センサスʵ活ಈ調査ʯ࢈業ผ規模ผ企業数（ຽ営、ඇҰ࣍࢈業、2021年）Αり（2025年൛中小企業നॻ、෇属౷ܭ
資ྉ）　https://www.DhVsho.NetJ.Ho.jp/pBNqet/hBkVsZo/2025/DhVsho/G1.htNM

サイバーリスΫに関しては、ʮうちの会社で

は、まさか͜ىらないとࢥっていたʯが64.4ˋ、

ʮݱঢ়の対策でे分だΖうとࢥっていたʯ51.1

ˋなど、総じてଞのリスΫΑり高い数஋となっ

ている。͜れは、サイバーインシσントの発ੜ

が多くなっているにも関Θらͣ、対策をऔΖう

というҙࣝが௿いという͜とで͋る。とಉ࣌に、

ʮ૬ஊできる૬手がいなかったʯが44.4ˋで͋

るなど、リスΫとしてうすうすೝࣝしてはいた

ものの、۩ମ的にԿをす΂きかΘからないとい

うのも本ԻだったとࢥΘれる。

中小企業では、Ұ؏ੜ࢈しൢചまで手ֻけ

ている企業はগない。ैって、大企業のサプラ

イチェーンに属する੡造業においては、大企業

からのࢦಋがಧきやすい関係に͋り、サイバー

セキュリティ対策の۩ମ的なࣔࢦのもと、対策

がਐΜでいると言えΑう。

経営ガイドラインではサイバーܸ߈のม化に

対応し、サイバーセキュリティ対策が必要な企

業の࿮を͛޿、対策の強化をਪ঑している。

͜͜では中小サービス業の例として、サービ

ス業のうち企業数がҰ൪多い5、॓ധ業ɾҿ৯サ

ービス業のঢ়گをݟる。図表�は中小企業の*T

関࿈投資ֹで͋る。中小企業全ମでは*T投資

をしていない企業が໿60ˋで͋るのに対し॓ധ

業ɾҿ৯サービス業では70ˋを௒えている。また、

いͣれのֹۚ૚においても、॓ധ業ɾҿ৯サー

ビス業が全ମΑりも௿い݁Ռになっている。
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（ਤද�）৘ใηΩϡϦςΟରࡦ౤ֹࢿ（*Tثػ΍ࣾһ΁のڭҭ౳΋ؚΉ）

（ग़య）ʮ2024年度中小企業における৘ใセキュリティ対策に関する࣮ଶ調査ʵใࠂॻʵʯ2025年5月ಠཱ行政๏人৘ใॲཧਪਐ機構
https://www.JpB.Ho.jp/seDVrJtZ/reports/sNe/sNe�sVrWeZ2024.htNM

（චऀ作成）

投資していない企業の投資しないཧ༝のう

ち、ʮίストがかかりす͗るʯʮඅ用対ޮՌがݟ

えないʯというཧ༝は全ମにൺ΂て॓ധ業ɾҿ

৯サービス業の΄うが௿い。Ұํで、ʮ必要性

をײじていないʯというཧ༝は全ମが໿44ˋな

のに対し、॓ധ業ɾҿ৯サービス業は໿54ˋと

なっている（図表�）。

（ਤද6）౤͍ͯ͠ࢿͳ͍企業の౤͠ࢿͳ͍ཧ༝

（ग़య）ʮ2024年度中小企業における৘ใセキュリティ対策に関する࣮ଶ調査ʵใࠂॻʵʯ2025年5月ಠཱ行政๏人৘ใॲཧਪਐ機構
https://www.JpB.Ho.jp/seDVrJtZ/reports/sNe/sNe�sVrWeZ2024.htNM

（චऀ作成）
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（ਤද�）ඞཁੑΛ感͡ͳ͍ཧ༝

（ग़య）ʮ2024年度中小企業における৘ใセキュリティ対策に関する࣮ଶ調査ʵใࠂॻʵʯ2025年5月ಠཱ行政๏人৘ใॲཧਪਐ機構
https://www.JpB.Ho.jp/seDVrJtZ/reports/sNe/sNe�sVrWeZ2024.htNM

（注）ʮଞ社とのネοトϫーΫ઀ଓがないʯとは、ൢചઌ（発注ݩ企業）や࢓ೖઌ（ҕୗɾڠ力企業）のネοトϫーΫと௚઀システムが઀ଓ
しているঢ়گをいう。インλーネοトをհしてଞ社のシステムをʮ࢖用しているʯものはؚまない。

（චऀ作成）

さらに、必要性をײじないと回౴したऀにそ

のཧ༝をਘͶたと͜Ζ（図表�）、ʮଞ社とのネ

οトϫーΫ઀ଓがないためʯが全ମでは໿31ˋ

に対し、॓ധ業ɾҿ৯サービス業では໿44ˋ

となっている。多くの॓ധ業ɾҿ৯サービス業

は、ൢചઌ（発注ݩ企業）や࢓ೖઌ（ҕୗɾ

力企業）のネοトϫーΫと௚઀システム։発ɾڠ

構ஙしたものを࢖用していないという͜とで͋

Ζう。そのଞに、ʮॏ要৘ใをอ༗していない

ためʯやʮࣄ業のܧଓに大きな影響がないためʯ

というཧ༝が॓ധ業ɾҿ৯サービス業では全ମ

Αりも高い。Ұํで、ʮطにे分な対策がとら

れているからʯというཧ༝は全ମの΄うが॓ധ

業ɾҿ৯サービス業Αりも高い。多くの॓ധ業ɾ

ҿ৯サービス業はサイバーリスΫ対策の必要性

をײじていないので͋る。

と͜Ζが、サイバーܸ߈が࣌代とともにม化

している͜とを౿まえた対策が必要になってい

る。もちΖΜ、今も個ผ企業（૊৫）にૂいを

ఆめたサイバーܸ߈が͋るとࢥΘれるが、୯७

に਎代ۚを要ٻするʮランサム΢ェΞܸ߈ʯも

૿加している。͜うしたܸ߈をडけた場߹は、

ࣗ社の業຿がఀࢭしてしまう。そのため、業຿

がఀࢭしたときのリΧバリーやࣄ業ܧଓなどを

౿まえた対策が必要で͋る。
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̎ɽαΠόʔηΩϡϦςΟରࡦʹؔ͢
Δઌߦ研究

（1）中小企業ʹ͓͚Δରࡦの஗Ε

中小企業におけるサイバーセキュリティ対策

の஗れについてࢦఠする研究は多く、そのഎܠ

΁の言及も多い。

ɾழມ（2019）は、中小企業のサイؒٱࠤ

バーセキュリティ対策が஗れているഎܠに、サ

イバーܸ߈にΑり発ੜするリスΫやその対策、

อݥ商඼の಺༰の不ಁ໌さが͋るとしている。

また、企業規模が小さい΄ど、社಺に৘ใセキ

ュリティ୲当ऀをஔいていない͜とや৘ใセキ

ュリティڭҭを࣮ࢪしていない͜とについても

。ఠしているࢦ

ా中΄か（2022）は、中小企業がセキュリテ

ィ対策をਐめていくに͋たっては、ࣗ૊৫のセ

キュリティ対策ঢ়گがे分で͋るかどうかを҆

ՁにՄࢹ化し、足りない点にどういった機能や

対策が必要で͋るかをΘかりやすく提言するΑ

うな࢓૊Έやサービスが必要で͋る、とࢦఠし

ている。

஛಺（2022）は、中小企業はサイバーセキュリ

ティ対策が必要とײじていても、औり૊Ή༏ઌ

ॱҐが௿いために、対策を࣮ࢪしていないので

͋り、中小企業がサイバーセキュリティ対策を

ਐめ͟るをಘないΑうなڥ؀をつくる͜との必要

性をࣔࠦしている。۩ମ策としてڥ؀੔උ、ಈ

機ͮけ౳を͛ڍているが、いͣれもطに࣮ࢪさ

れていながらも成Ռがແいものとೝࣝしている。

6　Ұൠ社ஂ๏人日本ࣗಈं工業会)1ʮࣗಈं࢈業サイバーセキュリティガイドラインʯ企業の規模にΑらͣにར用できる必要最௿限࣮ࢪす΂き߲目に加え、
なるϨϕϧΞοプ߲目を௥加したもの　https://www.jBNB.or.jp/operBtJon/Jt/DZC@seD/DZC@seD@HVJEeMJne.htNMߋ

中小企業のサイバーܸ߈対策がਐΜでいな

いという࣮ଶが、Ξンέート݁Ռからもݟてと

れる。大企業がࣗ社のサプライチェーン全ମで

サイバーセキュリティ対策を行う中で、必要な

対策をࣔࢦされ、それを࣮行しなけれ͹ならな

い企業はطに対策済もしくは対策にண手してい

るものとචऀは考える。例え͹、ࣗಈं࢈業で

は、ࣗ工会ʗ෦工会ɾサイバーセキュリティガ

イドライン6で、企業の規模にΑらͣ、必要最

௿限࣮ࢪす΂き߲目などをとりまとめ、ެ表し

ている。ࣗಈंϝーΧーやサプライチェーンを

構成する企業に対するサイバーセキュリティ対

策のج४として活用されている。

ୢາ（2023）は、サイバーܸ߈にඋえるため

のサイバーセキュリティ投資は、ʮίストʯで

はなく、ʮࡒɾサービスのՁ஋やϒランドイϝ

ージを௿めないための投資ʯととらえる΂きだ

とओுする。

（図表�）に͋る通り、リスΫ発ੜ࣌の൓ল点

の中にも、ʮ෩ධඃ֐など、ೋ࣍的なඃ֐まで

૝ఆしていなかったʯ46.7ˋやʮඃ֐にΑりऔ

Ҿઌの信頼がམちたとࢥうʯ40.0ˋなどの回౴

ൺ཰がࣗવ֐ࡂや経済ڥ؀リスΫなどଞのリス

Ϋとൺ΂て高くなっている。४උをしていなか

った͜とが、ࡒɾサービスのՁ஋やϒランドイ

ϝージをଞ社のそれΑりも௿くしてしまうとい

う͜とで͋Ζう。だとするなら͹、中小サービ

ス業で͋る、॓ധ業ɾҿ৯サービス業のΑうな

中小企業も、ࣗ社のධՁをམとさないために、

サイバーセキュリティ対策を行う必要が͋る。
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（2）αΠόʔηΩϡϦςΟʹඞཁͳରࡦ

サイバーܸ߈はडけない͜と、डけてもイン

シσントにࢸらない͜とが第Ұで͋る。しかし

ながら、近年のサイバーܸ߈のਐ化を考えると、

7　多要ૉೝূとは、Ϣーβーがシステムにϩάインするࡍに、஌ࣝ৘ใ（*%、パスϫード）のଞに所࣋৘ใ（スϚートϑΥンや*$Χードなど）もしくはੜ
ମ৘ใ（ࢦ໲やإೝূなど）というҟなるೝূ要ૉを૊Έ߹Θͤて本人֬ೝを行うํ๏

๷ޚしているから҆心とは言えない。ܸ߈をड

けたࡍに、いかにඃ֐を最小限に৯いࢭめ、ࣗ

社の活ಈをܧଓできるかに࣠足をஔく必要が͋

る。

（ਤද�）αΠόʔܸ߈΁のରԠ

（ग़所）ଛอڠ会)1　https://www.sonpo.or.jp/sNe@JnsVrBnDe/DZCer�hoken/　を参考にචऀ作成

サイバーܸ߈΁の対応は4ஈ階に分かれる。

発ੜલの対策ɾඋえ、インシσント発ੜ࣌の行

ಈ、ॳಈ対応、そしてޙॲཧで͋る（図表�）。

対策ɾඋえについては、国Ոެ҆ҕ員会΄

か（2025）が、不ਖ਼ΞΫセス行ҝのೝ஌ɾݕ

、から、不ਖ਼ΞΫセス行ҝの手口をまとめگঢ়ڍ

対策もهしている。パスϫードの設ఆɾ؅ཧの

؁さをىҼとした൜行、ࣝผූ号（*%ɾパスϫ

ード）を஌りうるཱ場に͋った人෺にΑる൜行

が多い͜とを͋͛、ै業員ڭҭ（パスϫードの

؅ཧやϑィοシンά΁の注ҙىש）が必要とࢦ

ఠする。また、日ৗ的にシステムを最新のঢ়ଶ

にする（サーバーやΞプリέーシϣンプϩάラ

ムのセキュリティパοチద用、ιϑト΢ェΞの

バージϣンΞοプを行う）͜とがサイバーܸ߈

の཈ࢭにつながるとしている。さらに、多要ૉ

ೝূ7の௥加もਪ঑している。

લのඋえとして૊৫ࣄ、಺΄か（2021）はࢁ

ؒίミュχティ܇࿅をਪ঑している。サイバー

セキュリティインシσント発ੜ࣌は、૊৫಺に

おける特ఆのઐ໳ՈのΈが対応できれ͹ྑいも

のではなく、全員がそれͧれの໾ׂを࣋った対

応をする必要が͋る。༷ʑな੍໿Լでのシナリ

Φを作成しܧଓ的な܇࿅をする͜とがミスίミ

ュχέーシϣンをܰݮし、ਝ଎ɾ的֬な対応を

行う͜とができるΑうになる、という。

ੴ઒（2023）もҩྍ機関においてҩྍ෦໳、

຿෦໳など多৬छؒでϘードήーࣄ、෦໳ޢ؃

ムを用いた܇࿅を行う͜とで、インシσント発

ੜ࣌のそれͧれの行ಈを֬ೝしてஔく͜とはޮ

Ռ的という。͜れも、૊৫ؒでの࿈ܞがとれる

Αうに४උするという͜とで͋る。

ୠし、ࢁ಺΄か（2021）、ੴ઒（2023）は、

いͣれもインシσント発ੜલ（४උஈ階）の܇

࿅で、かつ、それͧれの໾ׂを໖ີに作り͜Μ

だシナリΦを作成していた。中小企業が͜れだ

けの४උɾ܇࿅をするのは難しい。発ੜલの対

策（४උ）としてのै業員ڭҭは、ैདྷからサ

ଲࡨʀඍ͓

•εητϞଲԢ
•ਕگࡒү

΢ϱευϱφ൅ਫ਼ݗ
எ

•௒ࠬ
•෰ݫՆ൳͹൓இ

ॵಊଲԢ

•ๅࠄʀޮන
କ൓இܩۂࣆ•

ॴཀྵޛ

•෰ڈ
ࢯ൅๹࠸•
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イバーセキュリティ対策として言Θれてきた͜

と（国Ոެ҆ҕ員会΄か（2025）ɿパスϫード

؅ཧ、ιϑトを最新バージϣンにߋ新、ոしい

ϝーϧは։෧しないなど）で͋り、中小企業で

もཧղがਐΜでいる。

また、対策ɾඋえでのཹҙ点というҙຯで、

Җڴ౳のܸ߈੉΄か（2021）は、サイバーࢢ

がਐ化している͜とをؑΈ、ڴҖはڥ界֎෦に

のΈଘࡏするのでڥ界಺෦に৵ೖしないΑうに

すれ͹Αい（ʮڥ界๷ޚϞσϧ（ϖリϝλϞσ

ϧ）ʯ）という考えํから、Ϋラ΢ドやインλー

ネοトをར用する͜とで社಺と社֎のڥ界ઢが

なくなり、いつڴҖが発ੜしてもおかしくない

（ʮθϩトラストϞσϧʯ）とೝࣝして対応する

必要が͋るとࢦఠする。

໦ଜ΄か（2017）は、経営ऀࣗ਎がओମと

なって、ࣄ業ܧଓに影響を及ぼすリスΫのચい

ग़しを行い、ʮ（ࣗ社が提供している）サービス

の中அʯ、ʮσーλのྲྀग़ʯ、ʮϨϐュテーシϣン

リスΫʯの3つをҙࣝした行ಈをとる必要が͋

るとࢦఠする。そして、サイバーܸ߈をडけた

化し、経営൑அがՄ能なମ੍ࢹのリスΫをՄࡍ

を作る必要が͋るとしている。

。についての言及も͋るݥ対策として、อޙࣄ

がݥ企業にサイバーอޙは、今（2021）ֶڭ

必要になるとओுする。多くの日本企業はࣗ社

のシステムӡ用を全໘的にシステムϕンμーに

ґଘしている。ط஌のサイバーܸ߈の場߹、͜

れらのܸ߈にΑるଛࣦについては、システムϕ

ンμーにその੹೚を問う͜とができるかもしれ

ないが、ະ஌のサイバーܸ߈がݪҼの場߹は、

不Մ߅力でも͋り、そのଛࣦの੹೚を問う͜と

は難しい、という必要ཧ༝を͛ڍている。

とίンサϧティݥԼ（2023）は、*1Aがอࢁ

ンάを݉Ͷඋえたܗの支援策を提供しており、

ޮՌが期待されるとするҰํで、中小企業にਁ

ಁしていない͜とをࢦఠし、さらなる対応強化

が必要としている。

（�）ઌߦ研究Λ౿·͑ͯ

ઌ行研究では、中小企業のサイバーセキュリ

ティ対策がਐΜでいないഎܠとして、人ࡐ不足、

リスΫをՄࢹ化するサービスがແい、対策ਪਐ

をίストとೝࣝしているなどのࢦఠがされてい

る。ैって、対策ਪਐにはサイバーセキュリテ

ィ対策をਐめ͟るをಘないڥ؀をつくる必要が

༗るのではないかというҙݟが͋る。また、サ

イバーܸ߈にΑるඃ֐をडけないために、企業

にΑるシステム対応や人ڭࡐҭの必要性に言及

している。加えて、サイバーܸ߈のਐ化にΑり、

ৗに新しいछྨのܸ߈が͋る͜とから、ඃ֐の

発ੜを໔れない͜とをલ提として、ଛࣦをิう

ためのサイバーอݥ加ೖをਪ঑している。

大企業のࢦಋのもとにサイバーセキュリティ

対策をਐめている企業は、サイバーセキュリテ

ィ対策をਐめ͟るをಘないڥ؀に͋り、リιー

スの不足やίスト໘でのෛ୲をཧ༝にޙ回しに

できないঢ়گに͋るとਪଌできる。

と͜Ζが、࣮ࡍにサイバーセキュリティ対策

がਐΜでいない、大企業のࢦಋがಧきにくい中

小サービス業に対して、サイバーセキュリティ

対策をਐめ͟るをಘないڥ؀を作り、リιース

の不足やίスト໘でのෛ୲をܰݮするためのํ

策を提供すれ͹、サイバーセキュリティ対策が

ଅਐされるというが、どのΑうに中小企業にಧ

けるのかについて言及するものはগない。
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本ߘでは、サイバーセキュリティ対策をΑり

多くの中小企業にಧけるにはどのΑうなํ策や

ମ੍が๬ましいのかについて໌らかにする。そ

のうえで、中小サービス業のऔり૊Έを౿まえ、

どうすれ͹サイバーセキュリティ対策をਐめ͟

るをಘないڥ؀になるのか、また、リιースの

不足やίスト໘でのෛ୲ܰݮのํ策として஍Ҭ

の中小企業支援機関のサϙートମ੍としてԿが

༗ޮかを֬ೝする。

̏ɽྫࣄ঺հ

では、サイバーセキュリティ対策をਐめ͟る

をಘないڥ؀をつくるにはԿが必要か、また、

リιースの不足や対策ਪਐίストのෛ୲という

ཧ༝で対策をޙ回しにしている企業に対してど

のΑうな支援が考えられるのか、個ผ企業（2社）

と支援機関（1ஂମ）΁のώΞリンά調査から

໌らかにしたい。

個ผ企業1社はサイバーܸ߈にΑり業຿に࢖

用するサーバーがఀࢭするなどのඃ֐をडけ、

そのޙ対応を強化した企業で͋る。サイバー߈

ܸをडけた͜とで、サイバーセキュリティ対策を

強化ͤ͟るをಘないঢ়گになった企業のそのޙ

の対応を֬ೝした。もう1社は%Xの強化にऔり

૊Ή中でサイバーセキュリティ対策もਐめてい

る企業で͋る。当社では、社಺の*T人ࡐが%X

ਪਐɾ؅ཧとサイバーセキュリティ対策のバラン

スをऔってਐめており、ࣗ社のঢ়گに߹Θͤて、

どのΑうなਫ४までサイバーセキュリティ対策を

するのかなどの考えํについて֬ೝした。また、

஍Ҭの中小企業にサイバーセキュリティ対策を

ಋೖするサϙートをしている૊৫がそのサϙー

トମ੍をどのΑうに構ஙしたのかを֬ೝした。

（1）αΠόʔܸ߈ʹΑΓඃൃ͕֐ੜ͠ɺͦの

後ରࡦΛڧԽͨ͠ྫࣄ

૊߹໊ ੩Ԭ給৯ڠಉ૊߹　੩Ԭ給৯センλー
設ཱ 1963年9月設ཱ

代表ऀ 代表ཧؠ　ࣄҪହ࣍࿠
（日本Ϩーϕϧ印刷᷂代表औక໾社௕）

ग़資ۚ 78
762ઍԁ

業಺༰ࣄ
、けห当੡造ɾ配ୡ（日ସりห当޲業所ࣄ
༮ஓԂห当、࢓ग़しห当）、֤ࢪ設などの業
຿डୗ、৯඼のडୗ加工੡造、ྫྷౚࣄ業

所ࡏ஍ ੩Ԭݝ੩Ԭࢢ
૊߹員 業所ࣄ342
ै業員数 216໊

（注）੩Ԭ給৯ڠಉ૊߹؅ཧ෦௕໺࡚խ代ࢯに2025年6月12日に
インλビュー࣮ࢪ

（ग़所）੩Ԭ給৯ڠಉ૊߹)1（https://sR�MBnDh.DoN/BCoVt/）
2025年8月1日Ӿཡ

੩Ԭ給৯ڠಉ૊߹（ҎԼ、૊߹）は、੩Ԭ

機ցۚ属工業ஂ஍಺の企業を中心にห当をಧけ

る給৯ࣄ業を行っている。また、社員৯ಊなど

の֎෦ࢪ設での調ཧ作業のडୗも行っている。

企業からのห当の注文は、)1上からの௚઀ೖ

力のଞ、FAXɾి࿩でもड෇している。FAXɾ

ి࿩の分は૊߹でシステムにೖ力している。

ランサム΢ェΞに৵ೖされるというサイバー

をडけたのは、2021年2月8日（月）でܸ͋߈

った。ૣே7ɿ00ࠒにग़社してくるӫཆ࢜が1$

で作業用ϑΝイϧを։͜うとしたと͜Ζ、։け

ないঢ়ଶになっていた。໺࡚؅ཧ෦௕がװجサ

ーバーのϞχλーを֬ೝし、いつもとҧう、お

かしいとײじたため、װجサーバーのϕンμー

企業A社に࿈བྷをࢼΈた。だが、ϕンμーの

อकϝンテナンスはฏ日9ɿ00ʵ17ɿ00で͋り、

࿈བྷがऔれないঢ়ଶで͋った。૊߹にはװج

サーバーとはผにσーλをอ؅しているサーバ

ーが͋り、͜ちらのサーバーのϕンμー企業#

社の୲当ऀ$ࢯに࿈བྷしঢ়گをઆ໌すると、ج

サーバーが΢イϧスに৵ೖされている͜とがװ
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൑໌。そ͜で、$ࢯからॳ期対応についてઆ໌

され、その通りに໺࡚؅ཧ෦௕が૊߹಺でࣔࢦ

をした（۩ମ的にはແઢ8*F*ɾ༗ઢのLA/を

֎す、֎෦に͋る1$はར用しないなど）。

当日の給৯の注文࿈བྷは、1$での作業ができ

٬৘ใの֬ೝと給৯注文಺༰のೖ力がでސ、ͣ

きないঢ়ଶで͋った。໺࡚؅ཧ෦௕は٬ސの信

頼をଛなΘないためにもࣄ業ܧଓが第Ұと൑அ

し、配ୡ୲当ऀに対して、ి࿩ɾFAXで࿈བྷが

͋ったものなど、֬ೝ఻ථを手मਖ਼して対応す

るというࣔࢦをग़した。そして、ࠞཚが༧૝さ

れるため、給৯を多めに作り、配ୡ୲当は配ୡ

ंに多めにੵΈࠐΈ、ઌํにಧけるࡍに給৯の

数を֬ೝしてஔいてくる、というମ੍でྟΜだ。

Ұํ、当日の業຿ӡ営とฒ行して、サーバー

の回෮のための対応もٸがれた。9ɿ00にװج

サーバーのサϙート୲当に࿈བྷがついたが、ط

にࣄ຿所಺は大ࠞཚとなっていた。૊߹はװج

サーバーの4Eと૊߹の໾員ならびにࣄ຿ہ௕、

໺࡚؅ཧ෦௕でཌ日Ҏ߱の営業、今ޙの対策

やํ਑をݕ౼した。業຿のܧଓが第Ұで͋ると

いう݁論から、۩ମ的な行ಈがܾまっていった。

ランサム΢ェΞにײછしていたサーバーに

は、社಺の共༗ϑΝイϧがೖっており、σーλ

はす΂て҉号化されていた。そのԼに2つのシ

ステムがついていたが、͜ちらはผのパスϫー

ドを࢖っていたため、٬ސ৘ใがೖっていたシ

ステムはײછしておらͣ、そちらはಈかす͜と

ができた。また、Ϋラ΢ド上のバοΫΞοプか

らσーλを໭す͜とができた。

当日を৐りӽえたޙのॲཧもࠔ難で͋った。

日ৗ業຿のਖ਼ৗ化のため、社಺の共༗ϑΝイϧ

8　UT.（UnJpeE ThreBt .BnBHeNentɿ౷߹ڴҖ؅ཧ）とは、企業のネοトϫーΫをकるために、必要な機能をҰ୆で提供する੡඼。

がফࣦしたため、ຖ日࢖うΤΫセϧシートなど

をٸۓ性の高いものから作り௚すのに࢒業で対

応した。෮چまでに1か月ఔ度要した。

システム໘での対応も必要になった。ランサ

ム΢ェΞにײછした経࿏は当社が当࣌࢖用して

いたUT.8ではϩάを௥い੾れͣ、໌֬なײછ

経࿏がΘからなかった。なお、ޙࣄ対応として

セキュリティ強化のために、サーバーやΫラ΢

ドについてのܖ໿の௥加ɾมߋや、新たなπー

ϧのಋೖが必要となった。

औҾઌɾ٬ސ΁の対応もٸ຿で͋った。औҾ

ઌや٬ސに対しては、ཌ日には個ผに文ॻでラ

ンサム΢ェΞにײછした͜とをઆ໌した。)1

上にも文ॻಉ༷のઆ໌文を掲載した。ి࿩での

র会に対しても文ॻ಺༰とಉ༷のઆ໌を行っ

た。文ॻの಺༰は、ʮ不ศや心配をかけている

͜とのʰँࡑ ʯɦに加えて、ᶃランサム΢ェΞに

用ͤ࢖છした͜と、ᶄ（࿈བྷには）ϝーϧをײ

ͣి࿩かFAXで࿈བྷしてもらいたい͜と、ᶅ

ϝーϧが࢖用できるΑうになったらվめて࿈བྷ

する͜と、に加え、ᶆ（ඃ֐を֦大さͤないた

めに）ϝーϧを௚઀୲当ऀにૹ෇しないでもら

いたいʯとした。当࣌はʮϝーϧにΑるײછ֦大ʯ

がؾになっていた͜とや、૊߹಺෦でもҰ࣌的

にʮϝーϧの࢖用をఀࢭしていたʯためで͋る。

૊߹の対応として、ᶃす͙にऔҾઌ（࢓ೖઌ、

ൢചઌ）に࿈བྷした͜と、ᶄऔҾઌଆにඃ֐が

ແかった͜と、ᶅ個人৘ใ౳の৘ใが࿙れる͜

とがなかった͜と、ᶆॳ期対応で最௿限6୆の

パιίンがಈかͤるΑうになった͜と、ᶇ6୆

の1$にはΫラ΢ドストϨージからσーλの෮

ができた͜となどから、当日Ҏ߱配ୡも通ৗچ
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通り行う͜とができた。

ײ日ஊになるが、当日ே、ランサム΢ェΞޙ

છかどうか໌֬になっていなஈ階で、ૣ期にネ

οトϫーΫःஅを行ったので、ඃ֐が֦大しな

かった。૊߹ではサーバーをෳ数࢖用しており、

ʮ٬ސリストʯに֘当するものをอ؅している

ものについては、ʮඃ֐（ྲྀग़ɾ҉号化）ʯがແ

く、ඃ֐発ੜཌ日から業຿ܧଓମ੍を੔える行

ಈができた͜とが޾いで͋った。

ඃ֐発ੜཌ日ே、ランサム΢ェΞにײછした

サーバーには、Ϟχλーにӳ文でʮ#*T$0*/

で日本ԁで2ઍສԁ૬当ֹを支෷えʯというࢦ

ࣔがでたが、ϕンμーからʮ਎代ۚを支෷う͜

とは൜ࡑに加୲する͜とになるʯと言Θれた͜

と、٬ސリストがྲྀग़していない͜と、業຿ܧ

ଓができた͜と、から支෷う͜とはなかった。

͜の࣌のඃ֐をडけたޙ、サイバーセキュリ

ティに対する৬員のҙࣝは高くなった。૊߹は、

͜のޙ、インλーネοト上での不ਖ਼ΞΫセス΁

の対応として、*%ɾパスϫードのϩάが࢒るΑ

うにしている。

また、৬員に対するఆ期的な研मが必要と࠶

ೝࣝした。ࣄ຿所の৬員は全員डߨするものと

し、ݱ場でも1$での作業が࢝まったので、ॱ

࣍研मでҙࣝ޲上をਤっている。

サイバーܸ߈のඃ֐の܇ڭのҰつに、ࣄ৅

が発ੜしたときのඅ用も考ྀしておく必要が͋

る。本݅では、200ສԁఔ度のඅ用が発ੜした。

サイバーܸ߈のඃ֐にૺっている中では、シス

テムの෮چや対策についていちいち૬ੵݟもり

をऔって対応するという͜とはできない。͜の

࣌も、リΧバリーが最༏ઌで、අ用について考

9　全国中小企業ஂମ中央会提供ʮサイバーอ੍ݥ度ʯ　https://www.DhVokBJ.or.jp/JnEeY.php/sVpportserWJDe/JnsVrBnDe/prJWBDZ/

えている༨༟はなかった。෮چのための࢒業代

も༧ఆ֎に発ੜした。

そのޙ、૊߹が੩Ԭݝ中小企業ஂମ中央会

にサイバーܸ߈΁の対応策を૬ஊしたと͜Ζ、

ʮサイバーセキュリティ対策อݥʯの঺հが͋

り、加ೖした（อݥྉは年6ʵ7ສԁで、サイ

バーܸ߈をडけたࡍに必要なඅ用をΧバーする

もの）。อݥにೖっているというだけでも҆心

৅発ੜ࣌に24࣌ؒࣄ、はݥが͋る。͜のอײ

365日対応しており、࢖用しているサーバーや

1$が΢イϧスにײછしているかどうか֬ೝす

るॳ期対応අ用もΧバーしている。必要අ用の

中には、਎代ۚはؚまないが、࢒業代、サーバ

ーや1$の代ସඅ用などもؚまれている9。

͜のέースでは、ランサム΢ェΞܸ߈にΑる

૝ఆ֎のࣄ৅の発ੜに対し、総຿୲当ऀのྟ

機応มの൑அと、そのࣔࢦのもとҟ例ࣄ຿に対

応したݱ場の৬員のಇきが大きかった。まさに、

ҟ例ࣄ຿対応については人ࡐҭ成ができてい

たという͜とで͋る。ࣄ業ܧଓ൑அやʮऔҾઌ

企業΁のใࠂɾެ表ʯがૣかった͜とも、औҾ

ઌにධՁされた。サイバーܸ߈に対する対応Ϛ

χュΞϧはແかったが、ݱ場がਝ଎に੣࣮に対

応した͜とで、そのޙのධՁも上がっている。

૊߹は、֎෦の*Tϕンμーを通じてサーバ

ーの؅ཧや1$のಋೖなどを行っており、サー

バーやシステムなどは*Tϕンμーに೚ͤてい

れ͹問題ないとのೝࣝから、૊߹として特にサ

イバーセキュリティ対策を行っていなかった。

૊߹は、サイバーܸ߈のඃ֐にૺった͜とで、

サイバーセキュリティ対策をਐめ͟るをಘない

点で؍となり、リιース不足、ίストෛ୲のڥ؀
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ҭ成、อࡐલの༧๷には限界が͋るので、人ࣄ

など発ੜ࣌の対応力やリΧバリーとしてのอݥ

。対応にॏ点をஔいた対応を行ったޙࣄなどݥ

（2）αΠόʔηΩϡϦςΟΛؚΊͨ%9のڧ

ԽʹऔΓ૊ΜͰ͍Δྫࣄ

社໊ 株式会社ϗテϧおかだ
設ཱ 1953年設ཱ
代表ऀ 代表औక໾社௕　Ԭాໜ޾
資本ۚ 4
930ສԁ
業಺༰ࣄ ॓ധ業（Թઘཱྀ館）
所ࡏ஍ ਆಸ઒ݝ足ฑԼ܊ശࠜ町
ै業員数 120໊（2024年12月ࡏݱ）

（注）ৗ຿औక໾営業本෦௕ݪ༸ฏࢯに2025年5月29日にインλ
ビュー࣮ࢪ

（ग़所）株 式 会 社 ϗ テ ϧ お か だ)1（https://www.hoteM�okBEB.
Do.jp/DonDept/）2025年8月4日Ӿཡ

株式会社ϗテϧおかだ（ҎԼ、ϗテϧおかだ）

は5本のࣗՈ源ઘを࣋つശࠜ౬本の࿝ฮԹઘで

͋る。東京からిंで75分という޷ΞΫセスに

Ґஔするശࠜで、٬ࣨ数122ࣨ、࿐ఱ෩࿊෇٬ࣨ、

಺౬ɾ࿐ఱ෩࿊などの設උをඋえており、Ո଒ɾ

Χοプϧɾஂମなど、さま͟まなάϧープのχー

ζに߹Θͤる͜とができるࢪ設となっている。ま

た、άϧープ಺のࢪ設には日ؼりԹઘも͋る。

ϗテϧおかだのݪ༸ฏৗ຿は、*T企業での

が͋る͜とをࣗらの強ຯのҰつとしてݧ຿経ۈ

おり、ࡏݱは社಺で࢖用しているシステムの؅

ཧ、新しいシステムのಋೖ、システムの活用ํ

๏のै業員΁のप஌、などを行っている。また、

2024年（ྩ࿨6年）6月に、日本ཱྀ館ڠ会の

E$/%Xҕ員会のҕ員௕にब೚し、業界全ମの

औり૊Έもਐめている。

ྩ࿨6年度に࣮ࢪされたڥ؀ிのʮޫ؍%X

Xにおけるੜ成A*のద੾かつޮՌ的な活用%ޫ؍業ʯにて、ʮࣄXにおけるੜ成A*のద੾かつޮՌ的な活用に関する調査%ޫ؍ிはྩ࿨6年度ʮޫ؍　10
に関する調査ʯを࣮ࢪ。ϗテϧおかだはʮੜ成A*のޮՌ的な活用に係る࣮ূ࣮ݧʯに参加した。ڥ؀ி)1　https://www.NMJt.Ho.jp/kBnkoDho/
Dontent/001889635.pEG　2025年8月5日Ӿཡ

におけるੜ成A*のద੾かつޮՌ的な活用に関

する調査ࣄ業10ʯにおける課題ղܾ΁のA*活用

の࣮ূ࣮ݧにもڠ力した。͜の࣮ݧでは、ੜ成

A*を活用したʮ業຿ޮ཰化ʯやʮ経営の高度化ʯ

をओ؟としている。

ϗテϧおかだでは、当࣮֘ূ࣮ݧの中で、ੜ

成A*をಋೖしたʮ社಺のϊ΢ϋ΢やϚχュΞ

ϧを活用したࣗಈ回౴ʯ、ʮ༧໿ঢ়گɾ༧ଌσー

λを活用したै業員シϑト最ద化ʯ、ʮ٬ސσー

λのҰݩ化ɾ要໿にΑる最దな઀٬業຿の࣮

ʯ、ʮ口ίミ分ੳにΑる॓ധプランのվળʯとࢪ

いう課題に対するऔり૊Έを行った。͜のऔり

૊ΈにΑり、例え͹社಺のϊ΢ϋ΢やϚχュΞ

ϧをੜ成A*でਝ଎に回౴し、問い߹Θͤ対応

のޮ཰化と৘ใؒ࣌ࡧݕの୹ॖが大きくਐΜ

だ。そのଞの課題に対しても、ੜ成A*で対応

する͜とで、৘ใがॠ࣌に੔ཧされ、൑அ業຿

を行うࡍの࣌ؒ୹ॖにつながっている。さらに、

口ίミ分ੳではੜ成A*を活用する͜とで๲大

な৘ใの中から۩ମ的な課題をநग़する͜とが

Մ能となり、ैདྷの経ݧやצに頼った൑அでは

つける͜とがݟམとされがちだったվળ点をݟ

Մ能となった。

では、ੜ成A*でσーλを活用するݧ࣮ূ࣮

ためにੜ成A*がֶशするためのσーλをಡΈ

にも、個人৘ใࡍまͤる必要が͋った。そのࠐ

やそのଞॏ要な৘ใが֎෦にྲྀग़する͜とが

ແいΑう、ѻうσーλの಺༰やൣғを໌֬化す

るなどの対策を行った。

ৗ຿は、Ұൠ論として、ʮシステムϕンμݪ

ーは、੡඼を঺հするࡍにʰセキュリティ対策ʱ
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そのものをલ໘にग़す͜とはগなく、ΉしΖh 業

຿ޮ཰化ʱやʰ٬ސ৘ใの活用ʱといったར

点を強調する。その中でʰಋೖすれ͹݁Ռ的に

セキュリティも強化できるʱというઆ໌がなさ

れる͜とが多い。企業ଆもޮ཰化や高度化にҙ

ࣝが޲きやすく、セキュリティはϕンμーに೚

ͤきりになってしまう޲܏が͋る。ʯという。

ৗ຿は*T関࿈஌ࣝを࣋ち、ϕンμーと対ݪ

౳に࿩ができるため、ʮ営業ਪਐʯやʮޮ཰化ʯ

の؍点からの*Tಋೖや%X化のࡍにも、セキ

ュリティの؍点からの֬ೝをܽかす͜となく行

っている。

中小企業においてはࣗ社のڥ؀を೺Ѳし、༏

ઌॱҐをつけて対策をऔる必要が͋る。ੜ؅࢈

ཧを行う੡造業とཱྀ館業では、ѻうσーλがҧ

うし、セキュリティの考えํがҧう。ϗテϧお

かだでは、社಺σーλ、特に個人৘ใがؚまれ

るσーλはै業員のうちでもごく限られたϝン

バーしかऔりѻう͜とができないମ੍をෑいて

いる。さらに、Կか͋った場߹に、ど͜に૬ஊ（࿈

བྷ）すれ͹ྑいかを೺Ѳし行ಈにҠͤるΑうに

。ҭしているڭ

システム活用に関しては、ศརさとセキュリ

ティのバランスを考えられる人෺が経営૚にい

るとྑいが、中小企業の場߹、ৗに*Tにৄし

い人෺が社಺にいるとは限らない。චऀは、ݪ

ৗ຿という*Tにৄしい人෺が社಺のそれも経

営૚にଘࡏする͜とが、ࣗ社の経営ํ਑に߹っ

た*T化や%Xのਪਐにد༩していると考える。

なお、ϗテϧおかだでは、システムಋೖ࣌点で

のঢ়ଶを、経営૚が関༩してܧଓ的にඍमਖ਼

しており、ࣗ社にదしたܗにΞοプάϨードで

きるମ੍になっている。

ϗテϧおかだは、サイバーܸ߈をडけたとし

ても、ॏ要な৘ใはै業員のΞΫセス੍限を設

けるなどにΑり、ඃ֐をडけないΑうにσーλ

をִ཭している。ཱྀ館業の業຿಺༰は、༧໿シ

ステム、ܾ済システムなどଞ社のシステムを࢖

用する͜とも多い。ଞ社のシステムがݪҼのリ

スΫはଞ社のシステムの੹೚で͋る。しかしな

がら、当ཱྀ֘館をར用するお٬༷がシステムの

不ՔಇにΑりඃ֐をडけれ͹、どうしても໘લ

で対応しているϗテϧスλοϑにෛՙがかかる

し、෩ධඃ֐につながるڪれが͋る。ඃ֐にૺ

Θない͜とが第Ұだが、人ࡐҭ成にΑりඃ֐を

最小限に཈える対応ができる͜とも大੾で͋る。

また、ݪৗ຿からは、それͧれの業界が最௿

限対応する必要が͋る߲目が໌ࣔされると対応

しやすいのではないかというࣔࠦが͋った。

֬かに、ཱྀ館業が࣮ࢪするサイバーセキュリ

ティ対策のスλンμードなج४が͋れ͹、業界

に属する企業がʮまͣそ͜から対ॲしΑうʯと

いう行ಈをとるとࢥΘれる。リιースの不足や

ίスト໘でのෛ୲が͋ったとしても、最௿限の

४をຬたす͜とが༏ઌされ、業界としてサイج

バーセキュリティ対策がਐΉのではないか。

*Tにਫ਼通した人ࡐが社಺にいる͜とで、ϗ

テϧおかだはࣗ社にଈしたサイバーセキュリテ

ィ対策を࣮ࢪする͜とがՄ能となっている。*T

人ࡐが社಺にいない企業は、ʮ最௿限のج४ʯ

をೝࣝする͜ともなく、もしくはೝࣝしていて

もリιースの不足やίスト໘から対応がࠔ難に

なっているのではないだΖうか。
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（�）αΠόʔηΩϡϦςΟରࡦಋೖαϙʔτ

ఏڙʹऔΓ૊ΜͰ͍Δྫࣄ

૊৫໊ ԰商工会ٞ所ݹ໊
設ཱ 1881年
代表ऀ 会಄　ౢඌਖ਼（大ಉ特घ᷂߯૬ஊ໾）
業಺༰ࣄ （区、໐ւɾ༗দ஍区をআくࢁक）಺ࢢ԰ݹ໊

のࣄ業ऀを会員とするຽؒ総߹経済ஂମで、
経営支援、会員支援、政策提言、஍Ҭৼڵ
を行う

所ࡏ஍ Ѫ஌ݹ໊ݝ԰ࢢ
会員数 ໿17
400社
ہ຿ࣄ ໿150໊

（注）໊ݹ԰商工会ٞ所（中小企業૬ஊ所）૑業ɾઐ໳૬ஊϢχο
ト　Ϣχοト௕৫ాࢯߒ、ಉ　૑業ɾઐ໳૬ஊ୲当係௕ా中
ར௚ࢯに2025年7月3日にインλビュー࣮ࢪ

（ग़所）໊ ݹ ԰ 商 工 会 ٞ 所)1（https://www.nBHoZB�DDJ.or.jp/
JnEeY.htNM）2025年8月6日Ӿཡ

૊৫໊ 1Jt�/BHoZB（ϐοトナΰϠ）
設ཱ 2019年10月
構成 ԰商工会ٞ所会員*T企業150社ݹ໊

（2025年7月1日ࡏݱ）
業಺༰ࣄ 業ऀとのࣄ業ऀに対するແྉ*T૬ஊ、*Tࣄ

Ϛοチンά支援、サイバーセキュリティサー
ビスの提供、ઌਐࣄ例の঺հ、会員૬ަޓ
ྲྀ（ΞライΞンスଅਐ）、ଞ஍Ҭとの࿈ܞ

所ࡏ஍ Ѫ஌ݹ໊ݝ԰ࢢ（໊ݹ԰商工会ٞ所಺）
ہ຿ࣄ 、԰商工会ٞ所、᷂日ཱシステムζݹ໊

/TT੢日本᷂
（ग़所）1Jt�/BHoZB )1（https://pJt�n.nBHoZB�DDJ.or.jp/）2025年8

月6日Ӿཡ

1Jt�/BHoZBは໊ݹ԰஍Ҭの*T企業（ొ࿥ϕ

ンμー 150社）が࿈ܞし、中小企業޲けサービ

スを強化ɾల։するために設ཱされたίンιー

シΞムで、໊ݹ԰商工会ٞ所（ҎԼ、商工会

ٞ所）会員の*T企業にΑり૊৫され、ࣄ例共

༗やษ強会、サービス࿈ܞのためのج൫を੔え

る͜とを目的とした活ಈをしている。それͧれ

の活ಈは商工会ٞ所がओ࠵しており、ओಋ的な

ཱ場でӡ営している。ࣄ຿ہは商工会ٞ所の

中小企業෦಺に設ஔされている（図表�）。

ैલΑり商工会ٞ所の経営ࢦಋ員に対し、会

員の中小企業から、業຿ޮ཰化やσジλϧ化の

必要性が高まる中で、ʮ*Tಋೖのํ๏がΘから

ないʯ、ʮࣗ社の課題に߹った*Tπーϧを஌り

たいʯといった೰Έや要੥が多くͤدられてい

た。1Jt�/BHoZBは、͜れらのχーζや課題に応

えるܗで、஍Ҭの*T企業が࿈ܞし、࣮ફ的な

支援ମ੍を構ஙするために設ཱされたという経

Ңが͋る。

（ਤද�）1JU�/BHPZBのମ੍

（චऀ作成）

᝟ሗサー䝡䝇業 820 ♫

ʤ,T ۂة 600 ऀ௔ʥ

ྡྂᒇ商工会議所

Pit-Nagoya 

Ⓩ㘓ＩＴ企業

ʤ༁ ��� ऀʥ

経営ᣦᑟ員

஦ົᒁ（経営ᣦᑟ員）

ＩＴコーディネーター

中小企業診断士
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、԰は全国༗数の੡造業ूੵ஍で͋りݹ໊

サプライチェーン全ମのリスΫ؅ཧがॏࢹされ

ているため、औҾઌ企業からの要੥ɾ発注৚݅

として、サイバーセキュリティ対策がٻめられ

るέースが૿えている。日本ࣗಈं工業会ɾ日

本ࣗಈं෦඼工業会にΑるʮࣗಈं࢈業サイバ

ーセキュリティガイドラインʯ11でも、発注ଆ企

業がड注ଆに対策Ϩϕϧを提ࣔし、࣮ࢪঢ়گ

を֬ೝする࢓૊Έがఆணしつつ͋るΑうだ。͜

の対策の中では、Ϛϧ΢ェΞ৵ೖのリスΫ؅ཧ、

ネοトϫーΫ分཭、੬ऑ性਍அ、ΞΫセス੍ޚ

などのٕज़的対策もਐめられており、サプライ

チェーン全ମでのఈ上͛がਤられている。

Ұํ、中小企業の中でも大企業΁のґଘ度

が௿く、大企業のࢦಋがಧきにくい企業におい

11　ʮࣗಈं࢈業サイバーセキュリティガイドラインʯhttps://www.jBNB.or.jp/operBtJon/Jt/DZC@seD/DZC@seD@HVJEeMJne.htNM
当֘ガイドラインϖージにʮࣗ工会ʗ෦工会ɾサイバーセキュリティガイドラインʯがఴ෇されている。

12　*Tίーσィネーλーとは、*Tίーσィネーλڠ会がೝఆするຽؒ資֨で、経済࢈業লがਪ঑している。

てはセキュリティ対策のਁಁ度に͹らつきが͋

り、े分な対策がとられていない企業もগなく

ない。特に、経営૚の関༩や社಺ϧーϧの੔උ、

ιϑト΢ェΞの最新化、΢イϧス対策など、ج

本的な対策がे分ではないέースが多い。

1Jt�/BHoZBでは、ެ式サイト上で*T企業の

ができるだけでなく、*Tίーσィネーλࡧݕ

ー 12や中小企業਍அ࢜、（1Jt�/BHoZB）ࣄ຿ہ

が૬ஊ಺༰をώΞリンάし、課題に応じて*T

企業やサービスを঺հɾϚοチンάしている（図

表��）。ϙイントは、*Tと経営の྆ํをཧղし

調੔できる人が対応するという点で͋る。中小

企業は༧੍ࢉ໿が͋る場߹も多い。その場߹に

はどのఔ度までシステムをಋೖするのかなどの

૬ஊにも対応している。

（ਤද10）1JU�/BHPZBのϚονϯάମ੍

（චऀ作成）

企業は*Tをਪਐしたいと考えてはいるもの

の、*T企業との઀点がなく、また、*Tにૄい

場߹は、*T企業のઆ໌಺༰がཧղできない。

1Jt�/BHoZBの経営ࢦಋ員も当ॳは、企業からの

૬ஊ಺༰を*T企業に఻えて૬ஊしたが、うま

く఻える͜とができなかった。そ͜で、*Tίー

σィネーλーをಋೖし、経営ࢦಋ員とಉ行して

ώΞリンάを行い、企業のχーζをまとめて*T

企業にઆ໌し、Ϊϟοプをຒめていった。ࡏݱ

は、企業のχーζを1Jt�/BHoZBのࣄ຿ہが੔

Pit-Nagoya

Ⓩ㘓ＩＴ企業

ʤ༁ ��0 ऀʥ
஦ົᒁ（経営ᣦᑟ員）

ＩＴコーディネーター

中小企業診断士

提案ʀݡ੷ғབ

提案ʀݡ੷

஦ঘʀ஦ۂةݐ

ঘوໝंۂࣆ
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ཧし、会員150社にల։する。うち10社の提Ҋ

を企業ଆに提ࣔし、૬ஊ企業のر๬に応じ、そ

れͧれのҧいやϝリοトɾσϝリοトも*Tίー

σィネーλーがઆ໌する͜ととしている。

*T企業ଆも、ࣗ社のࠂ޿や૬ஊ会ɾઆ໌会

などで1Rをしているが、それだけではऔҾに

݁びつける͜とは難しい。1Jt�/BHoZBでは、企

業ଆにχーζや課題が͋り、それをղܾしたい

というと͜Ζからのスλートなので、やりがい

の͋るࣄ࢓ができると言っている。

中小企業の場߹、*Tਪਐはʮച上޲上ʯ、ʮ業

຿のޮ཰化ʯが第Ұで、セキュリティ対策はྼ

になる。システムಋೖ࣌にセキュリティ対策ޙ

もؚめた対応になるΑうにࢦಋしている。

1Jt�/BHoZBは東ւ3ݝの企業で͋れ͹、会員

ඇ会員問Θͣར用できる。஍Ҭ全ମの%Xがਐ

Ή͜とが大੾で͋る。ಉ࣌に、1Jt�/BHoZBは

150社の*T企業に支えてもらっているので、ར

用ऀが૿える͜とが、*T企業にとってのビジネ

スチϟンスとなる。

最近の特௃的なサイバーܸ߈では、ランサム

΢ェΞにΑるඃ֐が૿えている。໊ݹ԰஍区で

はࣗಈं෦඼サプライϠーや෺ྲྀを୲うߓ࿷関

࿈企業がܸ߈をडけている。ランサム΢ェΞの

場߹、企業規模や業छを問Θͣ、ʮ੬ऑ性の͋

る企業がૂΘれるʯというのがࡏݱの޲܏で͋

り、全企業が例֎なくλーήοトとなりうるঢ়

。に͋るگ

を社಺に配ஔでࡐ業会社において、*T人ࣄ

きれ͹、ࣄ業のڝ૪力強化や業຿ޮ཰化、セ

13　*Tಋೖิॿ੍ۚ度2025において、ิॿ対৅経අの֦ॆ（ಋೖ࣌のඅ用のଞ、ಋೖޙの*T活用ఆணをଅす支援にかかるඅ用もิॿ対৅）、ิॿ上限ֹの
Ҿき上͛（セキュリティ対策ਪਐ࿮のิॿ上限ֹɿ100ສԁ˰150ສԁ）などの֦ॆ策がとられた。ৄしくは中小企業ி)1参র　https://www.DhVsho.
NetJ.Ho.jp/koVkBJ/ZosBn/r7/r6@Jt@sVNNBrZ.pEG

14　中小ɾ小規模ࣄ業ऀがಋೖしやすい௿Ձ֨のセキュリティ対策パοΫ。ᶃUT.にΑりネοトϫーΫのग़ೖり口で不ਖ਼ΞΫセスやサイバーܸ߈を๷ޚ、
ᶄӡ用؅ཧサϙート、ᶅサイバーリスΫอݥがセοトになっている。

キュリティ対策の؍点からۃめて༗ޮで͋る。

͜のΑうな社಺での*Tਪਐを支える人ࡐは、

のҭ成ɾఆணなど、中小企業にޙ用からその࠾

とってॏ要なテーϚとなっている。1Jt�/BHoZB

では、*Tパスϙートݧࢼ対策࠲ߨやσジλϧ

人ࡐҭ成プϩάラムのҊ಺など、஍Ҭの中小企

業が社಺*T人ࡐをҭてるための支援策を提供ɾ

঺հしている。

Ұํで、中小企業にとって*T人ࡐの֬อɾ

ఆணには課題も多い。ैって、ࣗ社で*T人ࡐ

を๊える͜とが難しい場߹、1Jt�/BHoZBが提供

する*T企業とのϚοチンάを活用する͜とで、

֎෦のઐ໳Ոとڠ力しながら*T活用をਐめる

͜とができる。

業຿ޮ཰化や%Xਪਐ΁の関心の高まり（*T

ಋೖิॿ੍ۚ度13֦ॆ಺༰΁の関心）などから、

*Tಋೖ΁の問い߹Θͤは૿加޲܏に͋る。

1Jt�/BHoZBでは、ʮ৘ใセキュリティ対策サ

ービスʯのҰ؀として、サイバーリスΫอݥ（サ

イバーセキュリティอݥ）をؚΜだセキュリテ

ィサービス（1Jt�/BHoZBセキュリティ 14）を提供

している。͜のサービスは商工会ٞ所の会員企

業を対৅に、セキュリティ機ثの設ஔや24࣌

ؒ365日のӡ用ࢹ؂、΢イϧスۦআなどのサϙ

ートに、ສがҰの৘ใ࿙えいやサイバーܸ߈に

Αるଛ֐ഛঈɾඅ用ෛ୲をิঈするอݥを෇ଳ

したもので͋る。

サイバーセキュリティอࣗݥମはʮܸ߈をະ

વに๷͙ʯ機能はないが、อݥ加ೖの৚݅とし

てҰఆのセキュリティ対策や਍அがٻめられる
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場߹が多く、企業のセキュリティਫ४޲上のき

っかけになるという໾ׂが͋る。1Jt�/BHoZBの

サービスには、セキュリティ機ثのಋೖ、ӡ用

؅ཧサϙートがセοトになっており、日ৗ的な

リスΫ௿ݮにد༩している。

サイバーܸ߈は׬全に๷͙͜とは難しいた

め、ޙࣄ対策としてอݥを活用する͜とが࣮ݱ

的なリスΫϚネジϝントになる。۩ମ的には、

৘ใ࿙えいやサイバーܸ߈にΑるଛ֐ഛঈ、ݪ

Ҽ調査අ用、などの෯޿いิঈがडけられる。

٬΁のސや、औҾઌɾچのૣ期෮ޙ発ੜނࣄ

対応、社会的信用のҡ࣋など、経営ඃ֐の最

小化に༗ޮで͋る。ୠし、日本ではランサム΢

ェΞඃ֐の਎代ۚはิঈにؚまれていない。

なお、1Jt�/BHoZBセキュリティにؚまれるอ

ূֹはগֹのため、ࣗ社の૝ఆඃֹ֐などをצ

Ҋの上、อݥの上৐ͤをݕ౼する͜ともՄ能。

商工会ٞ所はଛอ֤社と࿈ܞし、会員用のอ

。商඼を提供しているݥ

1Jt�/BHoZBのऔり૊Έは、企業が*Tಋೖや

%Xをਐめるࡍにサイバーセキュリティ໘での

対応をؚめた対策を提供するもので、*Tಋೖ

や%Xをਐめるࡍにはサイバーセキュリティ対

策をਐめ͟るをಘないڥ؀となっている。また、

*T人ࡐが社಺にいない中小企業にとって、*T

ίーσィネーλーのΞドバイスをडけながら、

*T企業からの提Ҋをۛຯできる͜とは、*T人

༩すدにݮ不足というリιース໘でのෛ୲ܰࡐ

るものとなっている。また、ิॿ੍ۚ度のར用

やอݥの活用にΑり、対策ਪਐίスト໘でのෛ

୲ܰݮにも資するものとなっている。そしてԿ

Αりも、஍Ҭの中小企業の支援機関として日ࠒ

から઀点が͋る商工会ٞ所という૊৫だから͜

そ、஍Ҭの中小企業の信頼をಘて、૬ஊしやす

いମ੍を作り上͛ている。

̐ɽ企業ଆのαΠόʔηΩϡϦςΟରࡦ

サイバーܸ߈対策を࢝めるࡍに֬ೝしておき

たいのが、୭がԿのためにサイバーセキュリテ

ィ対策をお͜なΘなけれ͹ならないか、で͋る。

サイバーܸ߈は、国Ոのॏ大なڴҖとなるΑう

な、インϑラ設උ౳΁のܸ߈を目的としていた。

と͜Ζが、それがຽؒ企業΁のܸ߈、さらには

大企業をඪ的としたܸ߈から中小企業に対する

に対৅がม化してきている。つまり、いまܸ߈

だサイバーセキュリティ対策をऔっていない企

業は、サイバーܸ߈をडけるのは、国Ո的なプ

ϩジェΫトや大企業とそのサプライチェーンに

ଘࡏする企業で͋り、大企業のࢦಋがಧきにく

い企業の場߹は、ࣗ分ごととして考えていない

έースが多いのではないか。ܸ߈の಺༰がඪ的

にมΘってきたという͜とܕٻから਎代ۚ੥ܕ

は、ࣗらがサイバーܸ߈をडけたときには、ࣗ

ら対応しなけれ͹いけないという͜とで͋る。

ઌ行研究やガイドラインはサイバーܸ߈にΑ

るඃ֐を発ੜさͤないための対策に言及するも

のが多い。しかしながら、経営資源が限られた

中小企業にとって、システムがࢭまり、Ұ࣌的

にでもࣄ業がܧଓできない場߹の営業ଛࣦや、

個人৘ใをؚΉΑうな৘ใ࿙えいが発ੜした場

߹のଛ֐ഛঈۚの支෷い、΢イϧスײછしたサ

ーバーや1$のೖସɾ代ସ඼ߪೖなどのඅ用の

ෛ୲は大きい。加えて、システム಺のσーλが

バοΫΞοプから෮چできない場߹の手作業に

Αる෮ݩなどにै業員が対応した場߹は࢒業

代もかかる。͜れらを೦಄に、サイバーセキュ
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リティ対策をਐめる必要が͋る。

（1）*1AʹΑΔऔΓ૊Έ

*1Aは2016年にʮ中小企業の৘ใセキュリ

ティ対策ガイドライン15（ҎԼ、ガイドライン）ʯ

をެ։した。ࡏݱはテϨϫーΫのී及や%Xਪ

ਐという社会ಈ޲のม化を౿まえた対応を੝り

。Μだ第3.1൛にバージϣンΞοプしているࠐ

また、ʮ中小企業のためのセキュリティインシ

σント対応の手Ҿきʯも෇࿥として௥加されて

いる。

*1Aは、中小企業に対するサイバーܸ߈΁の

対ॲとしてʮサイバーセキュリティおॿけୂサ

ービス16（ҎԼ、おॿけୂサービス）੍度ʯをӡ

営している。おॿけୂサービスはʮݟकりʯ、ʮۦ

෇けʯ、ʮ؆қサイバーอݥʯなどの中小企業に

とって不Մܽなサービスをϫンパοέージとし

てຽؒࣄ業ऀが提供するもので͋り、҆Ձにར

用できる。*Tಋೖิॿ੍ۚ度をར用する͜とで、

おॿけୂར用ྉ（最大2年分（上限150ສԁ、

ิॿ཰1/2ʵ2/3（企業規模にΑる）））のิॿ

をडける͜とができる。

*1AにΑるサイバーܸ߈΁の対ॲ策はおॿけ

ୂサービスにొ࿥したຽؒࣄ業ऀが提供するも

ので͋り、個ผ企業がサイバーセキュリティ対

策の૬ஊをしてきてॳめてサϙートができる。

おॿけୂサービスにొ࿥した企業にώΞリンά

したと͜Ζ、ొ࿥してから1݅の૬ஊもडけて

いないという࿩も͋り、中小企業におॿけୂサ

ービスをਪਐするにはなΜらかの工෉が必要で

はないだΖうか。

15　ʮ中小企業の৘ใセキュリティ対策ガイドラインʯ　https://www.JpB.Ho.jp/seDVrJtZ/HVJEe/sNe/BCoVt.htNM
16　ʮサイバーセキュリティおॿけୂサービスʯhttps://www.JpB.Ho.jp/seDVrJtZ/otBsVketBJ�pr/

（2）ඃ֐Λʮड͚ͳ͍ʯͨΊのରࡦ

サイバーܸ߈のඃ֐をडけないΑうにする、

もしくはඃ֐を最小限に৯いࢭめるための対策

としては、ҎԼのΑうなものが͋る。

ᶃ社員研म

ᶄ*T։発企業（システム୲当業ऀ）との࿈ܞ

ᶅサイバーリスΫอݥに෇ଳするサービスの

活用

まͣ、ᶃの社員研मはൺֱ的҆Ձに࣮ࢪで

きるもので͋り、かつ、ϑィοシンάを活用し

たܸ߈も૿加している͜とから、サイバーܸ߈

をさͤないというޮՌも大きい。ϗテϧおかだ

では、社಺σーλ、特に個人৘ใをؚΉσーλ

については、ごく限られたै業員しかऔりѻえ

ないΑうに੍限している。また、ສҰのࣄଶが

発ੜしたࡍにど͜΁૬ஊɾ࿈བྷす΂きかを೺Ѳ

し、ద੾に行ಈできるΑうप஌している。中小

企業にとって、大੾なσーλにΞΫセスできる

人数を੍限し、そのうえでΞΫセスできるऀに

対してे分な研मを行う͜とは༗ޮだとࢥΘれ

る。また、ΞΫセス੍限を࣮ࢪする͜とで、ສ

がҰにも৘ใ࿙えいなどが発ੜした場߹には、

ϩάه࿥なども限ఆされた人員のものを֬ೝす

れ͹ྑい。

࣍に、ᶄの*T։発企業との࿈ܞについて考

えたい。ࣗ社で࢖用しているシステム౳を։発

した企業やサーバーやシステムのอकを行って

いる会社と࿈ܞし、日ࠒからサイバーܸ߈の新

しい手口に対する৘ใをಘる͜とはॏ要で͋

る。੩Ԭ給৯のࣄ例では、#社の୲当ऀがૣே

から対応し、ॳಈಈ作のΞドバイスを行い、ラ
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ンサム΢ェΞඃ֐を最小限に৯いࢭめ、かつ、

ಈかͤる1$を特ఆし、ར用できるΑうに෮چ

した。

さらに、ᶅのサイバーリスΫอݥに෇ଳする

サービスの活用もޮՌ的で͋る。サイバーリス

Ϋอ17ݥには、経済的なଛิ֐ঈをするҎ֎に、

リスΫに対応する֤छサービスがར用Մ能で͋

る。例え͹、対策ɾඋえとしてʮ৘ใɾπーϧ

提供サービスʯやʮϕンチϚーΫϨϙートサー

ビスʯを提供している。͜れらは、サイバーセ

キュリティの最新の৘ใを提供して注ҙىשを

ଅすもので͋る。また、ʮ؆қリスΫ਍அサー

ビスʯでサイバーリスΫにΑる૝ఆଛֹ֐をࢉ

ग़し、ඃ֐発ੜ࣌に必要な資ֹۚをೝࣝする͜

とができる。૝ఆଛֹ֐をࢉग़してඃ֐を૝ఆ

すると、必વ的に対応策をݕ౼しなけれ͹なら

ないと考えるのではないだΖうか。加えて、ʮサ

イバーιリューシϣンナビʯはサイバーܸ߈΁

の対策が必要とೝࣝした企業がどのΑうなセキ

ュリティ対策をすれ͹ྑいか、ιリューシϣン

を提供する企業を঺հするというサービスで͋

る。͜れらを活用する͜とで、インシσント発

ੜ࣌のリスΫ૝ఆを౿まえたʮ対策ɾඋえʯが

できる。

17　͜͜では、東京ւ上日ಈՐࡂอݥʮサイバーリスΫอݥʯhttps://www.tokJoNBrJne�nJDhJEo.Do.jp/hojJn/CBJsekJ/DZCer/を参考にした

特にᶄ、ᶅは中小企業がࣗらҙࣝしないと活

用できない。ैって、ᶄとᶅを޿く஌らしめる

ಈきが必要ではないか。

（�）ඃ֐Λʮड͚ͨʯࡍのରԠͱ෮چ

サイバーܸ߈をʮडけたʯঢ়گは、インシσ

ント発ੜをݕ஌したと͜Ζから࢝まる（図表

��）。インシσント発ੜが本当にサイバーܸ߈

にΑるものなのか、୯७にシステムの不۩߹に

Αるものなのか、調査が必要で͋る。ෳ数の

*T企業に֬ೝしたと͜Ζ、サイバーܸ߈をड

けたかどうかの֬ೝには、1$1୆͋たり100ສ

ԁから150ສԁఔ度のඅ用がかかるという。中

小企業にとっては、大きなֹۚで͋る。

੩Ԭ給৯のέースでは、ࣄٸۓଶで͋り、෮

対応අ用は言い஋での支෷いを行Θ͟るをچ

ಘなかった。調査や෮چ対応はシステム։発を

行った*T企業にґ頼するのがҰ൪だが、その

もりをとり、ଞ社とൺֱしながら対応ੵݟ、ࡍ

するのは࣌ؒ的༛༧がない中難しいという問題

が͋る。そ͜で、੩Ԭ給৯では、੩Ԭݝ中小企

業ஂମ中央会に૬ஊし、サイバーリスΫอݥ΁

の加ೖをܾఆした。

（ਤද11）αΠόʔܸ߈΁のରԠ（ඃ֐Λड͚ͨࡍのରԠ）

（ग़所）ଛอڠ会)1　https://www.sonpo.or.jp/sNe@JnsVrBnDe/DZCer�hoken/　を参考にචऀ作成

ଲࡨʀඍ͓

• εητϞଲԢ
• ਕگࡒү

΢ϱευϱφ൅ਫ਼ݗஎ
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• ෰ݫՆ൳͹൓இ

ॵಊଲԢ

• ๅࠄʀޮන
• କ൓இܩۂࣆ

ॴཀྵޛ

• ෰ڈ
• ࢯ൅๹࠸

අ֒Νणͪ͜ࡏ͹ଲԢ



2025.12 59

サイバーリスΫอݥは、サイバーリスΫにى

Ҽして発ੜした֤छଛ֐をҰつのอݥでแׅ

的にิঈする。対৅となるิঈとは、ᶃଛ֐ഛ

ঈ੹೚に関するඅ用、ᶄサイバーセキュリティ

対応අ用に関するิঈ、ᶅίンϐューλシނࣄ

ステム中அに関するิঈ、で͋る。また、サイ

バーܸ߈の lおそれz に対応する調査අ用、ί

ンϐューλシステムの෮چඅ用、࠶発๷ࢭඅ用

౳についてもิঈする（東京ւ上日ಈՐࡂอݥ

ʮサイバーリスΫอ18ݥʯΑり）。

Րࡂอݥや஍਒อݥなど、ສがҰ֐ࡂが発

ੜした場߹のために、企業はอݥに加ೖしてい

る。ಉ༷に、サイバーܸ߈もいつ、Կ࣌、発ੜ

するかΘからないΑうな࣌代になっているた

め、อݥは対応策として༗ޮで͋る。

�ɽαΠόʔηΩϡϦςΟରࡦΛ企業ʹ
ਁಁͤ͞Δʹ͸

中小企業がとりうる対策については、*1Aの

ガイドラインのଞに、ネοト上に多く掲載されて

いる。しかしながら、ґવとして多くの中小企

業がサイバーセキュリティ対策を࣮ࢪしていな

い、もしくはे分に࣮ࢪしていないঢ়گに͋る。

（1）業քごͱのΨΠυϥΠϯのඞཁੑ

サイバーܸ߈のม化は଎いので、個ผ企業が

ࣗ社の対策を策ఆし、それをపఈするにも限界

が͋る。*1Aの提供するサイバーセキュリティ

対策ガイドラインは、全ての業छに໢ཏ的なも

のとなっており、個ผ企業のࣄ৘に߹Θͤたも

18　東京ւ上日ಈՐࡂอݥʮサイバーリスΫอݥʯhttps://www.tokJoNBrJne�nJDhJEo.Do.jp/hojJn/CBJsekJ/DZCer/
19　Ұൠ社ஂ๏人日本ࣗಈं工業会)1ʮサイバーセキュリティガイドライン最新৘ใʯ　https://www.jBpJB.or.jp/work/JDt/DZCerseDVrJtZ�newest
20　経済࢈業লʮサプライチェーン強化に޲けたセキュリティ対策ධՁ੍度構ஙに޲けた中ؒऔりまとめ（֓要）ʯサプライチェーン強化に޲けたセキュリティ

対策ධՁ੍度に関するサϒϫーキンάάϧープࣄ຿2025　ہ年4月14日
https://www.nJsD.Ho.jp/pEG/DoVnDJM/wH@sVppMZ@DhBJn/oVtMJne@oG@JnterJN@report.pEG

のにはなっていない。ࣗ社で༏ઌॱҐをܾめて

対応すれ͹Αいとのه載は͋るが、༏ઌॱҐを

ܾめるという作業も中小企業にはෛ୲で͋る。

中小企業にとって、業界のガイドラインがଘ

すれ͹、ガイドラインにଈした対応をしΑうࡏ

と考える企業が૿えるのではないか。業界ごと

に、कらなけれ͹ならないσーλのछྨがҧっ

ていたり、社員全員が全てのσーλにΞΫセス

する必要がແい場߹が͋る。σーλを࢖用する

システムについても、ଞ社と௚઀઀ଓされてい

るもの、インλーネοトにはつながっているが

ࣗ社୯ಠで࢖用しているもの、全くインλーネ

οトなどに઀ଓしていない、など、͋るఔ度業

界ごとにࠩが͋るとࢥΘれる。

Ұൠ社ஂ๏人日本ࣗಈं工業会（ҎԼ、ࣗ

工会）では、国にઌ行するܗでサプライチェー

ンのサイバーセキュリティ対策19にஈ階を設け、

サプライチェーンの企業に対応をࣔࢦしてい

る。経済࢈業লにおいても、サプライチェーン

強化に޲けたセキュリティ対策ධՁ੍度の構ங

に޲けてऔり૊Έをਐめている20（۩ମ的にはセ

キュリティ対策のஈ階において、第ऀࡾධՁを

りೖれ、ೝূஈ階に応じ੕の数でධՁ݁Ռ࠾

をݟえる化するもの）。͜れにΑると、第ऀࡾ

ධՁ機関を設ஔし、ධՁ機関でධՁを行うऀの

資੍֨度を作り、資֨ೝఆ機関を設けるなど、

ධՁମ੍をཱ֬したいと考えているΑうだ。

大企業のࢦಋがಧきやすい企業の対策がਐ

Ή中、中小サービス業のΑうな大企業のࢦಋが

ಧきにくい企業のサイバーセキュリティ対策を
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ਐめるために、業界ごとのサイバーセキュリテ

ィ対策ガイドラインの作成は༗ޮとࢥΘれる。

*1Aのࢦ਑では、ه載されている対応策の中か

らࣗ社に必要な対応を、༏ઌॱҐをܾめて࣮ࢪ

すれ͹ྑいとされているが、その൑அをする社

಺の*T人ࡐがいない企業の場߹、業界ごとの

ガイドラインでࣔされた಺༰がΘかれ͹、ࣗ社

だけが஗れをऔる͜とはできͣ、ԣฒびでの対

応が必要というೝࣝを࣋つとࢥΘれる。

経済࢈業লなどの政෎機関が、֤業界で必

要なೝূஈ階を໌֬にするなどの対策も༗ޮで

はないか。

（2）αΠόʔอݥΛ׆༻ͨ͠૝ఆඃֹ͓֐Α

ͼࣗࣾのϦεΫのೝࣝ

サイバーܸ߈にૺったࡍに必要となるඅ用を

͋らかじめ૝ఆしておく͜とも、サイバーセキ

ュリティҙࣝを高めるためにॏ要で͋る。

例え͹、ϑΥϨンジοΫ調査21では1$1୆で

໿150ສԁかかる、となると、インシσントが

発ੜしたࡍに、どのఔ度の支ग़が発ੜするのか、

それらのඅ用を೧ग़する͜とができるのかなど、

経営ऀが൑அしなけれ͹ならない͜とは多い。

また、ඃ֐からの෮چ対応අ用として、ै業

員の࢒業代などもؚめて考える必要が͋る。͜

のΑうなඅ用ෛ୲に対しては、サイバーリスΫ

อݥに加ೖする͜とが༗ޮで͋Ζう。

例え͹、東京ւ上日ಈՐࡂอݥのサイバーリ

スΫ総߹支援サービスにはʮ؆қリスΫ਍அサ

ービスʯが͋る。૝ఆ最大ଛֹࣦをࢉग़してඃ

しなけ౼ݕを૝ఆすると、必વ的に対応策を֐

21　ϑΥϨンジοΫ（GorensJD）とは݅ࣄのূڌऩूɾղੳを行う͜とで、࣮ࣄ関係を໌らかにする൜ࡑ૞査の手๏のҰつ。Ұൠ企業においては、サイバー
。すࢦҼ究໌にར用される調査ɾ分ੳٕज़をݪ、などの࣮ଶ೺Ѳނࣄや಺෦不ਖ਼にΑるσーλվ͟Μɾ৘ใ࿙えいܸ߈

れ͹ならないと考えるのではないだΖうか。

サイバーܸ߈΁の対応はࣗવ֐ࡂなどが発

ੜしたࡍの#$1とಉ༷で͋る。発ੜする֬཰

はʮ௿いʯかもしれないが、ଛֹࣦがʮ大きいʯ

ものとして、ʮࣗવ֐ࡂ（஍਒など）ʯʮՐࡂʯʮࣗ

ಈंނࣄʯが͋り、ʮอݥʯでΧバーしている。

サイバーܸ߈も発ੜする֬཰はʮ௿いʯが、ඃ

ʯでΧバーするݥは大きい。ैって、ʮอֹ֐

͜ともબ୒ࢶのҰつで͋る。

加えて、サイバーอݥの෇ଳサービスでग़དྷ

る͜とを、Αり多くの企業にप஌さͤる͜とが、

サイバーセキュリティ対策ਁಁ手ஈのҰつにな

りうると考える。

なお、อݥでΧバーできないものとして、ʮใ

業ࣄ൑அʯやʮ経営૚にΑるࢪɾެ表の࣮ࠂ

。ଓ൑அʯという企業の൑அを伴う対応が͋るܧ

͜れらは人ࡐҭ成や研मを通してのඋえとな

る。そのࡍに、インシσント発ੜݕ஌࣌の調査

や代ସ手ஈの֬อにอݥを活用する͜とができ

るという҆心ײが͋れ͹、調査や൑அを଎やか

に行う͜とができ、ʮใࠂɾެ表ʯなどのॳಈ

対応を଎やかに行う͜とがՄ能となる。

（�）ࣾ಺のਓࡐҭ੒のݶքͱ֎෦ਓࡐの׆༻

中小企業のサイバーセキュリティ対策では、

人ࡐҭ成もॏ要なϙイントで͋る。パスϫード

؅ཧや不৹なϝーϧは։෧しないなどのج本的

な行ಈが大੾な͜とは言うまでもない。ซͤて、

ʮインシσントが発ੜしたのかどうかʯにؾ෇

くΑうな、ؾ配りɾ目配りができるΑうなै業

員にҭ成する͜とが大੾で͋る。
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のサイバーۭؒ಺のಈきは日ਐ月าでਐࡏݱ

Μでいるため、कるだけではなく、インシσン

トが発ੜしたときの、リΧバリーするମ੍もॏ

要で͋る。中小企業にとって、*Tにৄしく、サ

イバーܸ߈をडけたときにૉૣくリΧバリーす

るために行ಈできる人ࡐを社಺でҭ成する͜と

は難しい。また、*Tに対応するだけのために

人ࡐを֬อするίストをෛ୲する͜とも難し

い。そ͜で、中小企業は、*T企業と࿈ܞした

対応を行ってはどうか。通ৗ、システムಋೖ࣌

に対応した*T企業がอकも行っている場߹が

多いので、当֘企業にґ頼するとྑい。1Jt�

/BHoZBのΑうに、システムಋೖするࡍに૬ஊ

できる֎෦機関が͋れ͹、ࣗ社にとって必要े

分な*T企業の঺հをडける͜とがՄ能とࢥΘ

れる。中ཱ的に対応するઐ໳Ոがいる͜とは、

中小企業のサイバーセキュリティ対策に資する

とࢥΘれる。

͓ΘΓʹ
ʙ஍Ҭの中小企業ࢧԉؔػの׆༻ʙ

大企業のࢦಋがಧきにくい中小サービス業に

サイバーセキュリティ対策をਁಁさͤるには、

業界ຖのガイドラインで最௿限の対応をఆめて

対策をߨじ͟るをಘないڥ؀を作り、リιース

の不足やίスト໘でのෛ୲をܰݮするためのํ

策として஍Ҭの中小企業支援機関を活用した

*T企業とのϚοチンάମ੍構ஙやอݥ商඼な

どの৘ใ提供は༗ޮと考える。

経済࢈業লのセキュリティ対策ධՁ੍度構

ஙに͋たり、業界ஂମと࿈ܞして֤業界の特௃

を౿まえ、必要なೝূஈ階を໌֬にすれ͹、֤

業界の特௃を౿まえたガイドラインとして活用

できるのではないか。

ただ、ガイドラインがग़དྷたとしても、)1

でެ表するだけでは中小企業にਁಁさͤる͜と

は難しい。そ͜で、サイバーセキュリティ対策

をਪਐしている*1Aなどの政෎関係機関は、ط

にଘࡏしている஍Ҭごとの中小企業支援機関を

活用してはどうか。1Jt�/BHoZBを༴するʮ໊ݹ

԰商工会ٞ所ʯなどの商工会ٞ所や、ʮ੩Ԭ給

৯ʯが૬ஊした੩Ԭݝ中小企業ஂମ中央会の

Αうな૊৫は全国にネοトϫーΫが͋る。͜れ

らの૊৫の活用は、͋らたにサイバーセキュリ

ティ対策のための૊৫を作る͜となく、طにଘ

するネοトϫーΫを通して、多くの஍Ҭ中小ࡏ

企業に৘ใ提供し、ެฏなཱ場で必要なサϙ

ートをࣗら提供したり、サϙート企業を঺հす

る͜とができる（図表��）。



2025.1262

（ਤද12）中小企業ࢧԉؔػの׆༻

（චऀ作成）

԰商工会ٞ所は、1Jt�/BHoZBの活ಈをݹ໊

ଞの商工会ٞ所にも͛޿るΑうな活ಈを行って

いる。また、*T企業が໊ݹ԰ࢢ΄どूੵして

いない商工会ٞ所には、1Jt�/BHoZBの*T企業

を঺հするという活ಈも行っている。

อݥ会社֤社も全国中小企業ஂମ中央会や

商工会ٞ所౳と࿈ܞして中小企業にదしたサイ

バーリスΫอݥを։発し、提供している。全国

中小企業ஂମ中央会のサイバーリスΫอݥは、

の中小企業ஂମ中央会が、஍Ҭの中小企ݝ֤

業からの૬ஊに対応して঺հする΄か、৘ใ提

供として研म会なども࣮ࢪしている。

中小サービス業のサイバーセキュリティ対策

ਪਐには、ʮサイバーセキュリティ対策をਐめ

͟るをಘないڥ؀にする͜とʯ、ʮリιースの不

足やίスト໘でのෛ୲をܰݮする͜とʯが必要

で͋る。۩ମ的には、֤業界の特௕を౿まえた

業界ごとのサイバーセキュリティガイドライン

を経済࢈業লや*1Aなどの政෎関係機関౳が

策ఆする͜とで、最௿限のج४が提ࣔされる。

͜れにΑり、企業は対策をਐめ͟るをಘない؀

Θれる。また、対策をਐめるためࢥになるとڥ

のෛ୲ܰݮ策として、ج४をຬたしていないと

൑அした企業には、஍Ҭの中小企業支援機関

で͋る商工会ٞ所や中小企業ஂମ中央会など

が、֤企業の業छにͮجき、企業のঢ়گに応

じて支援する。支援಺༰は、*T企業の঺հや

サイバーリスΫอݥ加ೖなどのΞドバイスを行

うなどで、社಺に*T人ࡐを配ஔする͜とが難

しい中小サービス業のෛ୲をิう͜とができ

る。中小サービス業には、͜のΑうな、طに͋

るମ੍を活用しながらϋンζΦンで支援する͜

とが、サイバーセキュリティ対策をਁಁさͤる

ためのҰつのऔりうる手ஈとなるのではないだ

Ζうか。

2 / 3

しし

ＩＴ企業などサイ

バーセキュリティ

対策対応ができ

る企業

経営相談員

ＩＴコーディネーター

中小企業診断士 など

相談

回答、提案

会員企業

中小企業支援機関

（商工会議所、中小企

業団体中央会、協同

組合 など）

相談

回答、提案
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ΠϯλϏϡʔ࣮ۀاࢪ

औࡐઌ໊ औࡐ日 औڠࡐ力（ܟশུ） ϗームϖージURL

株式会社Ξドバンス
トιϑト（注）

2025.4.17 औక໾社௕　小༄ݑষ https://www.BEWn.Do.jp/

੩Ԭ給৯ڠಉ૊߹ 2025.6.12 ؅ཧ෦௕　໺࡚խ代 https://sR�MBnDh.DoN/

੩Ԭڠݝಉৼڵ株式
会社

2025.6.12 औక໾営業෦௕　町ాণ恒 https://www.sJ[�sCB.
or.jp/s/BCoVt/EBntBJ/
sJnkoV.htNM

東京ւ上日ಈՐࡂอ
会社ݥ

2025.6.30 Րࡂɾ企業新छ業຿෦
　サイバーࣨઐ໳࣍௕　ֶڭ大հ
　シχΞΞιシΤイト　小ా༏ಸ
ใάϧープ޿ใ෦޿
　シχΞΞιシΤイト　小઒ѥ༝ඒ

h t t p s : / / w w w .
tokJoNBrJne�nJDhJEo.
Do.jp/

ಠཱ行政๏人৘ใॲ
ཧਪਐ機構（*1A）

2025.7.4 セキュリティセンλーセキュリティී及ܒ発ɾਪਐ෦
ී及ܒ発άϧープ
　άϧープリーμー　小໺௩௚人
　ओࠤ　װ౻ӫ৓

https://www.JpB.Ho.jp/

ଛ֐อݥジϟパン株
式会社

2025.6.25 営業։発෦課௕代ཧ　Ҵֶ֞ https://www.soNpo�
jBpBn.Do.jp/

、԰商工会ٞ所ݹ໊
1Jt�/BHoZB

2025.7.3 ԰商工会ٞ所（中小企業૬ஊ所）૑業ɾઐ໳૬ஊϢχοトݹ໊
　Ϣχοト௕経営ࢦಋ員　৫ా　ߒ
　૑業ɾઐ໳૬ஊ୲当係௕　経営ࢦಋ員　ా中ར௚

https://www.nBHoZB�DDJ.
or.jp/
https://pJt�n.nBHoZB�DDJ.
or.jp/

ശࠜ౬本Թઘ
ϗテϧおかだ

2025.5.29 ৗ຿औక໾　ݪ　༸ฏ https : //www.hote M �
okBEB.Do.jp/

株式会社Ϟϊリスϫ
ーΫス（注）

2025.4.18 ෭社௕　٢ଜ߂޹ https://NonoMJthworks.
Do.jp/BCoVt�Vs/

（注）サイバーセキュリティに関するج本的߲ࣄについてインλビューを࣮ࢪ。
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当社は、૑業ऀで͋る෕が、ञాࢢで足場Ϋランプの૊ཱɾԷചを࢝めてから今年で૑業
55年をܴえました。૑業ޙはঙ಺஍Ҭをओな商ݍとし、౔໦建設資ࡐのൢചや機ࡐϨンλϧ
など、建設関࿈資ࡐの総߹商社としてࣄ業を֦大し、ࡏݱにࢸっております。
ଶzࣄٸۓগ�ʕ�΋͸΍lݮޱͳਓܹٸ˔

ߓはかつてʮ人口10ສ人のࢢগです。ञాݮ஍Ҭが௚໘している最大の課題は人口、ࡏݱ
町ʯとݺ͹れていましたが、ࡏݱの人口は໿9ສ2ઍ人。ࡢ年1年だけで໿1
800人がݮগし、
2040年には໿7ສ4ઍ人までݮগすると༧ଌされています。また、ੜ࢈年齢人口のݮগと高
齢化にΑり、஍Ҭの建設ध要はࡏݱの໿4ׂから൒ݮするࠐݟΈです。͜のままैདྷのࣄ業
だけをଓけていては、15年ޙにはച上が൒分になるՄ能性が͋り、まさにʮࣄٸۓଶʯと言
えます。஍Ҭのॖ小はආけられない࣮ݱで͋り、新たなࣄ業をల։しつつ、ࣗらࣄ࢓を૑り
ग़していかなけれ͹なりまͤΜ。人口ݮগ対策にܾఆଧはなく、行政と企業とが࿈ܞして、
ෳ߹的なࢪ策を࢖ۦする͜とがٻめられています。
˔஍Ҭ࠶ੜɾੑ׆Խʹ͚ͨ޲ʮ։ൃܕෆಈࣄ࢈業ʯの࢝ಈ

͜うしたة機ײの中、当社では஍Ҭ࠶ੜɾ活性化を目的としたʮ։発ܕ不ಈࣄ࢈業ʯにऔ
り૊Έ࢝めました。きっかけはʮ商工中ۚϢース会ʯのࢹ察で๚れたീށの԰୆ଜです。1ళ
ฮ໿3௶、20数ళฮの԰୆が、ऐれた中心商ళ֗に大きな೐Θいと活ؾをもたらしていた͜
とにײ໏をडけ、ʮञాにも԰୆ଜをつくりたいʯとຉ૸しました。ෑ஍Θͣか77௶、全10
ళฮの小さなࢪ設ながら、஍ओや஍Ҭॅຽのཧղをಘるためには多くのࠔ難が͋り、構૝か

ら࣮ݱまで໿8年ものࡀ月をඅやしました（2015年10月Φー
プン）。しかし、そのؒにಘた経ݧはඇৗにوॏなものでした。
஍ऀݖや஍Ҭॅຽのઆಘ、ࣄ業ܭըの策ఆ、資ۚ調ୡ、ళ
ฮ༠க、։業ޙのӡ営ɾҡ࣋؅ཧなど、多くの࣮ફ的なϊ΢
ϋ΢を஝ੵする͜とができました。

そのޙ（2017年）、஍ݩのۚ༥機関からࢢ಺中心෦のパチ
ンίళ੻஍を商業ࢪ設と௞ିΞパートとして࠶ੜɾ։発する
業ࣄ࢈不ಈܕ機に、本֨的に։発ܖめられた͜とをק業をࣄ
を։࢝しました。౔஍の௞ିから࢝まり、建෺෇きの௞ି΁
とల։し、さらに、ίンパΫトシティ構૝をݟਾえて、ࢢ಺
中心෦に௞ିΞパートを建設し、ॳ期の目ඪで͋る100ށを
ઌごΖୡ成しました。

஍ҬΛʮ࠶ੜɾੑ׆Խ͢Δࣄ業ʯ΁
஍Ҭ՝୊ΛϏδωεͰղܾ͢Δ໛ࡧͱ௅ઓ

੢ ଜ 　 म

（ 　　　  　　　  ）Ծ設機ࡐ工業株式会社
代 表 औ క ໾

【山形県酒田市】
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˔ެຽ࿈ࣄܞ業ʹΑΔ೐Θ͍の૑ग़ͱҠॅଅਐ
を目的としてएऀらでཱち上͛たʮ߹ಉ会社とびしまʯڵ།Ұの཭ౡʮඈౡʯのৼݝܗࢁ

との共ಉग़資でʮάοドライϑΞイランド߹ಉ会社ʯを設ཱし、ݝܗࢁとのެຽ࿈ܞにΑる؍
ޫɾަྲྀ人口の֦大を目ࢦすʮߓのݟえるϑードίートɾサΧλントࣄ業ʯをཱち上͛ました。
2022年9月のΦープンҎདྷ、ຖ年25ສ人を௒えるདྷ場ऀで೐Θう人ؾのࢪ設となっています。

サΧλントの関࿈ࣄ業として、ྡ઀஍に本෺のίンテナを活用したίンテナϗテϧを18౩
設ஔしたʮキϟンプスˍR7パーΫʯを2024年9月に։業しました。手ごΖなྉۚで॓ധでき
る͜とから、ネοトや口ίミなどでධ൑をݺび、ߓपลのさらなる೐Θいの૑ग़にݙߩしてい
ます。

また、ञాࢢおΑびੜ活Ϋラϒとのެຽ࿈ܞにΑるҠॅɾఆॅଅਐࣄ業ʮञా൛$$R$ɾ
T0$)JT0（とちと）ࣄ業ʯをల։し、2023年6月には16ੈଳ23໊のҠॅऀをܴえೖれ、։
所しました。

本年4月には、ࢢຽ待๬の商業ࢪ設ʮいΖはଂパーΫʯが、ࢢ಺中心෦のچञా商業高ߍ
੻஍に、ञాࢢとのެຽ࿈ܞでΦープンしました。͜のࣄ業は、ެืでબ͹れた当社をؚΉ
஍ݩ企業4社がओなग़資ऀとなり（総ग़資ֹۚ໿6ԯԁ）ʮいΖはଂパーΫ株式会社ʯを設ཱ
してテナントࣄ業を行うものです。ࢢの౔஍໿6
440௶を20年ؒ༗ঈでआりडけ、ʮ商工中ۚʯ
を中֩とする஍5ݩ行のۚ༥ஂからڠ調༥資をडけ、Ԇ΂চ໘ੵ໿2
140௶ɾฏ԰2౩の建෺
などを総ࣄ業අ໿22ԯԁで੔උしました。ࢲが代表を຿めるञాޫ؍෺࢈館ʮञాເの۞ָʯ
の΄か、஍ݩスーパー、ແ印ྑ඼、Χϧσィ、ジンζ、調ࡎༀہ、いか࿀৯ಊ、キοチンスλ
ジΦがೖډし、年ؒ目ඪで͋るདྷ٬ऀ数200ສ人はΦープンॳ年度からୡ成するࠐݟΈとなり
ました。
˔ۭ͖ళฮɾۭ͖Ոのར׆༻

設ʮϒランχュースϖースࢪ಺中心෦のۭきళฮをऔಘしリϊϕーシϣンしたෳ߹シェΞࢢ
なかまちʯをࡢ年຤にΦープンしました。シェΞϋ΢ス、ିしΦϑィス、Ϩストランがಉډす
るࢪ設で、ࡏݱは΄ぼຬࣨとなっており、高いχーζを࣮ূしました。今ޙ、第ೋ஄、第ࡾ
஄のల։をܭըしています。
ೋ次ަ௨の੔උޫ؍˔

͜のたび大手企業との共ಉࣄ業で、ࢢ಺の当社所༗஍にʮܥ౷࿈ܥ஝ి所ʯ（஝ి༰量໿
8.8h）を設ஔし、そのऩӹをञాࢢのۚجにॆて、ࢢ಺のࢪޫ؍設をप༡するE7バスࣄ業
をల։する͜ととなりました。কདྷ的にはࣗಈӡస化や、ྟߓઢを活用してӺとߓとを͙ܨ
%.7（σュΞϧϞードビーΫϧ）ಋೖもࢹ໺にೖれています。
૝ߏ後のల๬�ʕ�ಓのӺࠓ˔

今春ʮいΖはଂパーΫʯにҠసしたञాޫ؍෺࢈館ʮञాເの۞ָʯはॱ調にചり上͛を
৳͹していますが、全国的に人ؾのʮಓのӺʯとൺ΂ると、ෑ஍໘ੵやళฮ໘ੵ౳の規模໘
で及びまͤΜ。࣍なる目ඪとして、ެຽ࿈ܞにΑるಓのӺを஍ݩに新設し、ʮञాເの۞ָɾ
ಓのӺళʯのग़ళを構૝しており、さらなるޫ؍ɾަྲྀ人口の֦大と、஍Ҭの活性化を目ࢦ
してऔり૊Μでまいります。
˔݁ͼʹ

஍Ҭの࣋ଓと、その஍で商いをする企業の発లは、まさにंの྆ྠです。当社は建設関࿈
資ࡐの総߹商社という本業の࿮を௒え、͜れまでの多༷なऔり૊Έを通じて஍Ҭにݙߩして
まいりました。૑業100年に޲け、ʮ஍Ҭに必要とされる企業ʯを目ࢦし、「地域課題の解決と
地域再生・活性化に資する事業をビジネスとして成立させる」΂く、今ޙも模ࡧと௅ઓをଓ
けてまいります。
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1ɽੜ੒A*のਐԽͱ೔ຊ企業の׆༻のݱঢ়
ʮੜ成A*はすごいけれど、業຿でར用するには不҆が࢒るʯᴷᴷそΜな印৅のまま、ੜ成A*

とのڑ཭をஔいていないだΖうか。2022年11月、ถ国の0penA*社がʮ$hBt(1Tʯを発表し
た当࣌、ࣗ વな文ষੜ成にڻきの੠が上がるҰํで、࣮ࣄとҟなる಺༰をもっともらしくޠるlϋ
ϧシネーシϣンzや৘ใ؅ཧ΁のݒ೦がࢦఠされ、業຿ར用には৻ॏな࢟੎が޿がった。それ
から໿3年が経աし、ੜ成A*はඈ༂的なਐ化を਱͛ている。言ޠੜ成にとどまらͣ、ը ɾ૾Ի੠ɾ
ಈըなど多༷な分໺での応用がਐΈ、最新のੜ成A*Ϟσϧでは、大ֶʙઐ໳ՈϨϕϧの஌ࣝ
を問うϕンチϚーΫにおいて、ઐ໳Ոを上回る性能をࣔすものもొ場している。ビジネスやڭҭ、
ҩྍなど෯޿いྖҬでの活用が࣮ݱຯをଳびてきた。

しかし、日本国಺ではੜ成A*のར用཰はґવとして௿い。総຿লが2024年度に࣮ࢪした調
査にΑれ͹、Ұൠར用ऀのうちʮ࢖った͜とが͋るʯと回౴したׂ߹はΘͣか9.1ˋにとどまり、

ʮ࢖いํがΘからないʯʮࣗ分のੜ活には必要ないʯといった回౴が多く、性能や用్に対する
ཧղがे分にਁಁしていない͜とがうかがえる。Ұํ、企業を対৅とした調査では、業຿にお
いてઐ໳的なスキϧや஌ࣝの不足をิうଘࡏとしてੜ成A*に期待するೝࣝもҰఆఔ度֬ೝさ
れている。͜うした期待は、ੜ成A*のਐ化を౿まえれ͹ଥ当なもので͋り、࣮ࡍに期待される
ਫ४に近ͮいたϞσϧもطにొ場しはじめている。それにもかかΘらͣ、企業における活用は
まだ限られたൣғにとどまっている。

ੜ成A*ࢢ場は今ޙも加଎度的に成௕するとࠐݟまれており、関࿈サービスのध要も֦ٸ大
している。͜うしたঢ়گを౿まえれ͹、企業はl༷ݟࢠzをଓけるのではなく、۩ମ的な活用に
。にਐめる必要が͋るٸけた४උをૣ޲

2ɽੜ੒A*αʔϏεの׆༻ΛͲのΑ͏ʹਁಁɾఆண͍ͤͯ͘͞΂͖͔
ੜ成A*の性能が࣮用ਫ४にୡしつつ͋る中で、࣍なる課題はʮどのΑうに৬場にਁಁɾఆ

ணさͤるかʯで͋る。ઌड़の総຿লの調査では、日本でੜ成A*の活用ํ਑を策ఆしている企
業のׂ߹は42.7ˋにとどまっており、໿8ׂのΞϝリΧや9ׂを௒える中国Αりも௿いਫ४で͋
る。࣮ࡍに、৬場ڥ؀においてੜ成A*サービスのར用を։࢝するに͋たっては、৘ใ؅ཧやί
スト、๏ྩ९कといった؍点から、৻ॏな४උと多֯的な配ྀがٻめられ、͜れらはܾして༰
қではない。ҎԼに、۩ମ的にಋೖ࣌にཹҙす΂きओなϙイントと発ੜしうる課題を੔ཧする。

まͣ、ᶃσーλプライバシーやセキュリティリスΫ΁の対応が不Մܽで͋る。ੜ成A*サービ
スにೖ力される৘ใには、業຿上の機ີ৘ใや個人৘ใがؚまれるՄ能性が高い。҉号化や

生成AIの進化と
企業に求められる対応

ా ᬒ ඒ ึ

（ 　　　  　　　  ）株 式 会 社 大 ࿨ 総 研
ओ ೚ 研 究 員
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ΞΫセス੍؂、ޚ査ϩάのಋೖといったٕज़的対策に加え、֎෦サービスの活用にΑるෛ୲ܰ
となるが、対応のՄ൱は業຿಺༰や社಺の*TリテラシーにΑってҟなるため、ըҰࢶもબ୒ݮ
的な対応は難しい。

࣍に、ᶄίストの೺Ѳと؅ཧもॏ要な論点で͋る。ॳ期ಋೖඅ用に加え、ӡ用ɾอकɾΫラ
΢ドར用ྉなどܧଓ的なඅ用もؚめたݟ通しが必要となる。ஈ階的なಋೖやスϞーϧスλート
をબ୒する͜とで、අ用対ޮՌをۃݟめながらਐめる͜とが๬ましいが、対৅のબఆをޡると、
活用がਐまͣίストだけが発ੜするリスΫも͋る。

また、ᶅίンプライΞンスとガイドラインの੔උもܽかͤない。A*ྙཧや๏ྩ९कに関する
社಺ϧーϧの策ఆは、社会的੹೚をՌたすうえでも不Մܽで͋り、ੜ成A*ٕज़のਐ化に応じ
てఆ期的なݟ௚しとॊೈなߋ新がٻめられる。͜うしたϧーϧ੔උには、ઐ໳的な஌ࣝや๏的ɾ
ྙཧ的؍点を౿まえた൑அ力が必要で͋る。

さらに、ᶆ社員のA*リテラシー޲上もಋೖ成ޭのݤをѲる。研मやϫーΫシϣοプを通じて、
を༩えるプϩンプト作成のٕज़をֶͿ機会を提供する͜とがࣔࢦいํやੜ成A*に࢖本的なج
ॏ要で͋り、ܧଓ的なֶश機会の֬อとઐ໳人ࡐの関༩がٻめられる。

加えて、ᶇそのଞの要ૉとして、Ϣーβビリティの高いインλーϑェースや、ར用規模の֦
大に対応できるスέーラϒϧな設ܭも、ఆணに޲けたॏ要な要ૉとなる。ࢼ行ಋೖから全社ల
։΁とஈ階的にਐめるࡍには、ॊೈなӡ用ମ੍の構ஙが不Մܽで͋る。

͜うした੍度໘ɾٕज़໘の੔උに加え、ੜ成A*の活用をଅਐするためには、૊৫文化のৢ
成もܽかͤない。たとえ͹、社಺4/4で活用ࣄ例を共༗する、෦໳ごとにΞンバサμーを配ஔ
してݱ場の活用支援を行うなど、ར用ऀ૚の֦大に޲けた工෉がٻめられる。࣮ࡍに͜うした
औり૊ΈにΑり、ར用ऀ数がഒ૿したࣄ例も͋り、社಺でのೝ஌度޲上とఆணにҰఆのޮՌを
上͛ている。

�ɽૣ׆ظ༻͕কདྷの企業ڝ૪ྗのݤʹͳΔ
લઅで͋͛た৬場ڥ؀におけるੜ成A*サービスのར用ڥ؀の੔උや、活用をଅਐするため

の૊৫文化のৢ成に޲けたऔり૊Έは、いͣれもܾして༰қではない。ੜ成A*は新しいٕज़
で͋り、ม化のスϐードが଎く、কདྷのల๬にも不࣮֬性が࢒る͜とから、ಋೖに৻ॏな࢟੎
をऔる企業が多いのもཧղできる。͜のΑうなঢ়گを౿まえれ͹、ガイドラインの੔උやಋೖ
に͋たってのサϙートなど、政෎にΑる支援は、今ޙ企業がੜ成A*サービスのಋೖをਐめてい
くうえで、ますますॏ要になっていくだΖう。しかし、ੜ成A*ࢢ場の成௕཰を考えると、੍度
や支援の੔උを待つだけではม化に対応しきれないՄ能性が高い。だから͜そ、企業はઐ໳人
の੔උڥの֬อɾҭ成にいちૣくऔり૊Έ、必要に応じて֎෦支援も活用しながら、ར用؀ࡐ
と社಺での活用文化のৢ成をਐめていく͜とがٻめられる。そのためには、最ॳからສ全のମ
੍を੔えるのは難しいものの、セキュリティやプライバシーなど最௿限の注ҙは෷いつつ、ま
ͣはແཧのないൣғでੜ成A*をࢼしてΈる͜とがॏ要だ。࣮ફを通じて活用のՄ能性を模ࡧ
しながら、ঃʑにମ੍を੔えていく࢟੎͜そが、কདྷ的なڝ૪力をࠨӈするݤとなるだΖう。

【参考文献】
⿝総຿ল৘ใྲྀ通行政ہ৘ใ通信政策課৘ใ通信経済 ʦࣨ2024ʧʮσジλϧテΫϊϩジーの高度化とその活用に関

する調査研究の੥ෛ成Ռใࠂॻʯ（ҕୗઌɿ株式会社/TTσーλ経営研究所）
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中小企業にも役立つ主要な経済指標や、マクロ経済の動き
（トピックス等）を毎月お伝えしていきます。
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景気後退期 消費者態度指数

　景気動向指数（一致指数）は、基調判断に変更はないものの、3カ月振りの上昇となった。10指数のうち6
指数が前月比上昇しているが、投資財出荷、鉱工業生産、卸売商業販売といった指数が牽引をしている。先行

指数は5カ月連続で上昇しているが、マネーストック、東証株価といった金融関連が上昇を続けている。
　トランプ関税影響が徐々に沈静化するなかで、日本経済も落ち着きを取り戻しつつあり、明るい兆しが見えつつある。個
人消費と設備投資が明確な牽引役として確認できるようであれば、さらに回復基調は強まるであろう。

　10月の消費者態度指数は、前月比0.5ポイント上昇し、3カ月連続での上昇となった。意識指標をみると「暮
らし向き」「収入の増え方」「雇用環境」「耐久消費財の買い時判断」すべてが、3カ月連続で改善している。コ

ロナ禍以前の水準には遠いものの、物価上昇が続くなかで改善が続いていることは良い傾向であり、冬の賞与水準次第のと
ころもあるが、今後こうした動きが継続するかが課題であろう。

ؾܠ

ফඅ

出所：内閣府　経済社会総合研究所「景気動向指数」（2025年9月は速報値）

出所：内閣府　経済社会総合研究所「消費動向調査」

೔ຊͷࡁܦల๬��ʢ����೥��݄ʣ
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　9月速報値の実質賃金は▲1.4％となり、9カ月連続でマイナスとなった。2025年4月以降は消費者物価が
3％台に高止まりしており、賃金全体の上昇は続いているものの消費者物価を下回る水準であり、こうした結

果はある程度予見されるところである。10月以降最低賃金の改定が順次見込まれ、12月の賞与水準がどこまで伸びるかが、
今後の注目点となる。

　製造業の生産活動は、まさに一進一退が続いている。9月は前月比2.6％上昇したが、上昇は3カ月ぶ
りで、2025年は総じて2カ月程度のタームで上昇と下落を繰り返している。ただし、9月は全15業種の

うち13業種が上昇していること、さらに10月の生産予測も上昇が見込まれること、在庫循環も積み増しが必要な局面にあ
ること、などを勘案すると今後上昇トレンドに入る可能性もある。
　非製造業の活動（第3次活動指数：9月）は3カ月連続で上昇し、コロナ禍以前の水準を取り戻しつつある。牽引役は
道路貨物運送だが、夏場の落ち込みが復活した状況であり、トレンド的には一進一退。情報通信は今月大きく低下したが、
2025年は上昇トレンドにあり一服した印象がある。2025年通年でみると、金融保険・不動産の上昇トレンドが目立った。
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出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査」（2025年９月は速報値）
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　9月の着工建築物面積は3カ月連続で増加し、久方振りに8千㎡台を回復した。非居住用ではサー
ビス業関連が大きく伸長し、居住用も3月の駆け込み重要以前の5千㎡を覗くところまで回復して

いる。ただし、資材など原価の高止まりや供給制約の問題に加えてローン金利上昇も予想されることから、住宅・建設を
取り巻く環境は厳しく、ある程度長い目線で見る必要がある。

　9月の機械受注（船舶電力を除く民需）は、前月比4.2％増加し、3カ月ぶりの改善となった。国内
は製造業が大きく伸長したほか、外需も堅調である。ただし、3カ月移動平均は4カ月連続で減少して

おり、「持ち直しの動きに足踏み」との基調判断は変わっていない。
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出所：国土交通省「建築着工統計調査報告」
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　価格変動の影響を除いた価値ベースの「実質輸出」だが、10月は大幅に低下となった。2025年通期でみると凸凹はあっ
たものの、概ねマイナストレンドで推移したといえよう。

　貿易統計をみると、米国向け輸出が７カ月連続でマイナスとなっており、自動車のほか、半導体製造装置、医薬品など関税に絡むもの、
検討されているものが厳しい状況にある。米国に続く輸出先である中国向けは２カ月連続で増加したが、政治的摩擦によって今後不透明
性が増していることから動向が注視される。
　輸出に関しては、米中に象徴されるように「ジオエコノミクス」的な要因でリスクが顕在化しやすいセクターになっている。その一方で、
国内市場が縮小する日本にあって、輸出は引き続き重要な経済手段となっており、あらためてサプライチェーンの再構築、偏向の解消や
分散化、リスクマネジメント強化などの課題に、各社が粛々と取り組む必要がある。

　10月の消費者物価（コアコア）は、前年同月対比3.1％と７カ月連続３％台で推移している。もっとも大きな影響を与えている品目は
引き続き「米」「チョコレート」「コーヒー豆」など食品が占める。さらに、10月から自動車保険料も値上がりしており、携帯電話の通

信料のプラン改定など実質的な値上がりと相まって、消費者の「身につまされる品目」の上昇が目立つ。実質賃金のマイナスは続いており、消費の
腰折れが起こらないための政府の物価対策や各企業の冬の賞与対応などが期待される。
　国内企業物価指数は、8・9月が2.6％、2.8％に訂正され、10月速報では2.7％となった。6月以降連続で2.5％を上回る水準で推移している。「穀
類（米）」と「銅」が上昇の主要因となっている。銅に関しては、AIやデータセンター、再生可能エネルギーやEV関連など需要が増大していること
に加えて、銅生産や精錬などの制約による供給不足が原因といわれている。一時は4％台に達した企業物価も、近時2％台で落ち着きつつあったが、
前述のような商品相場の動向や円安による輸入物価の上昇懸念もあり、引き続き変動要素は尽きず、安心できる状況にはないといってよいだろう。
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　国内総生産の第3四半期（速報値）は、▲0.4％と低下した。マイナスになったのは、2024
年の第1四半期以来である。

　内訳をみると、内需▲0.2％、外需▲0.2％で、全般に需要が弱かったといえるだろう。内需では、「設備投資」が牽引役
（1.0％）となり、民間消費（0.1％）も貢献したが、民間住宅（▲9.4％）の落ち込みが大きかった。また、外需では輸出
の落ち込み（▲1.2％）が大きく影響した。
　日米関税交渉が妥結したのが7月後半であり、事務的対応を踏まえれば第3四半期は影響が残っている時期であったと考
えられる。設備投資や個人消費が成長に寄与している点は好材料であり、今後の外需好転も見えるようになれば日本経済も
回復基調が鮮明になるのではないだろうか。
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　消費者物価と政策金利は切り離せ
ない関係にある。物価の番人である中

央銀行は物価の変動に応じて政策金利を調整することで安定した物価を維持する。
　下図は、主要国の消費者物価と政策金利の関係を示したものであるが、日本の特異性が伝わるのではないだろうか。
消費者物価が政策金利を大きく上回っている国は日本のみである。デフレ脱却のため、長期にわたって実施された異次
元緩和とマイナス金利政策は、こうした特異性を生み出したといってよいだろう。現在、日銀の政策金利引き上げ時期
が話題となっており、高市政権に配慮して年内はないだろうといった市場の声もあるようだが、為替の問題もある。デ
フレからは脱却したというものの、世界経済の不透明性は引き続き高まっている。人口減少社会のなかで、需要の減衰、
供給制約の高まりのなかで、日本経済の成長を描くことが不可欠だが、明確なシナリオは描かれていないようにみえる。
物価上昇は、健全な経済成長と重なることが望ましいが、現在はその均衡がとれているようにはみえない。むしろ供給
制約や所得分配の歪みが現れるとともに、国だけではなく、個々の企業が国内における成長戦略を描く必要があるよう
に思える。物価と政策金利は多くのことを語り掛ける。

ʲτϐοΫεᶃʳফඅऀ෺Ձࢦ਺ͱ੓ۚࡦརಈ޲
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ʲτϐοΫεᶄʳओ৯༻ถͷՁ֨ಈ޲
　消費者物価（生鮮食品及びエネルギーを除く総合）は、近時6カ月連続で3％台をキープしている。こうした水準に最も
影響を与えるといってよい費目が「穀類」とりわけ「米」である。
　下図は、平成2年以降の主食用米の価格推移である。一目瞭然であるが、令和6年（2024年）以降の価格上昇は異常といっ
てよい。こうした状況を「品薄状態と集荷業者間の競争激化が主因」と説明されているようだが、政治や行政の責任は重
いといわざるをえない。大塩平八郎の乱が起きた天保8年、米価は20文/一升から50文/一升の2.5倍に跳ね上がったと
いわれるが、令和5年から7年にかけては約2.7倍となっており「米一揆」が起きてもおかしくない状況だったといえよう。
　ここで米価を取り上げた理由は、国民の一揆並みの不安を言いたいのではなく、物価調整の問題を言いたいからである。
物価の番人は、言わずと知れた日本銀行である。物価を抑制する金融政策としては「政策金利の引き上げ」が通常の手段
であるが、米価が大きな影響を与えている消費者物価に、それが通じるかといえば疑問である。なぜならば、2年にわたる
米価上昇は需給の問題やJAなど流通システムの問題が大きいと考えられるからである。しかも、米は年１回（思えば二期
作もあまり聞かなくなった）のものであり、かつ、農家との関係でいえば簡単に増産はできない。こうなると金融政策では
なく、農政で対処する以外にない。しかし、政府自民党は、増産方針を打ち出した直後の政権交代で、増産を否定する方
向に転換している。これを迷走といわずして何というのだろう。
　米価の異常な上昇は、物価の番人の金融政策の限界を示すものであり、また、長年の失政の発露ともいえるのではない
だろうか。世界的にみれば食料不足が顕著であり、食糧安保が叫ばれるなかで、シンプルに増産に舵を切ることはできな
いのだろうか。国内消費分以外は、輸出で対応すればよい。輸出分が「備蓄米」と同じ効果を持ち、緊急時には輸出分を
国内に回すことで対応する。増産を行うためには、会社等の組織化や大規模化を進めるなど農業全体の見直しが必要に
なる。米価の上昇は、日本の歪みの象徴のように思える。

出所：農林水産省「米の相対取引価格・数量、集荷・契約・販売状況、民間在庫の推移等」

（商工総合研究所エグゼクティブ・フェロー　青木　剛）
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౔࠭֐ࡂʹඋ͑ͯ

ੈ界的に߱Ӎのू中化ɾܹਙ化がਐΈ、日本国಺でも֤஍でຖ年のΑうに大規模な߽Ӎ֐ࡂが発ੜし
ている。2004年は؍ଌ࢙上最多の10個の୆෩が日本に上཮した͜とに加え10月に新ׁ中ӽ஍਒が発ੜ
した。2018年はകӍલઢと୆෩がॏなり੢日本を中心に௕࣌ؒの大Ӎがଓいた（ฏ成30年7月߽Ӎ）。
そして2024年は1月に能ొ൒ౡ஍਒が発ੜし஍൫が؇Μでいる中、9月の߽ӍにΑりඃ֐が֦大した。
図表は౔࠭֐ࡂの݅数とه࿥的୹࣌ؒ大Ӎܯใの発表回数をάラϑにしたもので͋る。౔࠭֐ࡂとは、

（れ（がけ่れ）่ࢁ౔ੴྲྀ、஍す΂り、౔่࠭れや）৅ݱにҠಈするܹٸੴがؠ஍のࣼ໘の౔࠭やࢁ
をࢦす。ؾ৅ிにΑれ͹、強度の強いӍの発ੜස度は1980年ࠒとൺֱして֓Ͷ2ഒになっており

1
、άラ

ϑからはه࿥的୹࣌ؒ大Ӎ৘ใの発表が多くなる޲܏もݟてとれる。

（ਤද）౔࠭֐ࡂͱ記࿥త୹࣌ؒେӍ৘ใ

（ग़య） 国౔ަ通লʮ都ಓ෎ݝผ౔࠭֐ࡂ発ੜঢ়15(）گ ʙ R5）ɿR5.12.31࣌点ʯhttps://www.NMJt.Ho.jp/rJWer/sBCo/jJreJ/h15�r5@
EoshBsBJHBJkensVV@r5.pEG
ࡏݱ࿥的୹࣌ؒ大Ӎ৘ใの発表ཤྺʯྩ࿨7年10月8日ه৅ிʮؾ

（චऀ作成）

ਫ൙ཞʯに対応したϋβードϚοプを全国੔උߑมಈの影響を౿まえ、国౔ަ通লは、ʮ౔࠭ɾީؾ
するํ਑をݻめ、ࣗ ࣏ମと࿈ܞして੔උをਐめている。౔࠭֐ࡂ特ผܯռ区Ҭ

2
にࢦఆされると、建ங෺

の構造強化や҆全対策の֬อがٛ຿෇けられる場߹が͋る。
大Ӎは౔࠭֐ࡂだけでなく、都ࢢ෦でのՏ઒൙ཞなどの૿加にもつながっているかもしれない。企業

にはࣗવ֐ࡂが૿加している͜とを౿まえた対策も必要で͋Ζう。企業が工場ཱ஍をݕ౼するࡍに、༌
ૹ໘や工場ഉਫなどの؍点からྟւ෦や઒Ԋいをબ୒するέースがগなくなかったが、今ޙは౔࠭֐ࡂ
などީؾมಈにΑる֐ࡂリスΫも౿まえてڌ点をબ୒する必要が͋る。まͣは、国౔ަ通লのʮϋβー
ドϚοプϙーλϧサイトʯ

3
で֬ೝする͜とから࢝めたい。

（商工総߹研究所ओ೚研究員　中谷京ࢠ）

৅ிʮ全国（Ξϝμス）のҰ࣌ؒ߱ਫ量50NNҎ上、80NNҎ上、100NNҎ上の年ؒ発ੜ回数ʯؾ 　1
https://www.EBtB.jNB.Ho.jp/DpEJnGo/eYtreNe/eYtreNe@p.htNM

2　 国౔ަ通লʮ౔࠭֐ࡂ๷ࢭ๏にͮجく౔࠭ܯ֐ࡂռ区Ҭ౳についてʯྩ࿨3年
https://www.NMJt.Ho.jp/rJWer/sBCo/sJnpoVpEG/HBJZoV.pEG、国౔ަ通লʮ֐ࡂϋβードΤリΞにかかる౔஍ར用の課題と対応ํ策ʯྩ࿨3年
3月　౔࠭֐ࡂ特ผܯռ区Ҭでは、業຿用ࢪ設の։発のࢭېやҠసଅਐなどのાஔをؚΉ๏վਖ਼が࣮ࢪされている。

3　 国౔ަ通লʮϋβードϚοプϙーλϧサイトʯhttps://EJsBportBM.HsJ.Ho.jp/　஍Ҭผɾ֐ࡂผにϋβードϚοプを֬ೝできる。
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経済産業省中小企業庁長官　山下隆一
商工中金代表取締役社長　関根正裕

地域金融機関と対話
株式会社金融経営研究所代表取締役所長　山口省蔵

組合実態調査報告書
商工総合研究所主任研究員　川島宜孝

日本酒地酒輸出の歴史
末廣酒造株式会社代表取締役会長　新城猪之吉

サステナビリティとマーケティングは共存できるのか？
株式会社ニッセイ基礎研究所　小口　裕

日本の経済展望（2026年1月）
商工総合研究所エグゼクティブ・フェロー　青木　剛

わが国製造業アジア現地法人の域内調達
商工総合研究所調査研究室長　江口政宏
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▶今月号では、弊所研究員の今年度上期
調査論文を掲載します。
▶中小企業の人手不足が深刻化する中、
江口研究員は建設業に焦点を当て、その
構造問題について考察しています。特に
高齢化に伴う人手不足は量的にも、質的
にも供給能力に影響を及ぼすため、個社
ごとの経営努力だけでなく、業界や政策
対応などの必要性を論じています。
▶また、最近注目を浴びているサイバー
セキュリティについては中谷研究員が考
察しています。
特に大企業を中心としたサプライチェー

ンに属さない中小サービス業にとっては、
大規模なシステム投資が難しいために業
界ごとのガイドライン作成や、支援機関
の活用などを提言しています。
▶中小企業にとって限られた経営資源を
どう分配するかは永遠の課題ですが、共通
して言えるのは信頼できるビジネスパート
ナーとの関係強化ではないでしょうか。
▶恒例となりました新春経済セミナー（1
月9日）、第11回商工総研セミナー（2月5日）
も多数のご参加をお待ちしております。

（Ｊ小林）

編集後記

2025.12 79



商工総合研究所主催

新春経済セミナー
～2026年を占う～

2026年 1月9日（金）
16：00～17：15

一般財団法人 商工総合研究所 エグゼクティブ・フェロー
株式会社 商工組合中央金庫 産業革新本部 フェロー
公益財団法人 日本生産性本部 認定経営コンサルタント
独立行政法人 中小企業基盤整備機構 中小企業応援士
1985年 商工組合中央金庫 入庫
以降、下関支店・さいたま支店・仙台支店・神戸支店・東京支店の5つの支店長を歴任
2019年 常務執行役員 営業店のサポートとソリューション推進を担当。
2021年 商工組合中央金庫 顧問、商工総合研究所 顧問に就任。
2024年 商工組合中央金庫 産業革新本部 フェロー就任
[著書]
「経営者の条件」(同友館)
「入門 事業性評価と課題解決型営業のスキル」(商工総合研究所)
「事業性評価を起点とする企業価値向上マニュアル」(同友館)
「中小企業のためのサスティナブルファイナンス」(商工総合研究所)
「2025-2030年世界と日本はこう変わる 経営の論点と針路」(同友館)

講師 青木 剛
（商工総合研究所エグゼクティブ・フェロー）

参加ご希望の方は、弊所ＨＰまたは、
2次元コードからお申し込みください

商 工 総 研 検索

参加無料



ブランドサイト
開設

登壇者紹介

開催日時 参加費

右の二次元コードまたは弊所ホームページからお申込みください。

主催：一般財団法人商工総合研究所

後援：独立行政法人中小企業基盤整備機構、商工中金、
全国中小企業団体中央会、商工中金全国ユース会

h ps://www.shokosoken.or.jp「商工総研セミナー」をクリック

共催：全国経済事業協同組合連合会

黒瀬直宏氏 特定非営利活動法人アジア中小企業協力機構理事長

中村武史氏 敦賀市管工事協同組合理事／株式会社中村住設代表取締役

泰楽秀一氏 日本自動車車体整備協同組合連合会副会長／
株式会社杉戸自動車代表取締役社長

専門は中小企業論（理論、歴史）、中小企業政策論、アジア中小企業論。
専修大学商学部教授、嘉悦大学ビジネス創造学部教授等を経て、2017
年より現職。博士（経済学）。中小企業の取材に基づく理論構築を得意
としている。著書：『複眼的中小企業論～中小企業は発展性と問題性の
統一物～第2版』（単著、同友館2018年）など多数。

2018年株式会社中村住設代表取締役就任。2017年より敦賀市管工事
協同組合理事就任。組合では、開発委員会（青年組織）担当理事を中心
に活動。福井県敦賀市のライフライン（特に上下水道）を守る為に、維
持・更新及び工事・改修の安全を含めた技術向上、業界若手育成や管工
事業についての認知度向上等、地域に根差した活動を信条にしている。

埼玉県杉戸町にて自動車鈑金塗装を中心に地域密着で自動車整備業を経
営。2代目として平均年齢34才の若いスタッフと共に総勢28名でお客
様のトータルカーライフを支えている。また、組合活動においては、
30代から青年部活動をスタートさせ、現在は連合会で副会長兼団体協
約や交渉担当委員会の委員長として組合内の価格転嫁に関する事業を推
進している。
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日本の経済展望（2025年12月）／青木　剛

生成AIの進化と企業に求められる対応／田邉美穂

地域を「再生・活性化する事業」へ／西村　修

中小サービス業のサイバーセキュリティ対策／中谷京子

中小建設業の人手不足と構造問題について／江口政宏

中小企業研究という営みの意味を考える／堀　　潔




